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この報告書 は,日 本 自転車振興会 か ら競輪収益の一部で ある

機械工業振興資金の補助 を受 けて昭和63年 度に実施 した調査研

究事業の一環 として とりま とめたものです。







は じ め に

これは統計情報 の高度利用 と普及に関す る調査研究第2年 度の研究報告書 であ ります。

今年度 は統計情報利用 に関 し,今 後,そ の重要性 をます ます増 して来 ると思われ ます統

計データベ ースにつ いて,そ の実情,問 題点 を明 らか にす ることを中心 的な課題 と致 しま

した。わが国の統計 は欧米 よ りも進んでいると言われてお りますが,数 値統計 データベ ー

スに関 しま しては,構 築 に しま して も利用 に しま して も残念 なが ら遅れて いると言わざ る

を得 ません。 この原因 はこれまで官庁統計の殆 どが 出版物 の形で公表されて きたためで は

ないか と思 われ ます。パ ーソナル ・コンピュータや数値統計 データを利用す るためのアプ

リケーシ ョン ・ソフ トが進歩 し普及 して も数値統計デー タベ ースを利用す る人 々は一部 の

人 に過 ぎません。

デー タベ ースは,現 在,い ろいろな形で開発 され利用 されていますが,そ の中で統計 デ

ータベースは明確 な性格 を持 ち
,他 のデー タベースとはいろいろな点で区別 され るところ

グ

があ ります。従いま して,統 計デー タの高度有効利用のためには,統 計 デー タベ ースの構

築,検 索,利 用 につ きま して適切 な システムが開発 され る必要 があります。 その中には ま

だ今後の発展 に待つ と ころ も多い と思われ ます。

更 に進んで統計 データをよ り高度 に利用す るためには,よ り深 く利用者側の状 況 と利用

目的 とを考慮 し,例 えばAIの 応用などによ る利用 システムを開発するとと もに,利 用者

に対す る広 い意味の教育活動 も必要であることも感 じられ ま した。

この報告書 は,現 在 の段階 において統計データベースの状況 に関 し,そ れを構築 しよう

とする人 々と利用 しよ うとす る人 々の双方 に対 し有用 な情報を含んで いるものと信 じて い

ます。

なお,本 調査研究 は財団法人統計研究会に委託 し,調 査研究 を行 い報告書 と して取 りま

とめ ま した。関係各位 の ご参考 になれば幸 いに存 じます。

平成元年3月

財団法 人'デ ータベース振興セ ンター

理事長 円 城 寺 次 郎
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1.総 論

統計情報の利用 と最 も関係 の深 い ものが,統 計デ ータベースであることはいうまで もな

いで あろ う。以下の各章には,そ の現状 と問題点 について述 べ られている。

統計 データベースはデータベースの中で は一種特殊な もので あるか ら,そ の構築 の論理

には,必 ず しも一般の データベース構築の論理 をその まま適用 する ことはで きないで あろ

う。統計 データその ものの性 質や特徴にさかのぼってその論理 を構築する必要がある。 そ

の ことは実 は統計学の論理構成 に も新 たな課題を提出す るもので ある。 とい うのは統計 デ

ー タとい うものが
,一 方では客観的に存在する対象集団を反映す ると同時 に,他 方で はそ

れを利用す る側か ら求め られ る情報を提供する ものでなければな らない とすれば,統 計 デ

ー タベ ースは,一 方で は対象 集団の構造を反映す ると同時に もとめ られる情報の論理 に適

合 した論理構造を持 たなければな らないか らで ある。更に統計数字 とは統計調査や業務記

録か ら得 られた ものであ るか ら,そ の調査の方法や記録 の性質 もデータの性質の中に反映

され る。従 って統計 データは,そ の単位情報は数字 とい う簡単 な形であるが,そ の規定 は

通常の データベースにふ くまれるデー タに くらべ るとはるかに複雑である。有用で検索 し

やす い統計データベ ースを作 るには,こ の点で うま く構築 しなければな らない。 それ はあ

ま り容易で はないこ とであ って,こ の報告書 の内容 はその点で も参考になると思 う。

しか し以上 の ことは統計 の提供者側か ら見たデータベースの あ り方 であるが,統 計情報

の高度利用 とい う観点か らは,利 用者側の立場を も考慮 する必要があ る。

これ まで統計情報の利用者側 にっいて は,一 応統計情報 の需要 に対す る表面的な調査 は

何回かな されて来た。 しか し現在統計情報の高度利用を推進す るためには,統 計利用者の

利用 目的,つ ま りどのよ うな情報を何の ために求めてい るのか ということにっいて,よ り

一歩立 ち入 った調査 ・研究が必要であると思われ る
。 とい うの は統計の利用者,或 いは潜

在的な利用者 は,必 ず しも自分の必要 と している情報 が何であ るかを正確 に認識 して いな

いか らであ る。

統計について,利 用者 の所在案内が必要であるといわれ る。 また統計 について数字だ け

でな く,そ の性質や定義につ いての説明 も必要であ るともいわれ る。勿論 これ らの ことは

重要であ るが,し か しそれだけで は十分 とはいえないよ うに思われ る。それは丁度,薬 品

の名前 とそれぞれの成 分にっ いて くわ しい リス トがあ ったと して も,病 人 はどの薬を飲ん
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だ らよいのかわか らないの と同 じで,調 査方法や定義,統 計制度 や達成制度等 につ いて い

くらくわ しい情報が あって も,そ の統計が ど ういう目的に役立つかはわか らないであ ろ う。

この点で専 門家向 きと素人 向きとでは区別 しなけれ ばな らないと思われ るか もしれな いが,

多 くは専門家 とい って も,必 ず しも 「統計 」それ 自体 の専門家で ないので,専 門家 と素人

の差 は程度 の違い と考え るべきであ る。

そこでむ しろ 「素人」を対象 に して,適 切な統計 データを提供 し,し か もそれを利用 者

に正 しく理解 して もらうにはどうすれ ばよいかが問題 にな る。一般 に統計利用者が真 に何

を 目的 としているか にっいての分析 はまだ ほとん どなされていないので,こ の点につ いて

は何 も明確な ことを いうことはで きない。む しろ この点が次の課題である。
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ll.統 計 分 野 に お け るデ ー タベ ー ス開 発

一 方 法 と問題 点 一

1.統 計 デ ー タ ベ ー ス 研 究 の ス コ ー プ

統計分野 にお けるデ ータベースの構築 と利用 はわが 国においてかな りの進展 を見せてい

る。,その理 由の一端 は,わ が国が いろいろな面で大 きな政策上の課題 に直面 して いるか ら

で ある。経 済構造の調整,貿 易摩擦への対処,地 域の活性化,人 口老令化の及 ぼす影響,

環境問題,エ ネルギ ー問題,技 術進歩の社会的イ ンパ ク ト等,わ れわれを取 りま く社会経

済問題はいずれ も複 合的要素を含んだ巨大な学 際問題 であ る。いずれのデ ィシプ リンに基

づ いて接 近す るにせよ,統 計的実証の重要性 はい うまで もない。何故 な らば,も し実証を

経 ないで単な る評論 にとどまるな らば,そ れ は科学的検 証の手がか りを与えた とい う意味

で,独 断 と変わるところがないか らである。逆に,た とえ分析が複合問題の一部 に光をあ

て るものであ って も,そ れが実証分析の手順を踏んでいれば,そ れは ビルデ ィング ・ブ ロ

ックの1っ とな りうるのであ る。 このよ うな意味で統 計デ ータベ ースの構築 と利用の進展

にはその必要性 の面か ら見て うなず けるものがある。 また同時に,統 計 データの入手可能

性 もわが国の場 合か な り高 い。市場経済圏の国 々と比較 してのみな らず,計 画経済圏の国

々と比較 して も統計の豊 さは群を抜 いているとい って間違 いない。 もちろんその体系的利

用の可能性 とい う面で は十分ではないが,そ うした状態 こそがデータベース化の必要性を

示す もの といえよ う。 さ らにパー ソナル ・コンピュータの普及や コ ミュニ ケーシ ョン ・ネ

ッ トワー クの 自由化 は,テ クノロジーの面か ら統計 データベースを支える もの といえよ う。

統計分野 におけ るデー タベ ースと,他 の分野た とえば文献や ビジネス用のそれ とを区別

して考え る必要があろ うか。今 日,デ ータベ ースの構築 はあ らゆる分野 におよんでいる。

したが って そこでの発展が統計分野 にス ピル ・オーバ ーす ることを期待で きる場合 も確か

に存在す る。 しか しこれまでのデー タベース理論の分野 との交流の結果え られ た印象で は,

統計分野への応用には固有 の困難 が伴 うもののようであ る。その原因は,一 般のデー タベ

ースでは構築の基礎 を個票 に求め ることがで きそれが実体世界その ものであるのに対 して,

統計分野の データベースの場合集計 された表 を基礎 とせ ざるをえずそれ と実体世界には距

離がある,と いうことに帰す る。

この ことか ら,統 計 分野で実用 に供 され ているデータベ ースあるいはデー タバ ンクは,
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各統計を収 めた個別の フ ァイルが並列 して置かれ てお り,そ の内容について は別途 マニ ュ

アル等によって系列番号(あ るい は記 号)を 探す とい う形態 にとどま るものが多いのであ

る。 これは単なるフ ァイルの集積であ り,デ ータベ ース分野でい うデータベース とは異な

る。

現在 この間のギ ッヤプを埋め るべ く,い くつかの研究が行われている。その1っ は統計

データモデルの研究である。 これは要約 して いえば,統 計デー タを実体世界 の中で一般的

な型で記述す る方法を探 る ものである。 いいかえれば,デ ータに関す るデー タ,す なわち

メタデータの構成要素を確定 しよ うとす る ものである。統計 データモデルにつ いて合意が

で きれば,具 体的な統計調査をそれ によって一般 的なかたちで記述す ることがで きること

にな る。 したが って統計分野 とデー タベ ース理論 の分野 との間に架橋がで きた ことにな り,

デー タベー ス分野の成果を利用で きることにな る。 もう1っ の接近法は統計デ ータベース

(前記の意味での個別 フ ァイルの並列か ら成 る)の 検索に人 口知能(AI)を 利用 する方

向である。熟練 したユーザは,特 定の問題 を分析す るために,① 抽象的な問題を分析可能

(オペ レー シ ョナル)な 変数 の組合せ に置 き換え,② 個 々の部分に該当す る統計概念か ら,

それ を含む統計調査(し ば しば複数の)を 探 り,③ 統計データベー ス内の どの ファイルに

あるかをマニ ュアル等で検索 し,④ 収録 され ていれば これを出力(プ リン ト・アウ トない

しユーザ ・フ ァイルへ)し,⑤ なければ統計書か ら検索 して入力を行 い,⑥ 時系列的な指

定の可能性 一 たとえば分類の変更,基 準時点の変更,単 位の変更,デ ー タ改訂の有無

のチ ェック等 を検討 した上で斉合的 なデータを作成,⑦ 上記②～⑥ を必要 に応 じて

各変数について繰 り返 して素材を整 え,⑧ さ らにデー タ加工を施 して(比 率,構 成比,伸

び率,対 数変換,加 重平均等が しば しば用 い られ る),⑨ 分析 を行 うことになる。問題点

を明 らかにす るため に① に立 ち戻 って問題を再定式化す ることもしば しばで あろ う。類似

の統計データを各種の ソースか ら得 る ことがで きるのが普通で あ り,そ れ らは調査間隔,

速報値の有無 サ ンプルの大 きさ,分 類の精粗、時系列的遡及の可能性,単 位等の点で若

干づっ異 なる。 こうした ことの一部 は上記の統 計データモデルを データベースに組み込 む

ことで解決す ることが期待 され るが,そ れが全てでないことは明 らかである。 したが って

統計エキスパー トの頭脳の中にある判断 ルールを知識ベ ース化 して,一 般的 な利用を可能

に しよ うとす る試みには大 きな意味が ある。

こうしたことも含め,統 計 デー タベ ースの果すべ き機能には次の よ うな ものがあ る。
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① 実証 データの蓄積

一般には磁気媒体で公表されている ものを入手す ることとしてのみ理解 されてい る

が,官 庁 ・各調査機関統計の磁気媒体での公表の促進な どもここに含 まれている。

② 分類の標準化,基 準時点の整合化 その他 による独 自の統計 データセ ッ トの開発

③ 大規模かっ学 際的な問題に関す る実証分析

④ 分析用 アプ リケー シ ョン ・ソフ トウェアの整備 ・開発

一般 には市 販の アプ リケーシ ョン ・ソフ トウェアの購入で十分 と考 え られて いる。

しか し実際には,市 販 の ものはデータ容量 に制約が あった り,機 能的に分析面のみを

備 えて いてデー タの前処理 ・後処理の機能が不十分だ った りする場合があ る。 たとえ

ば入 力データのデ ータベース管理,デ ータ開発,フ ァイル統合 ・分割や出力,表 示等

がその例であ る。

⑤ 統計 データベ ースに関す る理論的研究

メタデータ,統 計デー タモデル,人 工知能 の応用等,前 述の課題が ここに含まれ る。

⑥ 統計 データセ ッ ト,実 証分析,計 量 モデル,ア プ リケー ション ・ソフ トウ ェア等 に

関す る研究の所在案内 「

統計デー タベ ースの開発 と利用が一拠点のみで完結す ることは期待で きない し,ま

たそれが望 ま しい ことで もない。必要 な ことは,各 研究機 関や研究者個人がそれぞれ

独 自の 目的か ら研究開発を行い,か っそれ らの成果が知 られていることである。デー

タベ ースの分野 は基本的に従来の学 問分野を横断す る性格 を有す るため,研 究の所 在

情報 は特に重要 である。成果の流通 について は更 に検討を要 するであろ う。将来的に

は,分 散型の研究体制 と,何 らかの ク リア リング機能を介 した流通が図 られ る必要 が

あろ う。 この機能 はわが国の内部で閉 じた もので あ って はな らず,国 際的機能分担 と

技術的 な整合性 の維持 を当初か ら図 るべ きであ る。

⑦ 統計 データベー スをサポー トするコンピュータ ・システ ムの整備

この システ ムは統計 データを蓄積 し分析す る中核であ るとともに,デ ー タ ・コ ミュ

ニケー ションの拠 点で もある。 また統 計分野 に必要 な特殊機器を有 し,電 子 メール ・

コンピュータ会議 等の機能を提供す る。

本稿で はこのよ うな全体像を視野に収めなが ら,現 実 にどこまでの発展が見 られて

いるかを具体例に基づいて明 らかに し,さ らに今後の方向づけを検討 した い。
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2.シ ス テ ム 構 成

本節の具体例 は筑波大学における多 目的統計 デー タバ ンク ・システムで ある。1シ ステ

ムの紹 介ではあ るが,統 計分野に特化 した ものであ り,ま た現実に1980年 以来 の稼働実績

(この間に システムの拡充 を見たが)を 有す る もの と して意味があろ う。

筑波大学 において は学術情報処理 セ ンターを有 し,ま た日経NEEDSの 利用契約を有

す る状態か ら出発 した。 しか しセ ンターにっ いて は,① 大型 シミュレー ション ・ジョブの

投入が全体 のパ フ ォーマ ンスを下 げる,② データベース用大型 ファイルの常駐 は学内計算

コス トを用 いて も相当の コス トを要す る。 システ ムが頻繁 に変更 されその度 にユ ーザ ・プ

ログラムの変更を要す,④ 年間を通 した利用 で きない日があ る,等 の制約の他,⑤ 各種 の

シュ ミレ一 夕や特殊機器の制御の ためいずれにせよCPUを 必要 とす る,と いった事情が

あ った。またNEEDSに ついて は,① 利用可能 なデータは研究用 として見た場合は必要

デー タの数%に も満 たない,② 研究用 と しては大型のユーザ ・フ ァイルを ディス ク上 に常

駐させ ることにな るが これが極めて コス ト高で あ り,ま た磁気テープによるバ ックア ップ

等のサ ービスが十分得 られない,と い った事情が あった。 これ らはいずれ も約10年 前の状

態であ るが,現 在 にお いて も基本的には変化が 見 られない。

さ らに,前 節で述べた①②③④⑥ とい った機能を果すために も,専 用の コンピュータ ・

システムは必 須であ った といえよ う。

しか しい うまで もな く,専 用 コンピュータはセ ンター ・コンピュータと接続 してお り,

必要に応 じてその機能を利用する ことが可能 とな っている。

ハ ー ドウエア構成

第1図 は システムのハ ー ドウ ェア構成を示す。 この システムは,① 時系列統計,マ ト

リックス ・タイプの統計,サ ーベ イ ・デー タ等 の各種統計データの処理 を行 うほか,②

各種特殊機器の制御,③ スケジュール管理,ワ ー ドプ ロセ シング,電 子 メール,電 子掲

示板,カ ー ド型簡易 データベース ・ソフ ト等 の総合的な研究サ ポー ト機能,④ および専

用回線,LAN,公 衆回線,パ ケ ッ ト交換網 に対す るコ ミュニ ケー シ ョン機能を有 して

いる。

主要 なハ ー ドウ ェアは次の とお りである。

① 中央処理装置

② システム ・デ ィス久 ユーザ ・デ ィス ク

③ 磁気テープ装置(1600/800BPIお よび6250/1600BPD

・-6r



第1図 統 計 デ ー タベ ー ス ・ハ ー ドウ ェア構 成 図

中央処理装置
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Display等
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漢字 レー ザ

プ リ ンタ

その他

DMA

ノくス

1989年2月 現 在

回 はモデムを示す。

本 シス テ ム は別 記 した もの の 他 は 、・日本 デ ー タ ゼ ネ ラル 製 で あ る。
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④ バ ン ド・プ リンタ.

⑤ レーザ ・プ リ ンタ

⑥ グ ラ フ ィ ック端 末(小 型 プ リンタ付4台 を 含 む)

⑦ 音 声 入 出力 装 置

⑧X-Yプ ロ ッタ

⑨ グ ラ フ ィ ック ・レス ポ ンス ・ア ナ ライ ザ装 置

ソフ トウ ェア構 成

利 用 可能 な ソフ トウ ェア と して は次 の ものが あ る。以 下 で 市 販 は ソ フ トウ ェア ・ベ ン

ダー によ る市 販。 導 入 は他 機 関か らの 譲 渡等,開 発 はプ ロ ジ ェ ク ト内 開発,シ ステ ム は

CPUメ ー カ 「に よ る開 発 ・コ ンバ ー ジ ョンは市 販 を示 す 。

A.化 学 技 術計 算,計 量 分析:

①SPSS-X(市 販)

②TSP(市 販)

③ 産 業連 関 分析(導 入)

④EDIT(EmpiricalDatalnputandTransformationSystem)(開 発)一 デ

ー タ入 力
,加 工,フ ァイル編 集,回 帰 分析,因 子 分析,プ ロ ッ ト出力,音 声 出 力

等。

⑤MAT(MatrixAutomaticTransformer)(開 発)公 表 され る統計 表 を時 系

列 的 に蓄積 し,得 られ る3次 元 マ トリック スの入 出 力,加 工,演 算,系 列 出 力

(上 記EDITの 系列 と して 利用 可 能)。 ・

⑥TECH(TechnologicalProgress)(開 発)-Solow-Nelsonタ イ プの 技 術 進

歩 分析 用 の プ ロ グラ ムで あ り,EDITと 接 続 可 能 。

⑦FICS(FileConversionSystem)(開 発)一 各 種 パ ッケ ー ジ間の デ ー タ フ

ァイル ・コ ンバ ー ジ ョ ンを行 う。

⑧1-O(lnput-OutputAnalysis)(開 発)一 産 業連 関分 析 を体 系 的 に 行 う も

の で.デ ー タ入 力,テ ー ブル 出 力,投 入 係 数 計算,逆 行列 各 種 の算 出,要 員 分析 ,

価格 分 析,RAS法 等 の 機 能 を 有 す る他,こ れ らの 出 力 フ ァイル の デ ー タベ ー ス

化 を行 う。

⑨GRAF(GraphicResponseAnalyzerandForecastingSystem)(開 発)一

本 来 は シ ミュ レー シ ョン ・モ デル を用 い た コ ン ピュー タ会 議用 プ ログ ラムで あ る
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が,大 型 の統 計 系 列 フ ァイ ルの作 成,計 量 分 析(変 数 選 択 を 含 む),大 型 シ ミュ

レー シ ョンを行 うよ う拡 充 。 統計 デ ー タ 自体 の デ ー タベ ー ス管理 の他,関 数 形 の

デ ー タベ ー ス,推 計式 の デ ー タベ ー ス,外 生 変数 群 の デ ー タベ ー ス,シ ミュ レー

シ ョン結 果 の デ ー タベ ー ス等 を管 理 で きる。 プ ロ ッタ出 九 レーザ プ リ ンタ出 力

も行 う。

これ らの ア プ リケ ー シ ョン ・プ ロ グラ ムの ベ ー ス と して 下 記 の ものが あ る。

⑩NSP(化 学 技 術計 算 用 サ ブ ル ー チ ン ・パ ッケ ー ジ)(シ ステ ム)

⑪TRENDVIEw(グ ラ フ作 成 ソフ トウ ェア)(シ ス テ ム)

⑫GCI(グ ラ フ ィ ッ ク処理 サ ポ ー ト ・ソフ トウ ェア)

⑬WXPLOT(X-Yプ ロ ッタ ・サ ポ ー ト ・プ ロ グラ ム)

B.デ ー タベ ー ス:

① ス ーパ ーIRIS(カ ー ド型 デ ー タベ ー ス ・シス テ ム)(市 販) 32ビ ッ

ト用 で あ るが16ビ ッ トパ ソ コ ン用 のIRISと コ ンパ チで あ る点 に特 徴 が あ る。

C.研 究 支援 ツー ル:

①CEO(シ ステ ム) 電 子 メール,日 英 ワー ドプ ロ セ シ ング,意 思 決 定 支

援,ス ケ ジュール管理などを統合的に行 う。文書 フ ァイルの作成,そ の電子 メー

ルと しての発信等を行 うことがで きる。

② これに付 随 して,OCRに よ る既存文書の読み込み機能を1989年 度 に導入,実

用テス トを行 う。 これによ り,CEOへ の入力ボ トルネ ックの解消が期待 される。

D.デ ータ通信関係:

①XODIAC(シ ステム)一 ホス トと同一のOS(AOS/VS)を 有す

る機 種 との ネ ッ トワー ク ・マ ネ ジメ ン ト ・シス テ ム。

② HASP-ll(シ ス テ ム)

ン ・エ ミュ レ ー タ。

IBMHASP/ASPワ ー クステ ー シ ョ

③Connection(シ ス テ ム)IBMPC,NECPC,DG-

One等 をCEDに 接続 す る ため の ソフ トウ ェア。

④ 端 末 エ ミュ レー タ(シ ス テ ム)-NECPCに ホ ス ト機 の端 末 機 能 を持

たせ るた めの エ ミュ レー タ。 これ に よ り利 用 者 は広 く普 及 した パ ソ コ ンを 端 末 と

して利 用 し,公 衆 回線 を利 用 して デー タベ ー ス用 ホ ス ト機 に ア クセ スで き る。
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E.高 級言語

①

②

③

④

⑤

①

E

G

①

②

FORTRAN77(シ ステ ム)

PL/1(ジ ステ ム)

PASCAL(シ ステ ム)

C(シ ス テ ム)

SWAT(シ ス テ ム)

〆

会話型高級言語デバッグ

日本語情報処理:

IKIS(InteractiveKanjilnformationSystem)

オペ レーティ ング ・システム:

AOS/VS(シ ステム)

MV/UX(シ ステム)-AOS/VSの もとでUNIX環 境を実現 する。

以上の ソフ トウェアにつ いては,い ずれ もプ ログラム ・マニ ュアル,ユ ーザ ・マニ ュ

アルが準備 されているので,こ こで は詳細には立入 らない。

システムの特徴

全体を貫 くプ リンシプ ルは次のよ うに要約で きよ う。

① 開発部分は統計分野にお けるデータ開発支援を主 目的 と している。デー タのタイ

プに応 じて,入 力,加 工,フ ァイル編集等が弾力的 に行え るよ う配慮 されて いる。

② 部分 ごとにモジュール化 されている。 これはデータについて標準 フ ォーマ ッ トを

定めてお き,そ れによる受け渡 しを前提 に分散 的に開発する体制を とったためであ

る。(た だ し標準 フォーマ ッ トについて はデー タベ ース管理 との関係で再検討が必

要な部分がある。)

③ プ ログラムにっいては移植性 を高めるため特定のオペ レーテ ィ ング ・システ ムや

データベース管理 システムを前提 と しないで書かれている。利用す るサブルーチン

にっ いてはいずれの システムで もほぼ同一機能の ものが用意 されてい るものを利用

することを原則 として いる。

③ ユ ーザの置かれ た環境 との整 合性 を意識 している。その ため広範に利用可能なパ

ソコンにエ ミュ レー タ(デ ィスケ ッ トで入手可能)を 付加す ることによ り,LAN

または公衆回線 か ら利用可能 にな って いる。

④ 統計 分析用以外 に広範な研究 サポー ト用機能を有す る。 カー ド型デー タベ ース ・

ソフ ト,電 子 メール等がそれで ある。
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メ ッシュ ・デー タの場合

なお,統 計 とい って もメ ッシュ ・データ(グ リッ ド・デー タ)の ように面的な広が り

を持つ ことを前提 として扱 う必要があ るものがある。 メッシュ ・データは次のよ うな点

で重要性を認め られて きた。

① 最小 単位地域の情報を与え る。標準 メ ッシュは緯度 ・経度 に基づいて 日本全土 を

同 じ基準で網羅 してお り,そ の大 きさは約1平 方 キ ロ,地 域 によ っては更に これ を

分割 した ものが作成 されている。

② メ ッシュに基づ いて任意の地域を構成することがで きる。 これ は都道府県 ・市 町

村 とい った行政区域のみな らず,鉄 道 ・道路沿線,流 域,商 圏,通 勤圏,公 害拡散

範囲な ど各種の概念 に対応で きる。

③ メ ッシュ ・データの整備が進んだ。利用可能 な もの として,国 勢調査(総 務庁統

計局),国 土数値情報(土 地利用,土 地条件,地 価,道 路,鉄 道,公 共施設,指 定

地域,そ の他)(建 設省国土地理院),農 林業 セ ンサスデータ(国 土庁作成),工

業統計調査 デー タ(国 土庁作成),商 業統計デー タ(国 土庁作成)な どがあ る。

④ リモー トセ ンシング ・データ,各 種拡 散デー タ,地 形図 ・土地利用図,都 市計画

図 ・施 設計画図その他,メ ッシュ ・データとあわせ て利用で きるデー タが存在する。

メ ッシュ ・データはこの ように地域分析の分野で は多大の可能性を有す るもので

あるが,一 方で は利用上 の制約 も大 きい。1っ にはデー タ量が尾大になることがあ

る。 これは コンピュータの利用を不可避にす る。 しか しよ り本質的には,入 力 ・出

力 に工 夫を要す ることで ある。 この ことは例えば リモーLトセ ンシングの画像や航空

写真か らのデータ入力を考えてみれば明 らかであろ う。 また原デ ータ,加 工デー タ,

分析結 果を出力す る場合に も面的情報 に対処する必要が あることは明 らかであ る。

第2図 は こうしたニーズに応え るための システムで あ り,環 境 シ ミュレータの名

称を もつ。主要 なハ ー ドウェアは次のとお りである。

① 中央処理装置

② デ ィス ク装置

③ 磁気 テープ装置

④ ドッ ト・プ リンタ

⑤ ドラム ・スキ ャナ 画像データ(ア ナ ログ)を ドラム上には りっけた上で

スキ ャンしデ ジタル情報(RGB信 号)と してCPUに 送 る。
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第2図 環 境 シ ュ ミ レ一 夕 ・ハ ー ドウ ェア構 成 図

ハ ー ドデ ィス ク

社会工学系

ECLIPSEHV10000

高級言語

FORTRAN77

ASSEMBLER

DPilO

20MB

MTデ ッキ

800/1600BPi

DPio

20MB

1989年2月 現 在

通信回線
9600BPS

画像処理 シス テム
ECLIPSES/140㈱ き もと製

256KB

(全31プ ログラム)

SD-1000㈱ き もと 製

R・G・B・B/w4成 分

8bit出 力

カラー

デ ィスプ レイ

カラーテ2ス プレイ装置M-201

㈱ き もと製

カ.ラ ー イ メ ー ジCiR-300

レ コ ー ダ ー 日 本 ア ビオ ニ ク ス ㈱ 製

ビデオプロセッシングB350

ユ ニ ッ ト 三菱電機㈱ 製

ラインサーマ ルG500A-10

カ ラ ープ リンタ 三菱電機㈱ 製

EVC-110

㈱ 朋 栄 製

VTR

(VHS方 式)

一12一



⑥ カラー ・デ ィスプ レイ装置 －RGBに 対応 して4画 面の フレームメモ リを

有 し,個 々の画面ない し演算結果 をカラーデ ィスプ レイに表示す る。

⑦ カラーイメー ジレコーダ カメラへの画像出力。

⑧ カラープ リンタ

⑨ テ レビおよびVTR装 置 カラーエン コーダを介 してテ レビ画面 または ビ

デオ装置 に画像を出力。

なお環境 シ ミュ レータは先の統計データバ ンク用 コンピュー タと専用回線で結 ばれて

お り,大 型 ファイルの操作 や蓄積 はデータバ ンク側で行 う体 制 となってい る。

統計 デー タの利用

それでは この よ うな システムの存在 を前提 に した場合,統 計データの利用 はどの よ う

なかたちを とることにな るであろうか。そのためにはデ ータコ ミュニ ケー シ ョン ・ネ ッ

トワークを示す必要があ る。第3図 が その具体例を示す。

第3図 は再び筑波大学多 目的統計データバ ンクを示 している。図の下半分 は前述の多

目的統計 データバ ンク室 および環境 シ ミュ レータを示 している。 データバ ンク ・システ

ムの中で は更に大型デ ィスク ・メモ リ(統 計 データベースおよびアプ リケー ション ・ソ

フ トを収容),レ ーザプ リンタ(グ ラフィ ック,漢 字文書 出力等),統 計用 ワークステ

ーシ ョン(グ ラフィ ック端末,小 型 プ リンタ,プ ロ ッタ,音 声 出力装置か ら成 る),コ

ンピュー タ会議用設備が示 されている。 こうした設備 や端末 はいずれ も統計 データベ ー

ス用 コンピュー タに直結 されている。

これを含め,デ ー タコ ミュニ ケー ション ・ネ ッ トワー クは次のよ うな形を とってい る。

①CPU直 結

② 専用回線 環境 シミュレータ,各 研究科,学 術情報 セ ンターCPU,技 官室,

研究室 の一部

③LANい くつかの学系が保有す るワー クステ ーシ ョン等を結ぶ イーサネ ッ

トが最近利用可能 にな り,こ れを利用 したLANか ら統計デー タベ ース用CPUを

利用で きる。

④ 公衆回線 電話回線を介 してのア クセス。 これは構 内か らは もちろん,全 国

各地か らの利用者に公開されている。
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第3図 .統 計 デ ー タベ ー ス ・シス テム とネ ッ トワー ク概 念 図
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⑤ パ ケ ッ ト交換網 NTTの 提供す るDDXを 介 して,端 末か ら,あ るいは他

のホス ト機か らのア クセ スが可能である。公衆回線か らのア クセスは簡易である半

面,デ ータ ・コ ミュニケーシ ョンといって も電話をかけ放 しにす るの と事実上 同 じ

であるか ら通話料のかたちで料金がかかる。 これ に対 してパケ ッ ト交換網 を介す る

場 合は,デ ータ通信 の契約が必要であ るが,デ ー タがパケ ッ トとしてや り取 りされ 、

た分だけが利用料金 となる。特 に統計データバ ンク用 コ ンピュータと同 じOSで 動

くコンピュータが利用者側にあれば,密 か にシステムを組んであたか も1台 の シス

テ ムのよ うに利用す ることが可能であ る。

利用者がパ ー ソナル ・コンピュータを有する場合には次のよ うなセ ッ トア ップ となろ

う。

① パ ソコン

② モデム

③ 電話 回線接続用 ケーブル(市 販)

④ エ ミュレー タ

⑤(電 話)

かみ合せる型の端子をもつもの

特定の ポー タブル ・パ ソコン(端 末)を 有する場合は,① ～④ によ って国 内 ・国外い

ずれの場所か らで も統計デー タベ ースへ のアクセスを行 うことがで きる。 また こうした

ポータブル ・パ ソコ、ンは最近で は40メ ガ程度以上のハ ー ドデ ィス ク ・メモ リを有す る も

のが見 られ る。 そ うなるとパ ソコン固有 の ソフ ト(表 計算,デ ータベー ス,ワ ー ドプロ

セ シング等)の 他 に,SPSS-Xあ るいはTSPと い った汎用 ソフ トのパ ソコン版が

利用可能であ る。 したが って利用者は統計 データベ ースか ら必要 なデー タを 自らの シス

テムにダウ ンロー ドして分析 や シ ミュ レー ション実験を行 うことがで きることになる。

3.社 会 的 ル ー ル の 問 題 点

各官庁や データベー ス ・ディス トリビュー タがパケ ッ ト交換網 とつ なが ってデー タ提供

を行 うことにな る(一 部は既に実現 している。た とえば 日経NEEDSや 総務庁統計局の

デー タベ ース)か ら,利 用者 は目的に即 して各統計 データベースやフ ァク ト・デー タベ ー

スを使 いわ けることにな る。例えばあ る問題 に関する統計を入手 して解析 す る一方,そ の

問題 に関す る記事を検索 したり,こ れ までの分析例を検索 して,多 角的な問題理解 を図 る

ことが 当然の こととな ろう。
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こうした状態 はデー タベースの普及 という意味で は望ま しいわけである し,ま た前節 に

おけるテ クノロジー面か らの検討か らも明 らか なように直ちに実現可能であ る。

しか しそ こには幾多の問題点が残 されていること もまた事実である。

第1は プライバ シー問題 である。情報化社会の到来を歓迎す る声の一方で,こ れを警戒

す る声 もある。 われわれは月収を得 るが これ は銀行 口座 に振 り込 まれてお り,ク レジ ッ ト

カー ドで買物を し,各 種 の保険に入 り,医 療や教 育のサー ビスを受 け,世 論調査に応 じ,

住民登録を し,ま た税金を払 っている。 こうした活動 はすべてデータベース化(個 別分野

において)さ れ ているが,こ れ らが もし統合 されたデータベースとな るな らば,そ の弊害

は計 り知れない。 しか し本稿では こうしたプライバ シー問題 にはデータベース作成 側に歯

止 めがかけ られ る もの として,こ れ以上立入 らない。

以下で は統計 データベースが集計量を取扱 うもの として もなお残 る問題 について若干の

検討 を行 う。

第2は 著作権の問題であ る。 データベ ースの著作権 について は文化庁 の著作権委 員会 に

おいて検討が行われ,既 にこれに著作権を認めること,そ して新規の著作物 と認 める場合

のルールにっ いて合意が成立 し立法化 されている。官庁統計のよ うに国の費用で作成 され

た ものであ って も当然 なが ら著作権 は存す る。

しか し国が著作権 を もつ統計の利用者(民 間の統計データベ ース ・ビルダーおよびデ ィ

ス トリビュータ)に 対 して著作権料 を要求す るか否かは別の問題で ある。現実 には,官 庁

統計 は外郭団体によ って市販 され,購 入者が さ らにデー タベ ースとして第三者 に提供す る

場合 には割増金額 を支払 うことで,こ の問題 は回避 されて いる。 しか し情報 の特性 は複製

が極めて容易かつ実際上 費用な しに行 える ことにあ る。 データコ ミュニ ケー シ ョンが将来

更に一般化 し,地 理的な隔た りを費用面で もテ クノロジー面で も全 く意識 しな くてすむよ

うにな った場合には,統 計 データベ ース同志の間で問題化す る恐れがあ る。

第3の 問題は,し たが って著作権の有無 というよ り,デ ータベース構築費用の回収ない

しは社会的利益 の内部化 の問題で ある。統計デー タの主要作成者であ る各官庁(そ の外郭

団体)は,利 用者 にとってデー タベ ース利用上の利益が大 きければ大 きい程,現 在の限界

コス ト主義(す なわ ちほとん ど磁気 テープその ものの代金)か ら賄われ るはずであ ろう。

しか しこれ は民 間の統計 データベ ース ・ビルダーおよびデ ィス トリビュータの利害 と相反

す ることになる。同時にまた統計 デー タベ ースの存在理 由は単 なる素材デー タの提供はそ

の一部 にす ぎないか ら,ア プ リケー ション ・ソフ トの機能向上,コ ンサルテ ィング機能 の
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付加 といった発展が,産 ・官両 サイ ドによ って図 られ るであろ う。その結果,統 計データ

を横断的 に利用する必要のあ る利用者 は,多 種の統計デ ータベ ースと契約せ ざるをえな く

な る。 しか もそれぞれが異 なる検索方法やデー タフォーマ ッ トを有 し,重 複 した ソフ トウ

ェアを もつ ことにな りかね ない。

こうした ワナに落 ち込 まないためには,統 計 データベ ースの分散的発展 は これを認める

と して,デ ー タ流通 の際の共通 フォーマ ッ ト(統 計データモデルおよび可能 な限 り数値 そ

の もののフ ォーマ ッ ト)に つ いて合意 を図 る必要があろ う。 これ は更 にアプ リケー ション

・ソフ トの守備範囲(デ ー タベ ース提供側 と利用側の)を 明確化す るであろ う。

例え これが実現 した として も,統 計 データを横断的に利用す るタイプの利用者 に とって

の問題は完 全に解消す るわけで はない。 こうした典型例 は学術 ・教育 目的の利 用者であ る。

この タイプの利用者の特徴 は,対 象範囲が 「広 く薄い」 ことであ る。設備や コミュニケー

ション ・ネ ッ トワークが低 い限界 コス トで利用で きること と相いま って,こ うした利用者

の統計デー タベースを 自ら構築す る方向を目指 さざるをえないのではなか ろうか。 ただ し

この場合,広 く利用可能なアプ リケーシ ョン ・ソフ トや統計デー タセ ッ トについては市場

的解決が可能であろ う。

第4の 問題 は,学 術研究用 のアプ リケー ション ・ソフ トやデータセ ッ トの開発に対 して

いかなるイ ンセ ンテ ィブを与えるかであ る。上 に見た シナ リオが正 しい とすれば,こ の部

分は市場機構では解決が難か しい公共財的性格を有 してい る。 しか も第1節 の冒頭で触れ

たよ うに,現 代社会が直面す る政策上の課題 に答えるためにはこう した タイプの統計 デー

タベースを維持 してお く必要 があ りそ うである。 これはいわば社会の 「触角」なのである。

世界経済の15%近 くに達す る経済規模を有 し国際的責任 が増 しただけでな く,国 内的に も

解決すべ き課題を抱え るわが国 として は,社 会の どこかに この機能を持 つ必要があ る。

しか し現実 には学会 は未だ学術論文のみを研究のアウ トプ ッ トと見なす偏向か ら脱 して

いない。理論的ア ウ トプ ッ トのみ な らず,政 策的 ・実証 的アウ トプ ッ トな らびに分析用 ツ

ールの アウ トプ ッ トに も正当な評価を与え る必要があ る。 た しかに こう した成果 ば刊行物

とするには しば しば不適当である。 これ はその情報量が腫大で印刷に適 しない他,改 訂や

ア ップデ ー トが重要であ り印刷物 と して固定す ることが不適当である とい う本質的な問題

がある。 したが って,統 計デー タセ ッ ト,計 量 モデル,ア プ リケー シ ョン ・ソフ トウェア

等 につ いては,印 刷物 によ る公刊で はな く,コ ンピュー タ ・ネ ッ トワー ク上への公刊,す

なわちオ ンライ ン ・パ ブ リケー ションを評価す る途を開 くべ きであろ う。 またその利用は
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フ リーライダー問題を避 けるため,ク ラブ財的運用 を検討すべ きであろ う。

4.統 計 デ ー タ セ ッ トの 開 発

本稿の第1節 において,統 計 データベースの果すべ き機能 として次の諸点を指摘 した。

① 実証データの蓄積

② 独 自の統計デー タセ ッ トの開発

③ 実証分析

④ 分析用 アプ リケー ション ・ソフ トウェアの整備 ・開発

⑤ 統計 データベースに関す る理論的開発

⑥ 研究 の所在案 内

⑦ コンピュー タ ・システ ムの整備

これ まで の議論 では,⑦ システムの上 に①実証 データの蓄積 な らびに④ ソフ ト開発が行

われ,⑤ デー タベース理論 との架橋が図 られている ことを概観 した。⑥所在案内が補助的

役割を果す ことに も意見の相違 は無 い もの と思われ る。

しか し,② 独 自の統計デ ータセ ッ トの開発な らびに③ 実証研究が統計 データベースの一

環 として位置づけ られ るべ きか否か については意見が分れ るところであろ う。統計 データ

ベースの役割 は原 データをオ ンライ ン上に置 き何 らかの検索上の手 がか りを与 え る(コ ー

ドブ ックによるにせよ,統 計 データモデルや人工知能を利用す るにせよ)と ころにとどま

るべきであるとす る考え方 もあるか らである。 この見方 によれば,デ ータの体系化や加工

は統計データベースの範囲外であ り,利 用者の責任分野 とい うことになる。

これを図示すれば次のよ うになろ う。

調 調 個 欠 中 集 磁デ エ 標 横 フ デ 分 関 実 シ
査 査 指 間 計 気1ラ 準 断 ア1析 数 験 ミ

票 実 値 フ 去 嫌 タ1化 的 イ タ ・ 形 結 ユ
設 施 票 処 ア(体 入 ・ 整ル 加 モ ・ 果 レ
計 理 イ 公 化力 チ 理編 工 デ 式 の1

ル 表 エ 集 ル のDシ
)

ッ 化DBヨ
クBンー

データ加工度

⊇ B

C

D
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Aの 立場 は,統 計 データベース構築の最大の(唯 一で はないに して も)利 点をマイ クロ

・デー タの マ ッチ ングにあ るとす る立場であ る。 このアプローチは,各 種の統計調査の個

票の レベ ルでエキザ ク ト・マ ッチ ング(同 一サ ンプルか らのデー タの照合)あ るい は統計

的マ ッチ ング(統 計的属性によるマ ッチ ング)を 行 うことがで きれ ば,入 手で きる情報量

が飛躍的 に増え るとす る。事実,こ うしたアプ ローチを とる国 もある し,統 計部局 自らマ

ッチ ングは行わないが個 々のサ ンプルを識別で きるよ うな情報は消去 した上で個票を実験

用デー タと して研究 目的等の利用 に供す る国 もある。 このアプ ローチを とれ ば,ミ クロ経

済学の理論的成果 を直接応用する ことがで きる し,デ ー タベース理論 の応用面で も統計の

特殊性 を ことさら強調す る必要が な くなるとい う利点が ある。 この立場 に立てば,マ ッチ

ングの便宜のために調査票の設計のあ り方が重要視 され る し,公 表 も固定的 な集計表でな

く(マ シン ・リーダブルな形で公表 されていて も内容 は個 々の集計表で ある ことが多い)

弾力的な集計を利用者 に許す何 らかの中間段階のフ ァイルによるべ きだ とい うことになる。

しか しこのアプ ローチの実現可能性は別問題 であり,わ が国における現実問題 と しては

'利 用者 は個 々の統計調査結果が集計表 と して公表 された段 階を出発点 とせ ざるをえない。

これ らをマ シン ・リーダブルな形で蓄積 し,原 統計あ るいはデー タ入 力段階 におけ るエラ

ーの除去を図 ること(図 におけるB)は 誰 しも認 めるところであ る
。 これ はいわば生デー

タの段 階についてで ある。

Cの 立場 はさらに進んで,統 計 データの標準化,デ ータ加工 までを統計 デー タバ ンクの

機能に含めて考える。 ここでい う標準化 は確定 した概念 ではないが,各 種分類の整合化,

非整合 の場合の接続,単 位や基準時点の統一,な どを含ん で用いている。 したが って この

段階は既 に何 らかの データ利用 目的を想定 していることになる。 ファイル編集 はここでは,

異種統計を横断的に含む フ ァイル(ク ロスセクションを意 味す るものではない)作 成を含

んでいる。(ア プ リケー ション ・ソフ トウェアが複数 ファイルに同時 にア クセスで きるの

であれ ばフ ァイルを実際に統合す る必要 はない。)こ の場 合には,指 数の基準時点,分 類

の統 合 ・分割,調 査間隔が異なる場合の調整(た とえば補完),も れ率の修正等のデー タ

加工が要求 される。

ここに至れば,そ うした操作は既に分析 自体 と無関係で はあ りえ ない。 ここまでの段階

を統計 データベースに固有の領域 と考えるアプ ローチは,生 デー タの集積だ けでは統計 デ

ー タの利用はで きない以上,標 準化 ・体系化 して初めて意味があると主張す る。 例えば一

橋大学の長期経済統計 や総務庁統計局による長期系列 の編集 はその好例であ り,原 統計 は
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既 に存在するが散在 しているのであ り,こ れを標準化 ・体系化 した ことに大 きな意義 を認

めるのである。 この考えを押 し進 めれ ば,統 計 データベースはいわば 「博物館」である必

要 はな く,現 代のニーズに応え るものであ って一 向に構わない ことになる。 これに対す る

反論 は,こ の段階 は既 に研究の領域だ ということになろう。

Dの 立場 はさ らに加工度が高 く理論(こ こでの例示 は計量経済学を とって いるが,社 会

学 ・政治学 ・社会医学等であ って よい)と のつ き合せや,シ ミュ レー シ ョン結果 まで も統

計デー タベースの分野 に含めるアプローチで ある。 したが って統計データに基づ く分析結

果,理 論的な関数式,代 替的な式,政 策変数を含む外生変数群,計 算結果な どを含 めてデ

ータベース化の対象 と考え る
。確か にエ コノメ トリック ・モデルの精緻化 に伴い,デ ータ

加工,モ デル推計,シ ミュ レー ションに至 る一連の作業を データベースによりシステマテ

ィ ックに管理す る立場が出て くることはうなずけ る。 また,前 述 の研究成果のオ ンライ ン

・パブ リケー ションはこの部分のデ ータベースの存在を前提 とす ることにな る
。 こう した

アプ ローチに対す る反論は,こ れ は研究それ 自体であ り,統 計デー タベ ースとして は利用

に中立的な段階に止 まるべ きだ ということであ ろう。 しか し,そ の名称 ど して統計デー タ

ベースがふ さわ しいかそれ とも別の名称にすべ きかの議論 は しば らく置 くとすれば,Dの

立場 その ものを否定す る理 由はない。

このよ うに見て くると統計 データベ ース固有の スコープをそのデータ加工度の面か ら確

定 しようとす るには若干無理があ る。

しか し,わ れわれが ここに統計 デー タ利用の促進 とい う目的をあわせ持つな らば,原 統

計の提供のみな らず,整 合的な体系 と しての提 供に大 きな意味で 出て くる。 これ は上記C

の立場である。

SNAや 産業連関表 とい った加工度 の高いデー タセ ッ トが広 く受入れ られて いる。 さ ら

に,資 金循環表,食 糧需給表,第3次 産業活動指数,総 合輸送活動指数,エ ネルギ ー ・バ

ラ ンス表等の加工統計が作成 されてい る。産業連 関表 については国際的な連結表の作成 も

行われている。 これ らはいずれ も1次 統計を基礎 とす る加工統計で あるが,統 計利用面で

は大 きな便宜を与えている。 したが って各種の分野 で発展す るであろ う統計データベース

は,む しろ進んで既存統計の穴を埋 め るべ く関連統計の加工 ・編集 ・体系化 に力を注 ぐこ

とが,統 計の利用 に資す る ことにな ると思われ る。

以下ではその意味で本稿執筆者 自身の手が けた整理 を簡単に紹介 して参考 に供 したい。

その うちの一つは社会人口統計 であ り,第2は 社会 目的刑勘定であ り,第3は 多部門産業
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データである。

社会人口統計

社会人口統計の体 系化 は年令を主要なデ ィメンジョンと して試み られた(拙 稿 「社会指

標の計量 モデル化 方 向と方法」r社 会指標体系による国民生活 の計量分析』 日本経

済研究セ ンター,1975年 参照。なお,年 齢階層 別労働力率 モデルは1985年 までの実証 モデ

ルによ りシ ミュレー シ ョン可能であ る。)

社会指標 と しての視点 に立つ とき,年 齢別の取扱いはきわめて望 ま しい。 その理 由は次

のよ うなの もであ る。

(1)経 済活動の利益 を受 ける度合い(プ ラス,マ イナスと もに)が 年齢層 によ り異なる。

例えば,経 済発展 による乳児死 亡率の低下 は他の年齢層の場合 よ り顕著で ある。

(2)生 産 ・教育への参加の度合いが年齢 によ り,年 齢別の労働 力率 や就学率が異なること

はこの例であ る。

㈲ 国民の学歴別構成や労働力の質 をヴィンテージと して考 える上で も,年 齢別の考えか

たが必要 とな る。

(4)世 代間の問題,人 口の老齢化 に伴 う問題 などを分析す る際に も年齢別の整理が必要で

ある。

(5)家 族の人員構成,家 計収入 一支 出,社 会保障を考 え る際に も年齢別に とらえる必要が

ある。

そこで基本 的なデ ィメ ンジ ョンと して年齢および性 別をとることとす る。 このような体

系化が行われ た場合,1の 利用例 は労働力の供給 サイ ドのモデル化であ る(第4図 参照)。

この フ レーム ワークには次のデ ータが用 いられた。

① 人口サイズ,母 親年齢別出生率,死 亡率 一 「国勢調 査」 「人 口動態統計 」

② 世帯主年齢別親族 人員 「国勢調査 」

③ 世帯主 ・非世帯主別商業率 一 「就業構造基本調査報告 」

④ 就学率 「学校基本調査報告」

⑤ 就業者産業別比率 「国勢調 査」 「労働 力調査 」

⑥ 産業間移動 マ トリックス ー 「就業構造基本調査 」

⑦ 新卒者産業別就職者 「学校基本調査」

⑧ 逆行列係数 「産業連関表」

⑨ 雇用係数 「産業連関表」 「国勢調査」
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第4図 社会人 ロデ一夕の利用例
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⑩ 学歴 別 人 的 ス トック 「国 勢 調査 」

⑪ 生活 時 間 数 一 「生 活 時 間調 査 」

こ う した労 働 供 給 に直接 関係 す る部 分 だ け で な く,実 物 経 済 に含 まれ る変 数 に つ い て も,

所 得 分 配,支 出,貯 蓄 ・投 資,個 人実 物 資産,個 人 金 融 資産 な ど につ いて も世帯 主 年 齢 に

よ り整理 が行 わ れ た 。

こう した デ ー タの 体 系化 は社 会 の受 益 者で あ る国民 の生 活 の 質 を知 ろ うとす る努 力 の 一

環 で あ り,社 会 指標(SI)お よび社 会 人 口統 計体 系(SSDS)と 密 接 な 関係 が あ る。

SSDSは,SNAの 提 唱 者 で あ ったR.ス トー ンが 提 唱 した フ レー ム ワー クで あ る(A

SystemofSocialandDemographicStatistics.後 にFSDS:AFramework… … に改 め られ

た)。 国 連 統計 局 に お いて1970年 代 を通 じて熱 心 に検 討 が続 け られ(Toω αγdsαSystem

ofSoci・atαndDme9γ αPhicStatistzcs,UnitedNations,1975),ま た社 会指 標 をSS

DSか ら導 出す る こ とが 主 張 され た(SosiaLlndicators:PγeLiminaryGiudeZinesand

∫ttustγativeSeγies,UnitedNations,1978)。

社 会 目的別 勘 定

SNAお よ びSSDSは そ の フ レー ム ワー クの 中 に社 会 目的 別 勘定 を包 含 して い る。 筆

者 に よ る社 会 目的 別 勘 定 は,そ の デ ー タ開発 の 動 機 は,年 齢 別 統 計 デ ー タ と同 じく,社 会

指 標 を導 出す るた め の デ ー タベ ー スにあ った。 また,フ ラ ンスINSEEに お いて サ テ ラ

イ ト勘定 と呼 ば れ,オ ラ ンダ,ド イツ にお いて 後 に ビル デ ィ ング ・ブ ロ ッ ク方 式 と よば れ

るよ うに な った アプ ロー チ と軌 を一 に して い る。 す なわ ち,統 計調 査 ごとに散 在 す る1次

デ ー タで は な く,ま た集 計 度 の 高 いSNAの よ うな マ クロ ・デ ー タで もな く,制 度(こ れ

に は市 場 機 構 も含 む)別 ・費 用 負担 者 別 ・受益 別 の状 況 を 明 らか にで き るよ うな ス コ ープ

と集計 度 を もった統 計 の 体 系 化 で あ る。

SSDSで は,次 の8項 目を掲 げて い た。

① 生産 勘定 ⑤ 教 育 サ ー ビス勘 定

② 余 暇勘 定 ⑥ 雇 用 サ ー ビス勘 定

③ 社 会 保 障 ・福 祉 勘定 ⑦ 保 健 サ ー ビス勘 定

④ 住 宅 資本 勘定 ⑧ 公 共 と秩 序 と安 全 勘定

筆 者 は これ を 参考 に しつつ,更 に環 境 ・公 害 防 止,研 究 開 発 等 の勘 定 の 開発 を試 み た。

これ らは,金 額 表示 に とど ま らず,時 間,受 給 人 員,学 生 数,患 者 数,床 面 積 ・戸 数,件

数,汚 染 濃 度,特 許 件 数,そ の他 関 連 す る実 物 的変 数 を 広 範 に利 用 して い る。 また マ ク ロ
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面 との接 点 は社 会 目的 別最 終 需 要 お よ び これ を産 業 連 関表 に接 合 す る社 会 目的別 コ ンバ ー

タに よ って い る。

(詳 細 につ いて は,Uno,MeasuγementofServicesinanlnPttt-OutPutFγ α頂eωoγ々 ,

North-Holland,1989特 に第10,第ll章,参 照 。)

多 部 門産 業 デ ー タ

本 稿 第1節 で 触れ たよ うに,わ が 国 は今 日,多 数 の複 合 的 な 政策 課 題 に直 面 して い る。

そ こで 各種 の シ ミュ レー シ ョ ンの テ ス トベ ッ ドとす る ことを 目的 と して,多 部 門産 業 モデ

ル の 開発 が行 わ れ た。 モ デ ルの ス コー プ を第5図 に示す 。 主 要 な ブ ロ ックは次 の とお りで

あ る。

① 資本 形 成 ⑤ 労 働 力 需要

② 技 術 進 歩 ・生産 ⑥ 賃 金 ・物価

③ 輸 出入 ⑦ 需 要 ・マ ク ロバ ラ ンス

④ エ ネル ギ ー需要

これ らは いず れ も可能 な 限 り多部 門 分割(25部 門)さ れ て い る。 その 詳 細 は第1表 に 示

す とお りで あ る。 なお,こ の産 業部 門 は 別途 デ ー タ体 系 化 を 行 った時 系 列産 業 連 関 表(1951

'～1985)お よ び時系 列産 業 ・職 業 マ トリ ックス(1950～1985)に お け る部 門分 割(36部 門)

と共 通 で あ る。 相違 は,前 者 に お い て は製 造 業 の うち比 較 的 重要 で な い ものが 「そ の他 製

造 業 」 に含 まれ,ま た産 業 連 関 表 に お け る擬 制 部 門 を持 た な い ことで あ る。

重 要 な ことは,こ の程 度 の 集計 レベ ルで あ って も,例 え ばSNAや,あ るい は民 間統 計

デ ー タベ ー スに よ って提 供 され る もので は,デ ー タ ソー ス と して全 く不 十分 な こ とで あ る。

した が って,統 計 デー タベ ー スが そ の基 本 的 な機 能 と して統 計 デ ー タの 標準 化,加 工 を 含

む こと は重 要 で あ る と思 わ れ る。(多 部 門 産 業 モ デ ル につ い て の詳 細 は,Uno,JaPanese

IndustγiαLPerfoγmance,North-Holland,1987参 照 。 時 系列 産 業 連 関 表 お よ び時 系列 産

業 一 職 業 マ トリ ックスにつ いて はUno,1989,前 掲参 照。)
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第1表 多部門産業データの体系化例
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皿.デ ー タベ ー ス の た め の 官 庁 統 計 の 提 供

1.磁 気 テ ー プ に よ る 官 庁 統 計 の 提 供

官庁統計の一般利用者への提供 は,現 在刊行物 によることが主流 とな っているが,コ ン

ピュータの普及に ともない磁気 テープによるデータ提供のニ ーズが高 まって きたことか ら,

従来,行 政機関相互 間が中心 とな って いた磁気テープの提供を広 く一般利用者 に も開放 し,

促進する機運が ここ数年 と くに強 くなってきてい る。 このよ うな風潮を踏まえ,統 計審議

会情報処理部会で は各省庁合意 の もとに,昭 和62年4月17日 付 けで 「各省庁 で公表 した統

計調査結果,指 数 その他の加工統計及び各種の行政記録によ り作成 した統計 」を 「磁気 テ

ープ等 によ り」民間 を対象 に提供す ることを申 し合わせた(「 統計情報」1987年5月p .13

参照)。

この ことは,デ ー タベ ース用 のために刊行物か ら再入力を余儀 な くされて きた利用者 に

とっては一歩の前進 と見 られ るが,現 状は申 し合わせ後 日が浅 いこと もあ って,期 待 され

たほどの進展 はないよ うであ る。上記情報処理部会の事務局であ る総務庁統計局統計基準

部では,昭 和63年1月1日 現在での実施状況 について フ ォロー して いるが,そ の結 果で は

8省 庁が磁気テープで の提供を行 って いるものの,申 し合わせ によって新 たに提供を始 め

たのは1庁(経 済企画庁)に 過 ぎない。実施省庁及び提供されて いるデ ータ ・フ ァイル名

は資料1に 示す。 フ ァイル件数 が比較的多 いの は総務庁統計局 と農林水産省で,他 省庁 は

数件に とどまっている。 また,フ ァイル総件数 は49で あ るが,統 計(調 査)件 数でみる と

第一義統計(統 計調査)28,第 二義(加 工)統 計4,業 務統計1と な っている。以前か ら

各方面の要望の高 い業務統計が1件 しかないの は意外で,本 来業務上の利用 のための もの

であるので,国 民へ の還元意識 がないことによるのであろ うか。 さ らに第一義統計の うち

指定統計 にっいてみ て も,現 在経常的に実施 されているい るものが60数 件ある中の15件 で

あ る。

なお,未 提供 省庁 の未提供理 由は次の とお りである。'

①指定統計でない こと,ま た,外 部か らの提供要請 もない こと。

②現在利用者ニ ーズ把握のための調査を実施中で,そ の結果を得て対応す る。

③提供のための条件(価 格等),体 制を検討中であ る。
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資料1磁 気テープによ り民間に提供 されて いる統計デ ータ(予 定 を含む)の 概況

省 庁 名 提 供 デ ー タ フ ァ イ ル 名 提 供 窓 口

1産 業関連表 働全国統計協会連合会

総 務 庁

2昭 和60年国勢調査抽出速報集計(全 国編)
3昭 和60年国勢調査第1次 基本集計(全 国編 ・都道府県編)
4昭 和60年国勢調査第2次 基本集計(全 国編 ・都道府県編)
昭和60年国勢調査地区別集計(そ の1編 ・その2編)
6昭 和61年事業所統計調査(全 国編 ・都道府県編)

昭和59年全国消費実態調査

、

働日本統計協会

8家 計調査(月 次系列テープ ・各月テープ) ・ 統 計データサー ビス

(統計局) 9消 費者物価指数(月 次系列テープ ・各月テープ)

労働力調査(月 次系列テープ ・各月テープ) セ ンター

昭和45年国勢調査に関する地域メッシュ統計
昭和50年国勢調査に関する地域メッシュ統計
昭和55年国勢調査に関する地域メッシュ統計
昭和50年事麺 統計調査に関する地域メッシュ統計
昭和5直 に関する地域メッシュ統計
昭和56年事業所統計調査に関する地域メッシュ統計 '

1国 民経済計算及び四半期別国民所得統計速報
2民 間企業資本ス トック ㈲社会開発研究所

経済企画庁 3機 械受注統計
4法 人企業動向調査 (データファイル室)
5消 費動向調査
6景 気動向指数

特殊法人
文 部 省 学校基本調査

国立教育会館

大蔵省関税局輸出課電算機管
大 蔵 省 大蔵省貿易統計 月(年)別 品国集約(輸 出・輸入)

理係

① 畜産物生産費調査(肥 育豚生産費調査結果表)
② 畜産物生産費調査(牛 乳生産費調査結果表)
③ 農村物価統計調査(農 村物価指数)

'川 署
・

④ 農家経済調査(月 次)(農 家経済収支)
⑤ 米生産費統計調査(米 生産費統計調査糸吉果表)
6生 産農業所得統計(生 産農業所得部門別粗生産額結果表)
7農 業動態調査(農 業調査結果表)

農林水産省 8農 林業センサス農家調査 ㈲農林統計協会
9農 林業センサス

農林業センサス林業事業体調査
農林業センサス林業地域調査
青果物集出荷機構調査
消費者選択行動基礎調査(生 鮮食料品)
果樹基本統計調査(果 樹基本統計調査結果表)
産地水産物流通調査

① 通商産業省生産動態統計
② 鉱工業各種指数

通商産業省 ③ 石油等消費構造統計表 微通商産業調査会
④ 産業連関表 ・
⑤ 工業統計 経済統計情報センター
⑥ 商業縮十

① 全国貨物純流動調査(3日 間調査)
運 輸 省 ② 全国貨物純流動調査(年 間調査) (財)運輸経済研究センター

① 毎月勤労統計調査 働雇用情報センター
労 働 省 ② 賃金構造基本統計調査

(予定)

注:昭 和63年1月1日 現在
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あ とでも若干触れ るが,一 般論 と して磁気 テープ提供 を希望 す る声は強 いが,提 供側 と

して は具体的 に提供実施 に踏み切 る場合,ど の統計へのニーズが高 いのか,表 章様式 は現

状で よいのか,提 供条件や体制 は…等々不 明確な点も多い ことも事実で,こ れが しゅん巡

する大きな理 由の一 つにな っているもの と思われる。詳細 は知 らないが,ア メ リカで実 施

している 「利 用者会議」のごとき,提 供側 と利用側との情報交換 の場が,今 後考え られて

もよいのでないか。ただ し,デ ータベース機関の機能が充実 していけば この問題 は解決す

るとも考え られる。

2.利 用 者 か ら み た 官 庁 統 計 の 課 題

2.1実 態調査

行政機関が提供する磁気テ ープは,原 則と して刊行物で公表 され た ものの範囲を越 え る

ことはない。 したが って,官 庁統計の磁気 テープの内容 に対す る利用者の不満 は,刊 行物

に対す るそれ とほぼ一致す る。そ してその不満を突 き詰 めてい くと,利 用者 の希望す る集

計表がない,あ るいは不足 してい ることに尽 きるのではないだろ うか。

すなわ ち,調 査項 目には含 まれていてデータと して は存在 して も(調 査項 目に対す る不

満 ももちろんあ るが,調 査設計上の問題であるので,一 応 ここで は除外す る),ク ロスセ

クシ ョンや分類の仕方が利用 目的 にかなっていないとい うことであ る。観念的には表章項

目や分類の組み合わせ方 は膨大 な ものがあ り得 るし,現 在 の コンピュータ能力か らすれば

作成 も可能か も知れ ないが,少 数の,し か もは っきりしないニーズにこたえるにはタイ ム'

・コス ト・バ ジェッ トが見合わないことか ら,公 表デー タは行政機関 自 らの利用 目的に沿

った ものか,せ いぜい最大公約数 的に利用者のニーズを取 り込ん だ もの にな って いるのが

実情であ る。

昭和59年 度 に(財)全 国統計協会連合会がユ ーザーを対象 にア ンケー ト調査結果があ る。

上記の問題 も含め,民 間利用者が官庁統計に対 し抱いて いるイメージが一応理解で きるの

で,概 略を紹 介 してお く。なお,こ の調査 は地方 に所在す る企業,業 界団体を対 象 と して

いるが,前 年の58年 度 には東証上場企業 について も,類 似 の調査を実施 して いる。結果 は

59年 度 と同 じよ うな傾 向を示 しているが,詳 細 は 「統計情報の高度利用 と流通促進に関す

る調査研究報告書」(昭 和63年3月(財)デ ータベー ス振興 セ ンター)を 参照 されたい。

①調査の名称:「 地方統計の利用促進に関す る調査研究 」

②調査対象:調 査票A札 幌市,新 潟市,大 阪府,福 岡県に所在す る企業(1,500)
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調査票B

調査票C

③実施時期:調 査票A,

同上 の業界団体(200)

総務庁統計局,東 京都,神 奈川県,静 岡県の図書館,資 料室

の利用者(551)

Bは 昭和59年11～12月,Cは 同12月

2.2調 査結果か らみたみ た官庁統計

調査票A,B,Cは それぞれ調査内容が若干異 な っているが,こ こでは主題 に沿 った も

の と してB,C票 を中心に紹介す る。 なお,上 述 のよ うにB票 の対象 は地方都市所 在で あ

り,C票 は総務庁図書館 は東京,都 県資料室 は東京を含むが地方都市色が濃 く,統 計利用

上 の制約があることを予め承知 してお く必要があ ろ う。

また,調 査結果その ものの紹介が主 旨ではな く,結 果を一つのよ り所 と して利用者が現

在 の官庁統計に対 して抱 く不満を探 り,こ れか らの統計 データ流通促進の方策 を見 い出す

ことにあるを最初 にお断 りしてお く。

ア.統 計の入手経路

経済団体が官庁統計を入手す る経路 は,資 料2に 示す とお り政府刊行物 セ ンター ・一般

書店が もつ とも多 く,次 いで関係省庁の外郭団体,地 方公共 団体,業 界団体が ほぼ同率で

多 い。官庁統計の主要流通ルー トであ る政府刊行物 セ ンター及 びその傘下の一般書店の他

に入手先が分散 しているの は,政 府刊行物 セ ンター等の所在が東京及 び地方地方 中核都市

に限 られていることや周知度 に も原因がある。資料3は 統計入手の問題点 と してあげ られ

た ものであるが,aの 国が作成す る統計 の場合,「 入手源 の不明」が36 .6%と きわだつて

多 い こともそれを示唆 している。そのため 「中央への照会 」が17.1%と な っている。

次に都,県 の統計資料室利用者の場合 はどうであろ うか。資料4は,総 務庁統計図書館

(東京都新宿区)と 東京都,神 奈川県,静 岡県の各統計資料室利用者 に日常 の統計 データ

入手先を尋ねた結果である。総務庁図書館利用者 は 「国 ・公共図書 館」での閲 覧を除い

て は,「 政府刊行物セ ンター ・一般書店」での購入が21.5%と もっとも多いが,都 ・県資

料室利用者で は,当 然 の ことなが ら 「地方公共 団体 」か らの入手が多い(26.0%)。 総務庁

図書館は場所的に も,ま た所属機関的 に もややな じみ難い点が あ り,そ の利用者 は統計 の

入手源についてかな りの知識 を有 して いるため と思われ る。 なお,利 用者を業態別 にみる

と,総 務庁,都 ・県 とも 「調査研究機関」が 中央省庁,地 方公共団体か ら直接入手 してい

るケースが多いのは,業 務 の性格上平素か ら統計 データに接す る機会が 多いことによ るも
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、

のと考え られ る。

資料2経 済団体資料室における政府統計資料の入手経路(M.A)

入 手 経 路 件 数 %

1.関 係省庁の外郭団体を通 じて入手 33 21.0

2.地 方公共団体または地方の統計協会から入手 35 2Z3

3.業 界団体か ら入手 36 229

4.政 府刊行物センター ・一般の書店から入手 46 28.0

5.民 間のデ ータベ ース ・サー ビスによる 5 a2

6.そ の他 〔(記 入 4 26

資料3統 計入手の際の問題点(経 済団体資料室)(M.A)

入手上の問翻ll 1 2 3 4 5 6 7

欲しい統 地元より 欲 しいと 関係機関 統計デー 印届1物し そ の 他

計データ も東京な 思 っても に問い合 タの入手 か入手で
の入手源 ど中央に 未公開デ わせても 費用が不 きないた
が不明な 問い合わ 一夕であ よく判 ら 適正に思 め再入力 (具体的 計
ことが多 せること る場合が ないこと うことが のための に記入)
い が多い 多い が多い 多い 時間とコ r

ス トがか

統計の作成主体別 かる

a国 が作成している統 15 7 8 5 2 3 1 41

計を利用する場合 (36.6) (17.1) (19.5) (122) (4.9) (7.3) (2.4) (100)

b地 元の地方公共団体 ll 8 5 2 3 1 30

が作成している統計を

利用する場合 (36.7) (26.7) (16.7) (6.7) (1仕0) (3.3) (100)

c地 元以外の地方公共 12 1 3 3 1 20

団体が作成 している統 一 一

計を利用する場合 (6軌0) (5.0) (15.0) (lalO) (5.0) (100)

dそ の他の公的機関が 12 5 6 1 2 26

作成している統計を利 一 一

用する場合 (44.2) (19.2) (23.0) (3.9) (τ7) (100)

e商 工団体 ・業界 ・企 8 2 7 6 1 1 2 27

業などが実施している
統計を利用する場合 (296) (τ4) (259) (222) (3.7) (3.7) (7.4) (100)

f情 報サービス機関が 9 2 3 2 1 17

提供 しているデータを 一 一

利用する場合 (53.0) (11.8) (17.7) (11.8) (5.9) (100)
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資料4総 務庁統計図書館及び都道府県統計資料室利用者の業態別,統 計データの入手先別利用者数

入手先別

業態別
総 数

中央省庁から
1

直接入手

個別省庁の外
2郭団体から入

手

地方公共団体

3・統計協会か
ら入手

業界団体に問
4合わせたり,

業界誌から

政府刊行物セ
5ン ター ・一般

書店で購入

国 ・公共図書
6

館で利用

民間のデータ

7べ ースサービ

スから入手

8そ の 他

総

務

庁

統

計

図

書

館

総 数
498

(100%)

84

(16.9)

29

(5.8)

61

(12.2)

42

(&4)

107

(21.5)

114

(22.9)

26

(5.2)

35

(τ0)

1製 造 業
75

(100%)

14

(1&7)

7

(19.3)

7

(9.3)

12

(16.0)

19

(253)

10

(10.3)

4

(5.3)

2

(2.7)

2卸 ・小 売 業
33

(100%)

3

(9.1)
一 5

(15.2)

4

(12.1)

10

(3α3)

4

(12.1)

5

(15.2)

2

(6.1)

3金 融 機 関
28

(100%)

9

(321)

5

(1τ9)

2

(7.1)

3

(1α7)

5

(17.9)
一 1

(a6)

3

(1ぱ7)

調査研究機関

4含情報サービス)
171

(100%)

30

(17.5)

ll

(6.4)

24

(14.0)

12

(τ0)

41

(24.0)

34

(19.9)

10

(5.8)

9

(53)

5大学(教 員)
13

(100%)

2

(15.4)

1

(τ7)

2

(15.4)

1

(7.7)

3

(2a1)

3

(23.1)
『 1

(7.7)

6大学(学 生)
71

(100%)

5

(7.0)

2

(28)

7

(9.9)

1

(1.4)

8

(11.3)

41

(57.7)

1

(1.4)

6

(8.5)

上記以外の7

サービス業

41

(100%)

5

(122)

2

(4.9)

7

(17.1)

5

(12.2)

9

(220)

7

(17.1)

2

(49)

4

(9.8)

8そ の 他
66

(100%)

16

(74.2)

1

(1.5)

7

(10.6)

4

(6.1)

12

(18.2)

15

(22.7)

3

(4.5)

8

(12.1)

都

・

県

統

計

資

料

室

総 数
481

(100%)

46

(9.6)

29

(6.0)

125

(26.0)

60

(12.5)

77

(lao)

80

(16.6)

25

(5.2)

39

(&1)

1製 造 業
34

(100%)

1

(29)

1

(2.9)

ll

(32.4)

4

(11.8)

6

(17.6)

7

(20.0)

3

(8.8)

1

(29)

2卸 ・小 売 業
20

(100%)
一 ノ2

(10.0)

8

(4仕0)

5

(25.0)

2

(10.0)
一 2

(1α0)

1

(50)

3金 融 機 関
19

(100%)

1

(5.3)

2

(10.5)

4

(21.1)

2

(10.5)

4

(21.1)

3

(15.8)
一 3

(15.8)

調査研究機関
失念情報サービス)

89

(100%)

12

(13.5)

7

(7.9)

21

(23.6)

12

(13.5)

21

(2鋭6)

9

(10.1)

5

(5.6)

2

(2.2)

5大学(教 員)
27

(100%)

6

(22.2)

1

(3.7)

7

(25.9)

3

(11.1)

5

(18.5)

3

(11.1)

1

(3.7)

1

(a7)

6大学(学 生)
36

(100%)

1

(28)

1

(2.8)

5

(13.9)
一 6

(16.7)

19

(528)
一 4

(ll.1)

上記以外の7

サ ービス業

94

(100%)

8

(8.5)

5

(5.3)

22

(23.4)

15
(16:0)

18

(19.1)

ll

(1L7)

9

(9.6)

6

(6.4)

8そ の 他
162

(100%)

17

(1仕5)

10

(6.2)

47

(29.0)

19

(ll.7)

15

(9.3)

28

(17.3)

5

(3」)

21

(lao)



イ.統 計利用上の問題

我が国の統計 は諸 外国に比 して量,質 ともに優れて いるとは,し ば しば言われる ことで

ある。 しか し,統 計が多い とい うことは統計利用者のニ ーズを一層複雑,多 様な もの とし,

提供者 と利用者のギ ャップは常 に存在するともいえよ うが,提 供者 として は少 しで もその

ギ ャップを埋 める努力が必要であ ろう。 この調査では実施者側で予 め問題点 と思 われ る も

のを例示 し,回 答者 が選択す る方法によった。その意味で は回答 を誘導す る恐れ もないで

はないが,お よその傾 向は把握で きよ う。資料5はB票,資 料6はC票 の結果で ある。 こ

こで は資料5のrA.国 が作成す る統計」を主体に説明 し,必 要 によ り資料6を 引用す る

にとどめる こととす る。

① 最 も多 いの は 「調査時点 と公表時点のずれ」,っ まり公表が遅 い ことが問題点全体の

29.4%を 占めてい る。 この問題 はあ らゆる機会に利用者 か ら指摘 されて きた もので あ り,

統計審議会が昭和60年10月 に出 した答 申 「統計行政の中長期構想 」において も調査結果の

公表の早期化 について一項設けているほどであ る。その後各省庁で は早期化 のため目標を

定 め努力 してい るよ うで あるが,従 来のよ うに刊行物 に頼 る限 りおのず と限界が ある。つ

まりいかに審査,集 計を電算処理化 して も膨大な集計表 を印刷す るにはそれな りの期間が

必要なのであ る。 それ ばか りでない。二番 目に多い問題点 と して あげ られているよ うに,

「印刷物が膨大で欲 しいデータを探すのが大変」(16.2%)な のであ る。 この改善策 と し

て は,磁 気テ ープ もしくはフロ ッピーデ ィスクによるデー タ提供 と,さ らにはデー タ検索

システム(情 報源情報)の 構築が望 まれるところである。

② 次に統計デー タ項 目の 「定義 」の問題である。 「定義が不明」,「 統計 ごとに定義が

異な り困 る」がそれぞれ10.3%,11.8%,合 わせて22.1%あ る。統計デー タは単独の統計

だけの利用で こと足 りる場合 ももちろんあるが,多 くの場合 は複数の統計 を加工 し,あ る

いは比較 して使用す る。その ときそれ ら複数の統計において類似のデ ータ項 目が,異 な っ

た定義が与 え られて いれば困るわ けである。 とくに同 じ用語を用いなが ら違 った定義の と

きは利用者 を ミス リー ドし,危 険であ る。資料6で 「同 じものを調 査 しているの に数値が

違 う」がIL3%あ るが,こ れ も標本設計の相違の ほか定義の違い もかな りあるのではない

だろ うか。 さ らに同資料で 「調査年次で調査方法,定 義が違 う」(11.1%)こ とも利用者

にとっては困 ることであろ う。 また,関 係省庁間で同意 された用語 ・定義であ って も社会

の一般通念 と異な る場 合 もある。た とえば 「常用労働者」 とい う用語 は,過 去2ヵ 月にお

いて各月18日 以上労働 に従事 した者 とされているが,こ れ は一般 の人 の認識 とは異 なる場
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資料5統 計の加工分析等における問題点(経 済団体資料室)(M.A)

利用上の問題点 1 2 3 4 5 6 調 査項 目の分 類が 10 集計される地域区分が
統計の印刷 入手したデ 統計書など 調査時点と 調査項目の 統計ごとに 時系列デー

物が尾大で 一夕をかな を手に入れ 公表時点に 定義が不明 項目の定義 7 8 9 タに欠落が ll 12 13

欲 しいデー り加工しな ても必要項 時間差があ 確で使いに (集計単位 不適当(実 粗すぎる 細かすぎる あ り,困 る 不適切(実 粗すぎる 細かすぎる 計
タを探すの ければなら 目が欠落し りすぎて困 くい ことが 等)が 異な 態に合って ことがある 態に合わな

が大変なこ ないことが ていること ることが多 ある り困ること いない) い)

統計の作成主体 とが多い 多い がよくある い が多い

A国 が作成している 11 5 6 20 7 8 1 4、 2
一

4
一

68

統計を利用する場合 (16.2) (7.4) (&8) (29.4) (1α3)' (11.8) (L5) (5.9)

一

(ao) (ig) (100)

B地 元の地方公共団 2 5 8 16 5 4 3 2 2 2 1 50

体が作成している統 一 一

計を利用する場合 (4.0) (1α0) (1&0) (320) (1α0) (8.0) (&0) (4.0) (40) (40) (20) (100)

C地 元以外の地方公 5 5 8 2 4 1 2 1 1 29

共団体が作成してい
一 一 一 一

る統計を利用する場
合

(1τ2) (17.2) (27.6) (4.9) (13.8) (3。4) (49) (&4) (&4) (100)

Dそ の他の公的機関 2
一4 5 9 3 3 3 2 1 1 33

`

が作成している統計
一 一 一

を利用する場合 (6.0) (121) (15.2) (27.3) (9.D (9.1) (住D (ao) (ao) (ao) (100)

E商 工団 体 ・業界 ・ 2 7 5 7 4 3 1 4 1 1 3 38

企業などが実施して
一 一

いる統計を利用する (5.3) (1&4) (1鋭D (1&4) (1α5) (7.4) (26) (105) (26) (26) (7.4) (100)

齢

F情 報サービス機関 2 1 6 2 4 1 2 1 19

が提供しているデー
一 一 一 一 一

タを利用する場合 (10.5) (5.2) (31.4) (10.5) (21.0) (5.2) (10.5) (5.2) (100)



資料6業 態別,統 計 データの利用困難理 由別利 用者数

(統計図書館,資 料室利用者)(M.A)

資料室主管別 総 務 庁
都 ・県資料室 計

利用困難理由別 統 計 図書館

(100) (100) (100)
総 数

413 444 857

(11.6) (4.7) {(8.1)
1.困 った こ と はな い

48 21 69

探 してい る統計 がどの統計書にの っているか (17.9) (18.5) (18.2)
2.
わ か らな か った。 74 82 156

1

どこにいけばその統計書が入手できるかわか て17.4) (19.4) (18.4)
3.
らなか っ た。 72 86 158

同 じものを調査 してい るのに統計数値が違 い, (ll.4) (ll.3) (11.3)
4.
どち らを とるべ きか迷 った 47 50 97

調査年次 によって,調 査方法や定義が違 って 【11.6) (10.6) (11.1)
5.
い る 48 47 95

(7.5) (10.6) (9.1)
6.結 果公表が遅す ぎて,役 に立たない

31 47 78

集計の地域区分が大きすぎて,必 要な地域情 (9.0) (12.8) (11.0)
7.
報がとれない 37 57 94

産業分類が 中分類 どまりで,知 りたい業種 の (5.6) (8.1) (6.9)
8.
ものが得 られ ない 23 36 59

(8.0) (4.1) (6.0)
9.そ の 他

33 18 51

合が しば しばあ ると思われ る。 こうした ことか ら,統 計用語 ・定義 は可能なか ぎり統一す

るとと もに,統 計表上明示す ることが必要であ る?

③ 利用者 に とって 「必要項 目が欠落」(8.8%)し た り,「 か なり加工 しなければな ら

ない」(7.4%)こ とを指摘 した ものが計16.2%あ る。 これは冒頭に も述 べたよ うに官庁

統計が 「定食 」であ るか ぎり避 け られない課題 である。 これには二つのネッ クがあ る。一

つ は,い くら考え うる集計表を提供者側で用意 したと して も,'依 然 として不満は残 るであ

ろう し,仮 に要求を満 た したと して も,今 で も膨大な統計書(刊 行物で あれMTで あれ)

が更におお き くな り,必 要 とす るごく一部の統計表 のために購入す る ことは利用者 にとっ

て コス ト的に も耐え られ ないことになる。 したが って,そ の対策 として は行政機関 とは一

応切 り離 したデ ィス トリビュー タを設け,利 用者の要求 に応 じた統計 データの加工,提 供

体制の確立 が必要であ ろう。 その統計データが指定統計であれ ば,も ちろん現行統計法制
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度下での解釈,運 用の見直 しが求め られよ う。

④ ②で述べ た統計 の比較可能性の問題 とも関連す るが,項 目分類,地 域区分の在 り方 も

見逃せない問題である。 資料5の 「調査項 目の分類が粗す ぎる」(5.9%),「 地域区分

が粗す ぎる」(5.9%),資 料6の 「産業分類が中分類で,知 りたい業種が得 られ ない」

(6.9%),「 地域区分が大 きす ぎる」(11.0%)が これ に該 当す る。 ここでは項 目(産

業)分 類,地 域区分を例示 してい るが,そ の他従業員規模,資 本金規模等統計 データでは

表章のための階層分 けが不可欠であ り,そ れが実施者 自身の利用 目的 によ ってなされ るの

で,一 般利用者に とっては不都合な ことが多 くなる。それ に分類 な り区分をあま り細か く

す ると個別調査対象のデー タが識別可能 になるという厄介な問題 も発生す る。改善策 と し

て は③項 と同様の ことが考え られよ う。

3.デ ー タ ベ ー ス の た め の 官 庁 統 計 の 在 り方

第1節 で はデー タベ ースのためには必 須 と思われ る磁気テープでのデ ータ提供 について

の最近の行政機関の動向に触れた。 しか し,磁 気 テープに入力されて いる統計 デー タその

もの は刊行物による もの と本質的には同一 なので,今 後の官庁統計の利用促進 を図 るうえ

での問題点を摘出す るため,第2節 で は過去 に実施 した利用者の ア ンケー ト結果を振 り返

ってみた。本節で は,こ れ らを踏 まえ官庁統計をデー タベ ースと して利用 するためにはど

のよ うな問題があ
,り,ま た改善すべ きか まとめてみた。

3.1 。電算機可読型媒体によるデー タ提供の促進

個 々の利用者 あるいはデータベース事業者が統 計データを利用す る場合,刊 行物か らM

T等 に再入力するケースが多いが,時 間的,経 費的が ロスあ るばか りでな く,誤 入力の恐

れ もある。 したがって,昭 和62年4月17日 の情報処理部会 申 し合わせ によ る磁気 テープ等

によ るデータ提供の一層 の促進を図 る必要が ある。その場合,最 近のパ ソコン,OAな ど

の普及にて らし,こ う した機器の媒体 に も考慮す る もの とす る。

'
3.2指 定統計以外の統計デー タの公表,提 供

統計報告調整法に基ず く承認統計,統 計 法に基ず く届出統計及びその他の業務統計 は指

定統計の ごと く法上公表義務がな く,か っ,作 成動機が特定行政 目的にあるため公表 し,

一般 に提供 しようとす るインセ ンテ ィブが欠け るうらみがある。そのため,一 部の統計を
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除いて は一般利用者の入手 は困難 であり,所 在源さえ不明の ことが多 い。 したが って,こ

うした統計について も今後積極的に一般 に開放 されてい くことが望 まれ る。ただ し,こ れ

らの統計 は統計主管部局以外の行政執行部局で作成 されることが多 いので,予 算,人 員等

の制約の ほか提供意欲 にっいて も多 くを期待で きないと思われ る。 そ こで行政機関以外の

デ ィス トリビュー タが デー タの提供を受 け,統 計 としての加工,提 供 をすすめてい く仕組

みを考え るの も一方法 と思われ る。

3.3提 供 データの内容

利用者 は提供を受 けた統計 データをさまざまに加工 して利用す る。提供側 と しては加工

しやす い形で提供 しなければな らない。

① 最終集計表 として提供され ると再区分や他統計とのマ ッチ ングが不可能 となる。個票

レ琴ルのデータ提供 は調査対象者の秘密保護上問題があるが,小 地域単位あ るいは細区分

(分類)等 加工 ・再集計のための 「ユニ ッ ト」と して耐え る程度 の中間集計データが用意

され なければな らない。 もちろん,中 間集計 データであ って も個別対象 データが識別で き

ることもあるので,中 間集計 データの保有,使 用は行政機関の監視下 にあるデ ィス トリビ

ュー タに とどめ,利 用者の希望 に応 じた デー タに加工 した ものを提供す る もの とす る。 ま

た,情 報処理技術が進歩 した今 日では,中 間集計データを本来業務の必要性か ら保管す る

行政機関 は少な くな ってい るので,こ の面での便宜供与は調査実施機関に期待 したい。

② 各統計 フ ァイル ごとに用語の定義を記述す るとともに,で きれば類似統計デー タ名を

注記す る。なお,将 来的には用語及びその定義 についてはなるべ く統一す る方向で の省庁

間の調整が必要で あろ う。 その際には統計データの国際比較性 について も十分配慮す る。

③ 統計 データは時系列的に利用 され ることが多いが,そ の場合利用者が もっとも困 るの

は,途 中年次での カバ レッジ,用 語 ・定義,分 類等調査方法 の変更である。統計 データに

は こうした記述が参考情報 として付記 されねばならない し,で きれば旧 ・新両系列 のデー

タが提供可能 とす る。

なお,(財)日 本統計協会で は総務庁統計局監修の基 に,最 近 「日本長期統計総 覧」を

刊行 した。 これ は明治初期か ら最近時点 までの各分野の主要統計を網羅 し,体 系的,時 系

列的 に整理す るとと もに,解 説を付 した ものであ る。現在 は刊行物(全5巻)だ けで ある

が,将 来磁気 テープ化 される ことが望 まれ る。
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3.4「 統計所在源情報」の開発

統計の種類が多 く,し か も分散型(省 庁間だけで な く省庁 内で も)統 計組織 にあ って は,

統計データの所在源を広 く一般利用者 に明示 しない と,統 計データの利用促進 につなが ら

ない恐れがあ る。現在 こう した統計所在源情報 と して は次の ものがある。

・ 「統計調査総覧」

・ 「統計情報総索 引」

・ 「統計ガイ ドブ ック」(近刊)… ① 総務庁統計 局統計基準部監修,

発行

②指定統計,承 認統計,届 出統計の ほか主要業務統計 について,

調査の概要,集 計項 目等を記述,項 目索引付

これ ら所在源情報にはそれぞれ一長一短が あるが,デ ー タベ ース用 シソーラスと しては

不十分である。少 な くとも次のよ うな媒体,内 容の ものが必要である。

①磁気テープ等の電算機可読型の媒体 とする。

②対象統計デー タは,入 手(利 用)可 能 な ものすべて とする。で きれば業界団体等の民

間統計 も含める。(か って経済団体連 合会 で主要業界統計一覧を作成 していたが現在

は中止 されている。)

③ 調査及 び統計の両ベー スで記述 する。

④ キーワー ドで検索で きるよ うにす る。

・・・… ①総務庁統計局統計基準部監修,(財)全 国統計協 会連合会発

行,刊 行物及び磁気 テープ

②統計法及 び統計報告調整法に基ず く指定統計,承 認統計,

届 出統計 のすべてについて調査ベースで記述

・①総務庁統計局監修,(財)日 本統計協会発行,刊 行物

②主要官庁統計 につ いて集計項 目(表 頭,表 側)を 記述

(社)日 本経 営協会

4.デ ー タ ー ベ ー ス の 提 供 体 制

4.1国 の場合

次節で述べ るよ うに,国 において も統計 デー タベ ース構築の動 きはあ るが,分 散型統計

組織の もとにあ って はそれ ぞれ異 なった形態 ・仕様 に したが って作 られ る可能性が高い。

利用者の便を考慮すれば,各 省庁が構築す るデー タベ ースはなるべ く統一 された形態 ・仕

様 によるべきであ り,ま た,そ れぞれが ネ ッ トワー クで結 ばれるべ きで あろう。幸 いに し

て 「行政データ伝送網」(昭 和60年 度設置 総務 庁行政管理局所管)が あ り,現 在 は本省
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庁 聞及び本省庁 と地方 ブ ロック機 関間だけで あるが,こ の回線の利用 によるネ ッ トワー ク

化が可能である。特 に,デ ー タベ ース利用上 コス トの点で問題 とな る遠距離利用が容易 に

な るメ リッ トが ある。 行政 データ伝送網の概 略について は,資 料7を 参照 され たい。

4.2民 間機関の活用

現在 の行政組織で は,上 述 したようなデータベースか ら加工 し,周 辺情報を加味 した統

計 データ提供機能 を果たす には,予 算,定 員,権 限等 の面か らあま りりも制約が多す ぎる。

したが って,民 間デ ィス トリビュー タを育成す る必要が あるが,中 間サマ リデ ータのよ う

な調査対象者の秘密 に係わ るデ ータを保有す る もの について は,行 政機 関の監督下にお く

処置 も必要で ある。

5.政 府 に お け る デ ー タ ベ ー ス 構 築 の 最 近 の 動 向

個 々の行政機関で統計デ ータベ ースを構築す る動 きはかな り以前か らあ ったが,政 府全

体 と して取 り組む姿勢を示 し出 したのは,比 較 的最近であ る。そ して それ は,統 計行政機

関独 自の もの と行政情報全体に係わ るものとあ る。主 な動 向を年次を追 って紹 介する。

5.1統 計審議会の建議 ・答 申

統計審議 会は,昭 和59年4月27日 「今後の統計行政の進 め方 にっいて」の建議(第6号)

を当時の行政管理庁長官 に提 出 した。建議の経緯につ いては割愛す るが,統 計行政が現在

抱 えている課題 を広 く総括 し,政 府に対 し改善方を求めた もので ある。その中で 「統計調

査の国民負担 をで きる限 り増やさない との基本認識の下 に情報量の確保を図 るため,統 計

調査 データの相互利用,デ ー タ ・リンケージ,デ ータ ・ベ ースの開発,調 査 ・解析技術の

開発 と応用等の促進 に配意す るとともに,そ のための省庁間協力体制を推進す ること。」

と述 べている。 ここで は情報量の確保を理 由にあげ ているが,統 計 データの利用促進が視

野の中にあることはい うまで もない。

この建議を受 けて,行 政改革で新 たに発足 した総務庁(統 計局統計基準部)で は,「 統

計行政の中長期構想 にっいて」統計審議会 に諮問 し,昭 和60年10月25日 答 申を得た(諮 問

第207号 の答 申)。 統計 データベ ースに関 して は 「第4章 統計デー タの利用の促進 」の

「4統 計データの多角的利用 の推進」において 「統計デー タのよ り一層 の有効利用 を実現

す るためには,現 に行われている利用あ るいは顕在化 してい るニーズに応 えるのみな らず,
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その潜在的利用可能性に も注 目 し,… ・多角的利用推進 のため以下の方策を講 じて い く必

要があ る。」 として 「⑤ データベースの整備等 によ る統計 データの高度利用の推進」を例

示 している。 また,冒 頭 に触れた磁気 テープ等 によ るデータ提供 にっいての情報処理部会

の申 し合わせば,同 じく例示 されている 「②磁気テープ,マ イクロフィルム等情報化社会

に即 した媒体による提供等利用 しやす い形でのデータ提供の推進 」を受 けた ものと考 え ら

れる。

なお,答 申の付属 資料 と して付 け られている部会報告で は,統 計 データベースの在 り方

について詳細,か っ具体的にに述べて いるので,や や冗長 にな るが該 当部分 を以下に抜粋

してお く。

rデー タベースの整備 ・・・…

データベースと して整備 され る ものを大別す ると,個 別の統計 データに関す る クリア リ

ングハ ウス機能を支援す るためのデータベースと,実 際の数値デー タを収録 し同デー タの

提供を行 うデータベースとに分かれ,更 に後者 については,デ ー タベース化 され る部分 と,

データファイルの形 でデータバ ンクと してその背後に置かれてい くもの とに区分 される。

統計調査結果 データの高度利用 を一層促進 するため,そ れぞれにっいて以下 の方策の もと

にデー タベースの開発整備 を進 める必要がある。

(ア)統 計データベース整備の推進

統計 デー タの高度利用を一層推進す るため,統 計数値 データを収録す る統計 データベ ー

スの開発,整 備を推進す るとと もに,各 省庁 において整備 されたデータベースについて コ

ンピュータ ・ネ ッ トワークを活用 し,総 合的利用(効 率的利用)を 推進 してい くことにつ

いて も検討 して いく必要がある。

なお,同 データベースの整備 に当た っては,入 力データの効率 的整備やデー タコー ド利

用,ド キュメ ン ト整備の標準化等他デ ータベースとの接合性,互 換性を確保 する手だて等

を内容 とす るデータベース整備 に関す る基準 を設定 し,効 率的な整備が図 られるよう積極

的に措置する必要が ある。 なお,本 事項の推進 に当たては,行 政管理局(情 報 システム担

当参事宮室)が 行 っているデータベ ース整備 に関す る検討 に も十 分留意 し,進 めることと

す る。

[具体策]

・統計デー タベ ースの拡充を推進す ること。

・データベース整備基準設定 のための検討を行 うこと。
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・統計 データベースの総合化(ネ ッ トワーク化)に ついて検討す ること。

(イ)「 ク リア リングハ ウス」情報のデータベース化 の推進

現在,「 統計調査総覧」,「 統計情報総索引」等冊子体で提供 されてい る統計調査 に関

す る実施 内容,結 果報告書等 の刊行状況等 にっいての 「ク リア リングハ ウス」情報をデー

タベース化 し,統 計 データ利用 に当た って,的 確かつ効率的に必要な情 報の検索が行われ

るよ うにす る必要が ある。((1)エ,の 項参照)

[具体策]

・ 「統計調査総覧」デー タと 「統計情報総索引」データとの リンク(シ ステム)に っい

ての検討 を行 うこと。

5.2「 国の行政機関 におけるデータベ ース整備 に関す る基本方針」

行政情報 システム各省庁連絡会議(総 務庁行政管理局所管)で は,「 デー タベ ースの構

築を通 じて,行 政事務の効率的処理 にとどま らず,行 政施策の決定,行 政 サー ビスの向上

等を支援 す るもの と して,必 要不可欠な ものとな って きている」 ことか ら,昭 和62年12月

11日,「 の行政機関 におけるデ ータベ ース整備 に関す る基本方針」を了承 した。その内容

は次の とお りであ る。(詳 細 は資料8参 照)

ア.デ 三 夕ベースの整備の基本 目標

(ア)類 型別 データベースの整備

① 業務処理型デ ータベース

許認可,登 録,規 制その他固有業務処理に係 るデータベ ース

②政策支援型デ ータベース

統計情報,業 務情報,文 献情報等を収集 ・整理 した省庁 内統合 データベ ース

③共 同利用型デー タベース

原則 と して一元的な考え方 に基づ く,政 府全体 として共 同利用で きるデー タベース

(イ)デ ータベー スの省庁間利用等の推進 ・

① データベ ースの省庁間利用

②社会的活用

民間等において利用価値が高い もの は,可 能な限 り民 間等に提供

イ.デ ータベ ース整備の具体化方策

!

(ア)各 省庁個別推進事項
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①各省庁 内における企画調整機能 の充実

②省庁内におけるデー タベ ース整備 の計画的推進

各データベースの位置付けを明確 に した上,デ ー タの収録範 囲,開 発 ・運用の役割

分担,開 発優先順位等を内容 とす る計画 の策定

(イ)省 庁間共通推進事項

①省庁間の調整機能の充実

重複投資の排除,開 発作業の効率化,デ ー タの有効 ・高度利用の確保等 の観点か ら,

必要に応 じ行政 システム各省庁連絡会議等の場 においての調整

②行政情報の総合利用のための システム等の整備 一

データベ ース台帳の作成 ・配付,総 合的 ク リア リングシステ ムの整備及 び各省庁の

データベ ースを相互 に接続す るシステムの整備 についての検討

③社会的活用のたあの体制整備

磁気 データの民間等へ の提供にっいての提供条件の明確化,周 知方法等及 び提供業

務 における公益法人,民 間業者の活用等,官 民機能分担 の在 り方を含めた総合的検討

''''"』

このような行政機関のデー タベ ース構築の動 きを踏 まえ,政 府 は昭和62年12月28日,行

政改革の一環 と してデータベース整備 の推進を盛 り込んだ 「昭和63年 度 に講ずべき措置

を中心 とす る行政改革の実施方針にっいて」を閣議決定 した。す なわ ち,そ の中で 「行政

データの総合利用にっいて は,昭 和62年12日11日 付 け行政情報 システム各省庁連絡会議了

承 「国の行政機関 におけるデー タベ ース整備 に関す る基本方針」に基づいて,デ ータベ ー

スの計画的整備,省 庁 間利用等 の推進を図る。」 と述べ,デ ータベース構築 は,行 政機関

レベ ルか ら政府 レベルの課題になったのである。

6.(参 考)国 及 び 地 方 公 共 団 体 に お け る 統 計 デ ー タ ベ ー ス の 例

6.1総 務庁統計局 ・統計 セ ンター 「統計情報 デー タベ ース ・システ ム」

大量 デー タの蓄積 ・検索 について長年の研究 と実験を経 て,多 くの ノウ ・ハ ウを有 して

いる総務庁統計局 ・統計 セ ンターでは,上 記 閣議決定直後の昭和63年1月 か ら統計 データ

ベース構築の準備を始め,平 成元年1月 か ら一部 の省庁を対象 に運用にはいった。本格的

稼働 は同年4月 以降の見込である。(以 下,全 統連 「統計情報 」89年1月,Vol.38よ り要
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約)

ア.シ ステムの構成 ・運用形態

統計 セ ンターのIBM4381を ホス ト・コンピュータと各省庁の端末機をオ ンライ ンで接

続す る。通信回線 はNTTの 交換回線(DDX-Pな ど)を 利用す る場合 と,総 務庁行政

管理局 電算機共同利用施設(東 京 ・九段)を 経 由す る専用回線 を利用す る場合があ る。後

者の方 法では,漢 字 コー ドの変換が可能であ る。

イ.収 録データ

① クロスセ クションデー タ… ・国勢調査(昭 和60年),事 業所統計調査(昭 和56・61年),

社会生活基本調査(昭 和61年),全 国消費実態調査(昭 和59年)(今 後,総 務庁所管

の他の統計及び説明情報を追録の予定)

②時系列データ・… 家計調査,消 費者物価指数,労 働力調査 の昭和50年 以降の年次別,

月次別等 データ

③社会 ・人口統計体系データ・… 社会生活統計指標(バ ックア ップ ・デ ータ)

④統計所在案内情報 ・… 「統計情報総索引」(総 務庁統計局)収 録の書誌情報

⑤長期時系列 データ・… 各分野の主要統計についての明治以 降の時系列デ ータ

⑥地域 メ ッシュ統計デー タ… ・国勢調査,事 業所統計調査及 びその関連情報のメ ッシュ

データ

⑦ その他 ・… 国際統計その他

ウ.シ ステムの利用機能

①統計 データの検索

デ ィスプ レイ画 面 表 示 に よ る 「メニ ュー検索 機 能 」及 び コー ドブ ッ クに よ る 「コー ド

指定検索機能 」が ある。集計区分別データの選択 も可能であ る。

②統計所在案内情報の検索

メニ ュー及びキー ワー ドによ る統計報告書 に関す る書誌情報,並 びに表章事項,地 域

区分,分 類等 の統計表 に関す る所在案 内。

③編 集

分類事項の選択,表 頭 ・表側 の入れ替 え,ソ ーティング等 の統計表の加工。

④表示 ・出力

画面表示,ロ ーカルプ リンタへの出力,端 末機器での保存(ダ ウンロー ド),ホ ス ト

コンピュータでの一時保存 など。 ダウンロー ド・デー タはパ ソコン ・プログラムで再
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加工が可能。

⑤分 析

ホス トコンピュータへ一時保存 したデ ータは,統 計分析パ ッケー ジの利用により

分析処理可能。

⑥補助情報

統計データに関す る説明情報。

エ.将 来の開発計 画

①機能の拡張

検索数値の加工計算機能,グ ラフ ィック及びイ メー ジデー タ処理機能の充実。

② データの拡充 ・

最新データの追加 と記憶媒体の高密度化。

③通信回線

高度情報通信 システ ム(ISDN)等 の利用 によ るコス トの節減,開 放型相互 システ

ム間接続(OSI)に よるホス トコンピュータ間の接続の簡易化。

6.2熊 本県 「統計 データバ ンク ・小地域情報 システム」

都道府県 において も,行 政利用あ るいは住民サー ビスを 目的 として統計 データベースを

開発 しているところが多 くな って きてお り,昭 和62年 ユ月12日 現在で運用 中が11道 府県,

開発中が13都 県 とな ってい る。((財)デ ー タベ ース振興セ ンター 「統計情報 の高度利 用

と流通促進 に関す る調査研究報告書」昭和63年3月,pp.52～57)こ こでは熊本県企画開

発部統計調査課の実施 している統計データベ ースの うちの 「小地域 情報 システム」の例 に

っいて紹介 したい。 なお,「 小地域 」 とは市町村 レベルより更 に小 さい地域,ま たは市町

村域を越える(行 政区域 に とらわれない)地 域の ことを指 し,昭 和63年1月 か ら運用を開

始 してい る。

ア.シ ステムの構成 ・運用形態

FACOMM360,760(総 務部人事課所管)を ホス トコンピュータとし,統 計 データ

バ ンク室,情 報プラザ(情 報公開対応 の窓 口),県 庁 内16課,県 内地方事務所(11)を オ ン

ライ ン ・ネ ッ トワー クで結んで いる。端末機器は計33台 であ る。

イ.収 録データ

(ア)昭 和60年 国勢調査結果 による次 のデータを収録 して いる。

年齢(5歳 階級)別 人口,世 帯の種類,世 帯人員別一般世帯,準 世帯人員準世帯,住 居
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の種類 ・住宅所有 の関係,労 働力状態,経 済構成 ・産業別一般世帯,従 業地 ・通学地,住

宅に住 む一般世帯,一 般世帯の1世 帯当た り人員,そ の他

(イ)表 章単位 は,国 勢調査調査区で,1調 査区 当た り平均50世 帯,熊 本県全体で11,885

調査 区 となっている。

ウ.シ ステムの利用機能

デ ィスプ レイ画面表示によ るメニ ュー選択方式である。処理手順 を次 に示す。

①地域の選択

市 ・郡の選択→市町村(市 においては包括地域)の 選 択→市 町村内の特定地域の選択

⊃(該 当地域 の地図表示)→ 検索の起点 とす る地点の指定→ デー タ検索範囲の指定(0

～100kmの 範囲で1km単 位で 自由指定)

②統計デー タの選択 ・表示。

デ ータ項 目の選択→①で指定 した地点か ら指示 した距 離を半径 とす る同心円内の集計。

③地図情報

数値情報 とと もに,検 索地域 の境界線,官 公庁,学 校,鉄 道駅等の公供施設,道 路,

河川,鉄 道等を線 ・点等の地図情報 と して表示す る。

エ.将 来の開発計画

①デー タの拡充

現在 の昭和60年 国勢調査デー タに加え,事 業所統計調査,農 業セ ンサス,工 業統計調

査,商 業統計調査 などの セ ンサス類を蓄積。

②機能の拡張

現在の同心 円検索 に加え,道 路沿線1kmの 範囲内の住民 など各種 検索機能 を追加。 ま

た,ク ロス集計,ラ ンク表示等の加工 ・分析機能を追加。

オ.利 用状況 ・

統計 データベースの開発 目的は,行 政施策上の利用,民 間企業での利用,一 般県犀や学

校,大 学での利用 とはば広 く考えて いたが,実 際の利用実績では行政での利用 は当初の予

定 よ り少 な く,民 間企業が圧倒的 に多い。業種でみると小売業(主 として スーパ ー),金

融 ・保険業,製 造業,ク リーニ ング業,病 院,専 修 ・各種学校,学 習塾(音 楽,水 泳教室

等),外 食産業,住 宅業,印 刷業等が多 く,マ ーケッ トリサ ーチ資料 と して利用 されて い

る もの と思われ る。
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資 料7行 政 デ ー タ 伝 送 網 に つ い て

(63.4.1現 在)

1.目 的

(1)近 年,国 の行政機関 において は,行 政事務処理 の合理化及 び行政サ ー ビスの向上を

図 ることを 目的 として,デ ータ通信,フ ァクシミリ通信等の通信回線の利用が増大 し

て おり,こ れに伴 って通信経費 は,著 しく増嵩 している。

(2)こ のため,政 府にお いて も 「行政改革に関す る第5次 答 申(臨 調最終答申)」(昭

和58.3.14)を 受 けて 「59行革大綱 」(昭 和59.1.25),「60行 革大綱 」(昭 和59.12.29)

のなかで 「行政情報通信網の整備 ・高度化 の推=進」及び 「通信回線利用の効率化等を

図るための行政 データ伝送網の実用化 」について閣議決定 してい る。

(3)行 政データ伝送網は,通 信回線 の共 同利用 によ り通信 回線経費の節減,通 信 回線の

有効利用を計 り,シ ステムの一層 の効率化,高 度化を図 るものであ る。

2.網 の概要

行政データ伝送網は,現 在,各 省庁が個別 に利用 している通信 回線 について,高 速デ

ィジタル伝送サー ビスの専用回線を多重化 して共同利用す る ものである。

したが って,各 省庁のネ ッ トワー クシステムは,シ ステムに変更を加え ることな く,

現在の個別 に通信回線 を利用 していると同一 の条件で利用す る ことがで きる。

この概要は,図 示す ると別紙の とお りであ る。

また,こ の共同利用網創設 によ り,次 の効果が期待で きる。

① 通信回線経費の節減(現 行の個 別 システ ムごとの回線利用 に比 して,全 体 と して,

40%程 度の節減が期 待 される。)

② 通信回線の有効利用(現 行の個別 システムごとの低速回線利用 に比 して,回 線 リ

ソースの有効利用が図 られ る。)

3.網 の実用化計画

各省庁 における全国オ ンライ ンネ ッ トワー クシステムの情報量 の流通は,ブ ロ ック機

関を中心 と した集中分散及び本省庁 とブロック機関 との間の集中分散の傾 向にある。

したが って,当 面,行 政デー タ伝送網は,東 京(本 省庁)と 全国6ブ ロ ックの主要都
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市 との間 に設置す る。 その実用化計画 は,次 表の とお りであ る。

年 度 昭和60年 度 昭和61年 度 昭和62年 度 昭和63年 度

区 間
東京～大阪 東京～熊本

(広島)

東京～名古屋 東京～札幌

(仙台)

4.網 の運用状況

行政 データ伝送網 は,上 記の計画にの っとり,昭 和60年 度東京～大 阪間,昭 和61年 度

東京～熊本(広 島)間,昭 和62年 度東京～名古屋間に共同網を設置 し,運 用 してお り,

6省 庁8シ ステムが参加 している。その網構成 は,次 の とお りで ある。

管区行政監察

時

分
割
多
重
化
装
置

速

デ
ィ
ジ

タ
ル

(熊本)

ネ ットワーク

管 理 装 置

時
分

割
多
重

化
装
置

速

デ
ィ
ジ

タ
ル

(東京)

総 務 庁 オ ン ラ イ ン

シス テ ム

犯 歴 オ ン ラ イ ン
シス テ ム

入 管 オ ン ラ イ ン

シス テ ム

MITI不 ットワーク

シ ス テ ム

出願 ・審 査 ・登 録

等 事 務 の 機 械 化

ペーパ レスシステム

時
分
割
多
重
化

装
置

速
デ

ィ
ジ
タ

ル

ネ ットワーク

管 理 装 置

時
分
割
多
重
化
装
置

[速

デ

ィ
ジ

タ

ル

港 湾 情 報 処 理
システム

気象資料自動編集

中 継 シ ス テ ム

犯 歴 オ ン ラ イ ン

システ ム

MITIネ ットワーク

シス テ ム

ペ ーパ レス システム

気象資料自動編集

中 継 シ ス テ ム
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資料8国 の行 政機 関 にお けるデー タベー ス整 備 に関す る基本 方針

〔㌶ 漂 各省庁連工 了承〕

1.デ ータベ ース整備 の視点

近年,我 が国の行財政 を取 り巻 く環境は著 しく変貌 し,行 政 は,国 際化への対応を含

めた変化へ の迅速 ・的確 な対応 と,総 合性 ・信頼性の確保並びに簡素化 ・効率化の一層

の推進が要請 されてい る。

また,情 報化社会が進展す る中で,情 報の価値の増大 と行政機関 における蓄積が進み,

情報処理 ・通信技術の発展 とあいま って,情 報の総合利用の基盤が形成 されつっある。

このよ うな状況下 において,行 政情報 システムは,コ ンピュー タ性能の向上,通 信回

線 による相互接続,ソ フ トウェア技術の高度化,シ ステ ム構成の分散化等 によ り,そ の

機能を飛躍 的に拡大 して きてお り,デ ータベ ースの構築を通 じて,行 政事務の効率的処

理に とどまらず,行 政施策の決定,行 政サー ビスの 向上等を支援 する もの と して,必 要

不可欠 な もの とな って きてい る。

一方,デ ー タベ ースの構築には,シ ステムの企画調整,デ ータの収集 ・整備,シ ステ

ム開発等 に多大の経費 ・労力を要す ることか ら,今 後,行 政情報 システムが各方面にわ

た るニーズに応えて,そ の機能 を一層有効に発揮 してい くためには,デ ー タベ ースの整

備 目標 を明 らかに し,こ れを計画的 ・効率的に推進 す ることが必要であ る。

また,各 省庁の保有す るデータを相互 に利 用す るとともに,磁 気デ ータの民間等へ の

提供による社会的活用 を推進す ることが要請 されてい る。

このよ うな情勢 にかんがみ,政 府 において は,累 次の行革大綱 によ りデー タベ ースの

計画的整備の推進等 を閣議決定 しているところであ り,今 後,国 の行政機関にお けるデ

ータベースの整備 については,以 下 の目標 と方策の下 に推進す るもの とす る。

2.デ ータベース整備の基 本 目標

(1)類 型別 データベ ースの整備

ア 業務処理型 データベース

行政運営の簡素化 ・効率化,行 政サー ビスの 向上等の観点か ら,許 認可,登 録,

給付,徴 収,規 制,監 督等 の固有業務処理 に係 るデータベースの構築を積極的 に惟
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進ず る。

イ 政策支援型データベ ース

デー タベースは,デ ータの集中によ って一層 その利用価値が高め られ ることか ら,

行政計画の策定,施 策 の決定等 に必要 とされ る行政情報 システムは,統 計情報,業

務情報,文 献情報等 を収集 ・整理 し,可 能な限 り省庁内統合 データベ ースとして構

築す る。

ウ 共同利用型データベース

政府全体 として共 同利用で きるデー タベ ースにっ いはて,各 省庁の協力の下に,

原則 と して,一 元的な考え方 に基づ き開発を進める。 また,原 データが複数省庁に

またが って存在す るもの,若 しくは,重 複 して保有 され ることが見込 まれる ものに

ついて は,そ の内容,利 用形態,ニ ーズ等 に応 じ,関 係省庁 の協力の下に,共 同 し

て利用で きるデータベース として構築する。

(2)デ ータベースの省庁間利用等の推進

ア デ一夕ベ ースの省庁間利用

行政データの有効 ・高度利用,デ ータベース構築経費の節減等 の観点か ら,現 在,

各省庁で運用中の データベース及 び今後開発を予定 して いるデー タベ ースの うち,

他省庁の利用に供す ることが可能な ものにつ いては,ニ ーズを踏 まえ積極的に省庁

間利用を推進する。

イ 社会的活用

各省庁が保有す る磁気デー タの うち,民 間等 において利用価値が高 い ものについ

ては,ニ ーズを踏 まえ,可 能 な限 り,民 間等への提供 による社会的活用を進 める。

3.デ ータベース整備の具体化方策

(1)各 省庁個別推進事項

ア 省庁 内における企画調整機能 の充実

各省庁におけるデータベ ースの整備 に当た って は,各 部局 におけ るニーズを的確

にとらえるとと もに,デ ー タの収集 ・整備,デ ー タ ・メ ンテナ ンス,ア プ リケー シ

ョンの開発等 を含め,省 庁 と して整合性の とれたデータベース整備が円滑 に進め ら

れるよう,デ ータベース整備に関す る省庁内関連部局か らな る連絡会議の設置等 に

よ り,省 庁内情報処理 の総括調整部門にお ける企画調整機能の充実 ・強化等 に努 め
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る。

イ 省庁内にお けるデー タベ ース整備の計画的推進

データベースの整備 は,デ ータの収集 ・利用が広範 ・多岐にわたる場合 が多 く,

効果的かっ的確な整備 を図 るためには,個 捌1業務,部 局の枠 を越え た検討 が必要 と

な っている。

このため,デ ータベースの整備 に当た って は,開 発 ・利用 目的,収 録デー タの性

質等 によ り個別業務用,省 庁内汎用,省 庁外開放等各 データベースの位置付けを明

確 に した上で,デ ー タの収録範囲,開 発 ・運用 の役割分担,開 発の優先順位等を内

容 とす る省庁内のデー タベ ース整備 に関す る計画の策定等によ り,計 画的に これを

推進す る。

(2)省 庁間共通推進事 項

ア 省庁間の調整機能の充実

データベースは,多 種多様なデータを収録する ことによ り有効性が発揮 され るこ

とか ら,こ れを効果的 ・効率的に開発 ・整備するためには,省 庁 内各部局 の協力 は

もとよ り省庁間の協力体制を確立す ることが必要で ある。

このため,共 同利用型 データベースの開発,デ ー タベ ースの省庁間利用 の推進,

磁気デー タの社会的活用等 に関 しては,重 複投 資の排除,開 発作業の効率 化,デ ー

タの有効 ・高度利用の確保等の観点か ら,必 要に応 じて,行 政情報 システ ム各省庁

連絡会議等の場 にお いて所要の調整を図る。

イ 行政情報の総合利用のための システム等の整備

データベースの省庁間利用を推進す るためには,デ ータの所在案内機能 を果 たす

ク リア リング機能の整備が不可欠であ ることか ら,デ ータベース台帳の作成 ・配布,

総合的 ク リア リングシステムの整備を進 める。

また,分 散す る各省庁 のデータベ ースを相互 に接続す るシステムの整備 につ いて,

各省庁のニーズ,技 術動 向,各 種標準化動向等 を踏 まえつつ,検 討を進 める。

ウ 社会的活用のための体制整備

磁気データの民間等への提供は,原 則 と して,デ ータ保有省庁の判断の もとに行

われ るが,提 供デー タの拡大,利 用者の利便,利 用の促進等の観点か らの配慮が必

要であ り,提 供条件の明確化,周 知方法等につ いて検討す る。

また,磁 気デ ータの社会的活用の推進 に当たって は,利 用者のニーズに応 じた柔
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軟な提供体制の整備が望 まれて いることか ら,提 供業務 におけ る公益法人,民 間業

者の活用等,官 民の機能分担の在 り方 を含め,総 合 的な検討を進 める。

資料 昭和63年 度 に講 ずべ き措 置 を中心 とす る

行政 改革 の 実施方針 につ い て

〔:和㌢1《28二〕

行政改革 については,臨 時行政調査会,旧 臨時行政改革推進審議会及び臨時行政改革推

進審議会の提言 を最大 限に尊重 しっっ,累 次にわた り,そ の具体化の ための基本方針 を閣

議決定 し,逐 次所要の施策 を実施 に移 してきている ところであ るが,こ れ らの基本方針 に

基づ き昭和63年 度 において講ずべ き措置を中心 とする当面の行政改革 の実施方針 は,下 記

の とお りとす る。

また,臨 時行政改革推進審議 会の今後の調査審議結果 を も踏 まえつつ,引 き続 き行政改

革の全般的推進を図ることとす る。

記

1～3(略)

4行 政事務

(1)(略)

(2)行 政情報 システム等

ア 行政情報 システムの整備

行政情報 システ ムにつ いて は,情 報化の進展,情 報処理 ・通信技術 の発展に即応

し,次 の措置を講ず る。

(ア)行 政デ ータの総合利用 にっ いては,昭 和62年12月11日 付け行政情報 システム各

省庁連絡会議了承 「国の行政機関におけるデ ータベ ース整備 に関す る基本方針」

に基づ いて,デ ータベースの計画的整備,省 庁間利用等の推進 を図 る。

(以下略)
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IV.統 計 デ ー タベ ー ス の普 及 とサ ー ビ ス体 制

1.統 計 デ ー タ ベ ー ス セ ン タ ー の 性 格

いわ ゆ る 「デ ー タベ ース 」 と 「統 計 デ ー タベ ー ス」 の違 い は何 か 。 また,統 計 デ ー タベ

ー スサ ー ビス セ ンター とは何 か
。

1.1統 計 データベース

データベ ースは,コ ンピュータ内に蓄積され た大量のデー タの集合であるが,単 なる集

合で はな く,所 望 の情報が効率的に検索 しうるように,デ ー タレコー ド(情 報の記録単位)

間の関係が分か るよ うな構造で蓄積 されたデータの集合 である。一言 でい うな らば,「 デ

ータベース」 は構造化 されたデータの集合であ り
,構 造化 されていない単 なるデ ータの集

合である 「デー タフ ァイル」 と明確 に区別 され る。

データには,大 き く分けて,人 名や文献 とい った 「文字 データ」と給料や株価 とい った

「数値デー タ」とがあ る。

一 ⊥
文字 データ 人名,文 献名

数値 デー タ 給料,株 価

数値 データであ って も,「 統計分析す るため」ではな く,単 に 「知 るため」の データで

あ るな らば,文 字 データと変わ りが ない。 たとえば,円 やマル クの今 日の為替 レー トは幾

らであ るとか,NTTや トヨタの今 日の株価 はい くらであるとかのデータは,数 値デー タ

で あるが,単 に知 ることが 目的の情報であるか ら,文 字 データと同 じであ る。 しか し,円

やマル クの最近1週 間の為替 レー トの動 きであ るとか,NTTや トヨタの最近6ヵ 月間の

月中株価 の動 きである とかの時系列データは,明 かに統計分析す るためであ り,数 値 デー

タであるといえ る。

さて,デ ータベース とい う言葉はよ く耳 にす る言葉であ るが,限 定形容詞 「統計 」のっ

いた 「統計デー タベ ース」は耳新 しい言葉 である。 これまでの 「デー タベ ース」が対象 と

して きたデー タは,人 事情報,文 献情報,特 許情報,信 用情報 とい った 「知 るため」のデ
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一 夕で あり,そ の特徴は文字 データであ った。 データの内容 と して は,個 体の属性情報で

あ った。

これ に対 して,最 近注 目されてい る 「統計 デー タベース」が対象 とす るデータは,経 済

時系列,財 務諸表 といった 「統計分析す るため」のデータで あ り,そ の特徴 は数値データ

であ る。数値 データの特徴 は,デ ータの形式が ベ ク トルまたは行列 の表形式であ ることに

ある。

「ベ ク トル形式のデータ」 は,国 または産業の経済指標にみ られ る時系列データであ り,

「行列形式のデー タ」 は,企 業の経 営指標 にみ られ る財務諸表デ ータで ある。

一 一 ⊥
ベ ク トル形式 時系列 デー タ

行列形式 貸借対照表,産 業連関表,貿 易取引表

以下では,「 知 るため」の文字デー タか らなる従来のデータベ ースを 「情報データベ ー

ス」 と名付 け,「 統計分析 するため」の数値デー タか らなるデータベースを 「統計 データ

ベース」と呼ぶ こととす る。

情報 は,一 般に,文 字情 報及 び数値情報を含ん だ広 い意味で解釈 され るが,こ こでは,.

「情報 」を文字情報のみを表す狭 い意味で用い,「 統計」を数値情報を表す もの と して用

いている。 したが って,経 済 「情報 」 といえば,こ れ これの原因で景気がよ くな った とか,

悪 くなったとかの経済事情 を意味 し,経 済 「統計」 といえば,景 気の動 きを表す景気指標

の統計デー タを意 味す る。

従来の 「データベース」は,そ の主流が 「情報 データベース」にあった。 データベース

に関する理論 も情報データベー スの理論であ って,統 計デー タベースの理論で はなか った。

「知るため」の情報を効率的に検索す るためのデー タ構造 と して,つ ぎの3っ の代表的

な構造が提唱 されて きた。

一 口一 造巖 遼 盤
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しか し,こ れ らのデ ータ構造 は,い ずれ も所望の属性を持 った個体 をすべて見つけ出 し,

知 らせ るための もので あった。

情報 データベースの具体例 と しては,ハ イ ラーキ型構造には人事情報デ ータベース,リ

レーシ ョナル型構造 には文献情報デー タベ ース,ネ ッ トワーク型構造 には特許情報 データ

ベ ース,部 品展開情報 デー タベ ースなどがあ る。

「情報デー タベ ース」の特徴 は,こ のよ うに,特 定の属性を持 った個体 を検索 し,存 在

すれば,そ の個体 に関す る情報 を知 ることにあ り,情 報を 「知 る」 ことが究極 の目的であ

る。検索 され る情報の 内容 は,該 当す る個体 の総数あるいは個体名であ り,デ ー タ量 と し

て は比較的少 ない。

統計 デー タベ ースは,従 来のデー タベ ース理論で はほとん ど取 り上 げ られなか った もの

で あ り,最 近話題 にな っているの もそのためである。デー タベ ースの理論家達の多 くは,

統計 データベース も従来の情報 データベースと同 じように論 じることが出来 ると断言 して

い る。成 るほど,情 報デ ータベースと同 じよ うに,統 計データベ ースを単 に 「知 るため」

のデー タベ ースとして位置づけ るな らば,彼 らの言 う通 りであろう。

しか し,統 計デー タベ ースを,単 に 「知 るため」で はな く 「統計分析す るため」のデー

タベ ースと位置づけ るな らば,デ ー タ名に関す る情報 を 「知 る」だ けで はな く,「 統計分

析す るため」に必要な全ての数値デー タを抽出 しなければな らない。前半の 「知 る」 とこ

ろまで は,情 報 データベ ースと同 じであ ると言え るだ ろうが,後 半 の 「統計分析す るため

に必要 なデータを抽 出す る」 ところが,統 計 データベ ースに固有な ところであ る。

統計 データベースは,こ のよ うに,「 知 るため」のメタデー タ部分(デ ータ名及 びその

属性)と 「抽出す るため」の数値 データ部分か らなり,前 半の 「知 る」 ところが如何 に効

率的なデー タ構造であ って も,後 半 の 「抽出す る」ところが非効率的 なデータ構造 であっ

て は,統 計 データベ ースのデー タ構造 として は適切でない。統計 デー タベ ースの持 つ この

2重 構造性 のゆえ に,従 来の情報 デー タベースの理論をその まま適用す る ことが出来ない

のであ る。

「統計デ ータベース」の特徴は,こ のよ うに,特 定の属性を持 ったデー タを検索 し,存

在すれば,そ のデー タ名に関す る必要な数値 データを全て抽 出す ることであ り,抽 出 した

数値 デー タを 「統計分析す る」 ことが究極の 目的である。検索 され る情 報の内容 は,デ ー

タ名ではな く,統 計 分析 に必要な数値 データで あり,し たが って,デ ータ量 と しては大変

多い もの となる。
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1.2統 計 デ ー タベ ース セ ンタ ー

統 計 デ ー タベ ー ス セ ンタ ーは,統 計 デ ー タを作 成 す る 「開発 セ ンタ ー」 と統 計 デ ー タを

デ ー タベ ー ス化 して 利用 者 に サ ー ビスを 提供 す る 「サ ー ビス セ ンタ ー」 とに大 き く分 け る

ことが 出来 る。

開 発 セ ン タ ー 利 用 者

サ ー ビス セ ンタ ー 利 用 者

開 発 セ ン タ ー 利 用 者

統 計 内 容 開発 セ ンター サ ー ビスセ ン ター 統計デー タベース名

経 済 統 計

有価証券報告
各 官 庁 日本経済新聞社 NEEDS-TS

株 価
三 洋 証 券

山 一 証 券

三 洋 証 券

山 一 証 券

PASPORT

SANLINE

開発セ ンターは,統 計 データを作成 し,提 供す るセ ンターであ り,中 央政府 及び地方政

府,政 府関係機関が主たる開発セ ンターであ・る。 中央政府の開発 した社会経 済統計 データ

は磁気 テープでサ ービスセ ンターまたは利用者に提供 され る。 日本銀行,日 本興業銀行,

証券会社,日 本経 済新聞社,東 洋経済新報社など も開発 セ ンターで あ り,金 融証券統計デ
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一夕,企 業財務統計 データなどを作成 し提供 している。

サー ビスセ ンターは,開 発 セ ンターか ら購入 した統計デ ータをデータベ ース化 し,利 用

者 にオ ンラインで データのサー ビスを行 うセ ンターである。TSSオ ンライ ンサー ビスで

は 日本経済新 聞社がニ ーズTS(NEEDS-TS)で マクロ経済時系列及 び企業財務デ

ー タを提 供 して いる。 また,パ ソ コンネ ッ トワークサ ー ビスで は山一 証券が サ ンライ ン

(SANLINE)で,ま た三洋証券がパ スポー ト(PASPORT)で 株価デー タを一

般利用者 に提供 して いる。

ちなみに,デ ータベ ースサー ビスセ ンターの主流は,言 うまで もな く,情 報 デー タベ ー

スのサ ー ビスセ ンターであ る。情報 データベースサー ビスセ ンターの多 くは,自 前で デー

タを作成す る開発 セ ンターで もあ る。 また,中 には,開 発セ ンターで もな くサー ビスセ ン

ターで もな く,そ の代理店 としてデータベースサービスを提供す るセ ンターがある。特に,

外国で開発され たデ ータベースについて,日 本 の企業が代理店 サー ビスを行 うケースが多

い。洋書販売 を してい る紀伊国屋 及び丸善がDIALOGの 代理店 と して出版案 内情報を

オ ンライ ンで提供 している。

代表的な情報 データベースサー ビスセ ンターと して,次 のよ うな ものがある。

デ ー タベ ー スの 内 容 情報デー タベース名 サ ー ビ ス セ ン タ ー

科学技術,経 済一般 DIALOG DIALOGInfomationServices

－般文献目録 BRS BRS社

科学技術文献目録 JOIS ㈱日本科学技術情報センター

医学文献目録 MEDLINE 米国国立医学図書館(NLM)

化学文献抄録 CASearch 米国化学学会

特 許 ORBIT PergamonInfoline社

PATOLIS ㈱日本特許情報機構

信用調査 BIGS ㈱東京商工 リサーチ

COSMOS ㈱帝国デー タバ ンク

㈱式市況 QUICK ㈱ クイ ック

ニ ュ ー ス ・新 聞 記 事 TELECOM ㈱日本経済新聞社

案内 ・予約 ・買物 CAPTAIN ㈱NTT

座席予約 JALNET ㈱日本航空
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2.統 計 デ ー タ ベ ー ス の 範 囲

統計デー タベ ースは出来 る限 り広い範囲の分野を カバーすべ きか,そ れ と も特定の分野

に特化すべきであ るか。

2.1一 般統計 データベ ース

文献情報 データベースにおいて,DIALOGやBRSが 全分野の文献を カバー し,J

OISが 科学技術文献 に特化 しているよ うに,統 計デー タベースについて も,統 計 データ

の カバーす る範囲によ り,一 般統計 データベース と特定統計 データベースに分け られ る。

…一 ⊥
一般統計 データベース マ クロ経済 ,国 際金融,地 域経済

特定統計 データベース 企業財務,証 券市場,商 品貿易

政治,経 済,社 会,文 化 の全分野 をカバ ーす る一般統計デ ータデータベースは理想 的で

はあるが,現 実的で はない。統計デー タベ ースの性格が 「統計分析す るため」の統計デー

タを抽出す ることにあ る以上,分 析 の対象 とな る分野 を限定 した統計 データベ ースこそが

現実的であ り,商 用的に も有用である。

さて,一 般統計データベースを分析対象分野 か ら捉 えると,マ クロ経済統計,国 際金融

統計,企 業財務統計,地 方 自治体統計 などの各統計デー タベ ースが考え られ る。統計を分

析 と置き換えれば,各 統 計が分析の対象 となる一分野 を構成 してい ることが分 かる。

日経のニ ーズTSは,マ クロ経済統計,国 際金融統計(IFS),法 人企業統計か らな

る一般統計 データベースのオ ンライ ンサー ビスを行 っている。

2.2特 定統計 デ一夕ベース

一般統計 データベースが対象 とす る分析分野が かな り広範 囲であるのに対 して ,上 場 企

業の財務統計,多 国籍企業統計,証 券市場統計,貿 易統計 とい った狭い特定の分野を分析

対象 とするデータベースが,特 定統計 データベースである。

日経のニ ーズTSは,上 場及 び非上場企業の財務統計か らな る特定統計デー タベ ースの

オ ンライ ンサー ビスを行 っている。 山一証券がサ ンラインで,ま た三洋証券がパスポー ト

で株価データをパ ソコン通信で一般利用者 に提供 してい る。
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神戸大学で は,わ が国の海外進 出企業の財務統計をDDX-TP回 線でオ ンライ ンサー

ビスを行 っている。また,現 在,通 関統計(貿 易統計)の デー タベースを構築中であ り,

近 々パ ソコン通信でオ ンライ ンサー ビスを行 う予定である。

3.統 計 デ ー タ ベ ー ス の 加 工 度

統計デー タベースサー ビスセ ンターはどの程度 まで加工 したデー タを利用者に提供すべ

きであ るか。

3.1統 計 データの加工度

統計デー タベ ースの性格が 「統計分析す るため」の統計デー タを抽 出す る ことにあ る以

上,利 用者 に取 って分析 し易い様 に加工 したデー タを提供す るのが よい。 しか し,必 要以

上 にデー タを加工 して しま うと,分 析面での融通性が失われ ることに もなる。利用者 の範

囲 と分析 の内容 に応 じて,提 供 するデータの加工度を決め る必要が ある。

汎用 的分析か ら専門的分析に応 じた加工度か ら統計 データを分類す ると,無 加工 データ,

検索向 き加工 データ,分 析向 き加工 データの3つ に大分類す ることが 出来 る。

無加工 デー タとは,国 富調査,事 業所統計,家 計調査な どに見 られ る個票 または集計表

デ ータおよび月報,4朗 報,年 報 として公表 され る各種統計刊行物 にみ られ る集計 表デー

タである。

検索 向 きデータは,時 系列に特有 な期調整,価 格調整,季 節調整,分 類調整など統計分

析向 きに基礎加工の施 されたデー タであ る。

統計 データの加工度

分 析加 工 向 きデ ー タは,

た デ ー タで あ る。

無加工 データ

検索 向き加工 デー タ

分析 向き加工 データ

個票 ・集計表(セ ンサ スな ど)

各種統計月報,年 報 など

統計分析向 きに基礎加工の施 された

データ

計 量モデル分析,IO分 析 のための

入力データ及び分析結 果のデー タ

計量 モデル分析,10分 析 とい った特殊 分析 のために加工 され
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統計 デー タベ ースの性格が 「統計分析す るため」の統計 デー タを抽出す ることにあるこ

とか ら,無 加工デー タ及び検索 向き加工デー タまでが統計 データベ ースで カバーされ るべ

きデータの加工度であ ると言 える。 したが って,統 計デー タベ ースが提供す る以上の加工

度 を必要 とす るデータは,利 用者 自身によ って加工 されなければな らない。

統計データベースサー ビスセ ンターの中には,統 計データベ ースと連動 して利用で きる

高度の分析加工す るためのアプ リケー ションパ ッケー ジを用意 して,利 用者に対 して統計

データベースサー ビスと共 に分析処理 も行わせ る処理 セ ンターと しての機 能を有 している

ものがある。

統計 データベースサー ビスセ ンターが処理セ ンター としての機能 を備える場合,処 理 セ

ンターの機能 はあ くまで 「特定の利用者」 に対 す るサー ビスであ り,本 来 のサー ビスセ ン

ターの 「一般利用者」に対 して不利 に成 らないよ うな配慮が,特 に,料 金 面で必要である。

言い替えれば,デ ータ使用の費用 と統計処理の費用 とを峻別 し,料 金を別建て にす る必要

がある。

3.2統 計デー タベ ースの基礎加工

統計 デー タベ ースのカバ ーす る範 囲 は,無 加工 デー タと検索 向 きデー タであ ると述 べた

が,検 索向 きデー タに施 され る基礎加工 にっいて見 てみよ う。基礎加工 は,統 計 分析 を行

う前 に必要 な最小限の加工であ り,デ ー タの実質内容 に変更 を加えないで,比 較可能 なデ

ー タにするために 「調整加 工」または 「集計加工」を行 うものであ る
。

調整加工で特 に問題 とな るのは,時 系列 デー タで あり,次 の よ うな ものがあ る。

① 糎 (デ ータの頻度) 日,週,月,4半 期,半 期,暦 年,年 度

② 評 価 価 格 名 目,実 質

③ 基 準 年 指標及び実質価格の基準年

④ 季 節 調 整

⑤ 連 続 性 集計法の違い(SNAと 旧国民所得統計)

分類定義の違い(産 業分類など)
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期種の調整加工 では,例 えば,月 次データがあれば,3ヵ 月集計す ることによ り4半 期

データ,12ヵ 月集計 す ることによ り暦年デー タまたは年度デー タを作成す ることが出来 る。

この場合,月 次デー タは無加工デ ータであ るが,4半 期 データや年 次データは検索 向 き加

工デ ータである。

同様に,名 目デー タとそのデフ レー タがあれば,実 質デ ータを作成す ることが出来 る。

もちろん,実 質デー タが無加工デ ータとして格納 されてい るな らば,そ の まま検索 され抽

出され る。

季節調整では,通 常,主 要な系列にっ いて,季 節調整済みデー タが無加工 デー タとして

保持 され る。 しか し,そ うで ない系列 にっいては,季 節調整加工 が検索時 に施 されて利用

者 に提供 されなければな らない。

他方,集 計加工 では,異 なる統計調査 における産業分類の違 い,企 業財務統計における

勘定科 目の違 い,な どが問題であ り,比 較可能なデータに成 るよ うに集計が可能 であれば,

集計 されたデータを検索 向き加工デー タとして提供す る。

統計デー タベ ースにおいて,検 索 向 き加工 データの整備 が十分 でない と,サ ー ビスセ ン

ターが本来行 うべ き基礎加工を利用者 の負担に転嫁す るす ることにな り,統 計デー タベー

スの発展に とって好 ま しくない。

たとえば,利 用者 が実質季節調整済みの四半期データを欲 してい る場合,サ ー ビスセ ン

ターは,利 用者の要求 しているデ ータが統計データベ ースに格納 されていな くて も,基 礎

加工 によ り作成す ることが可能であ るな らば作成 して,所 望 のデー タを利用者に提供すべ

きあ る。 その場合,基 礎加工 に要 した コンピュータ費用 を利用者 に転嫁すべ きではない,

つ まり,そ の費用 を料 金に含め るべ きで はない。なぜな ら,利 用者 の所望す るデー タが検

索向 き加工 データとして統計デー タベ ースに保持 されていれ ば,直 接検索 され抽 出す るこ

とが出来 るか らである。

統計 デー タベースにおける検索 向 き加工 データの豊富 さが利用者 にとってます ます有用

とな るが,基 礎加工 の費用を利用者 に転嫁で きないので あれば,サ ー ビスセ ンターにとっ

ては検索 向き加工 デー タを どの程度の大 きさにするかが重要な問題 とな る。

一63一



4.統 計 デ ー タ ベ ー ス の 処 理 形 態

情報 データベ ースで は 「知 る」ことが 目的で あるか ら,利 用者が所望 する完全な形でデ

ー タの提供が行われ るが,統 計デ ータベ ースで は 「統計分析す る」 ことが 目的であるか ら,

分析 に適 した形でデータの提供が行われ,統 計処理 は利用者 に任 される。 したが って,情

報デー タベースの場合,サ ー ビスセ ンターの大型 コ ンピュータ(メ イ ンフ レーム)で 全て

の処 理が行われ るが,統 計データベー スの場合 には,基 礎加工処理はサー ビスセ ンターの

メイ ンフレームで行われ るが,そ の後の統計処理 は,通 常,利 用者の端末(タ ー ミナル)

で行われる。

4.1メ イ ンフレーム処理形態

統 計データベースセ ンターの中には,先 に も触れたよ うに,デ ータベースと連動 したア

プ リケー ションパ ッケー ジを装備 して いて高度の統計分析処理 も行 う情報処理セ ンターの

機能を有す るものがある。 この場合,利 用者 は,統 計デー タベースか らのデータの検索 も

その統計処理 もすべてサー ビスセ ンターの メイ ンフ レームで行 うことにな る。 したが って,

統計 データベースの利用者側か らみ た場合,情 報 データベースの利用者 と全 く同 じ立場 に

あるといえ る。

メイフレーム処理形態の統計デー タN－ スサー ビスセ ンター として は,米 国で はDRI

社(EPS)と わが国で は日本経済新聞社(NEEDS-TS)が 有名である。

メイ フ レー ム処 理 形態 の統 計 デ 一 夕ベ ー スサ ー ビスセ ン ター

サ ー ビスセ ンター

統計デ ータベ ース

〈 〉

利用者端末 (
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このよ うなメイ ンフ レーム処理形態の統計 データベ ースの利用 は,ア プ リケー ションパ

ッケージを利用 して高度 の統計分析 を行お うとす る特定の利用者 に とって は非常 に有益で

あるが,パ ソコンで処理で きるよ うな統計分析 を行お うとす る一 般利用者 にとって は魅力

的で はないであろう。

統計デー タベ ースサ ー ビスセ ンターは,「 統計分析 する」ためのデー タを提供す ること

にあるか ら,メ イ ンフ レー ム処理形態の場合で も,一 般利用者のためにデータのみの提供

サー ビスが受け られ るよ うに配慮す る必要があ る。

4.2タ ー ミナル処理形態

ター ミナル処理形態 の統計デー タベースサー ビスセ ンターは,利 用者に必要 なデータを

提供す ることを主業務 とし,副 業務 としてパ ソコンで は処理 で きない大型ない し高度の統

計処理を行 うもので ある。16ビ ッ トない し32ビ ッ}トの パ ソ コンの普及 にと もない,パ ソコ

ンで処理 で きる統計分析 は利用者 に任せ,パ ソコンで処理で きない統計分析や特殊 な図形

処理 はサー ビスセ ンターの メイ ンフ レームで行 う。

この ような ター ミナル処理形態の統計 データベー スの利用 は,統 計 データベース利用の

普及 を促進す るものであ り,パ ソコ ンで統計分析を行 お うとす る一般利用者に とって非常

に有用であ る。

ター ミナル処理形態の統計 デ一夕ベ ースサー ビスセ ンター

サ ー ビス セ ンター

利用者 パ ソコ ン端末

統 計 デ ー タベ ー ス 〈 〉

デ ー タ

統計処理
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ター ミナル処理形態の統計デー タベースセ ンター として は,

① オース トリア経済研究所 の経済社会科学計算 セ ンターWSR

(経済データベ ースWIFO/EDBS),

②米国ペ ンシルバニ ア大学 のcisi-wHARToN

(経済デー タベ ース と計量経済モデル分析 システムAREMOS),

③神戸大学経済経営研究所付属経営分析文献 セ ンター

.(多 国籍企業財務 デー タベ ース)

な どがあ る。

WSRは,EC各 国の社会経済統計 データの統計デー タをOECD,IMF,ド イツ国

立銀行,オ ース トリア政府等か ら購入 し,デ ータベ ース化 し,EC諸 国の政府機関及 び金

融機関 に対 してオ ンライ ンサー ビスを行 っている統計 デー タベ ースサ ービスセ ンターであ

る。 また,中 国に対 して も,衛 星通信でデー タ提供サー ビスを行 っている。

cisi-wHARToNは,計 量経 済モデル分析 を行 う情報処理セ ンターであるが,

同時に経済統計データベー スサー ビスセ ンターで もあ る。一般利用者はセ ンターか ら通信

及び計量 モデル分析の行え るプ ログラム(AREMOS)を 購入 し,そ のプログラムを用

いてセ ンターか ら必要なデー タを抽出 し,計 量 モデル分析 を行 う。 また,パ ソコンで処理

で きない膨大な計量 モデルの分析 には,セ ンターの メイ ンフ レームで分析を行い,分 析結

果を抽出す ることが出来 る。

WHARTONサ ー ビス セ ン ター

経済データベ ース

計量モデル分析

電話回線

〈

利用者パ ソコ ン端末

IBMPC-AT

〉 AREMOS

統計処理

経営分析文献セ ンターは,わ が国の海外進 出企業の財務統計デ一 夕ベースサー ビスセ ン
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ターで あ り,一 般利用者 にはセ ンターか らデータ通信の行え るプ ログラムを無料で提供 し

ている。利用者 は,そ のプログラムを用いて セ ンターか ら所望のデータや世界地 図を端末

に表示 した り,必 要 なデータを抽 出 してパ ソコン端末のMS-DOSフ ァイルに格納す る

ことが出来 る。 パ ソコンで は,抽 出 したデータを,た とえば,LOTUSl23で 統計処

理す ることが出来 る。

経営分析文献セ ンター

多 国籍企業財務

デー タベ ース

地 図情報 システム

<

電話回線

利用 者 パ ソ コ ン端 末

PC9800シ リー ズ

、

DDX-TP

〉

LOTUS

統計処理

5.統 計 デ ー タ ベ ー ス の ユ ー ザ 言 語

サー ビスセ ンターの 「統計 データベース システム」は,利 用者 とコ ンピュー タが対話を

しなが ら問題解決を遂行する対話型情報 システムである。統計 データベー スが利用者 にと

って如何に使 いや い もので あるか否かは,利 用者 とコンピュー タ間で使 用 され る言語 とそ

の言語を用 いて行われ る対話 の仕方に大 き く依存す る。

5.1ユ ーザ言語

統計デ ータベ ース システムに対 して利用者が用いる言語が ユーザ言語 であ る。利用者 は

ユーザ言語 を用 いて統計デー タベ ース システ ムに質問や要求 を出す。

ユ ーザ言語 は,大 別 して,次 の4種 類 に分け られ る。

(1)コ マ ン ド 動詞で始 まる簡単な命令文'

(2)メ ニ ュー 択一方式 のメニ ュー表

(3)自 然言語 日常語に近 い文
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(1)コ マ ン ド言語

コマン ドは,利 用者が コンピュータに命令する指令語であ る。使用で きる指令語 は予 め

定 め られい る。利用者 はコンピュータに指 令を1っ ずっ与えなが ら対話す る。指令の順序

を間違え ると,当 然,答 の得 られ ないことが起 こる。利用者 は論理 的な手続 きに従 って指

令 を与えなければな らない。利用者 は コマ ン ドの意味を熟知 していなければな らないが,

その構文 まで覚えてお く必要 はない。指令語(動 詞)を 与えれば,必 要 な情報は コンピュ

ー タが要求 して くるか ら,そ れ に応答すればよい。デー タベ ースのユーザ言語 として代表

的な コマ ン ドは,SQL(StructuredQueryLanguage)で あ る。

SQLは,デ ータベース言語 として標準化されて いる言語であ る。SQLに は,利 用者

用 のユ「ザ言語 とデー タベ ース管理者(DBAdministrator)用 の言語が ある。 ユーザ言

語 を見れば,デ ータベースサー ビスが利用者に提供 しなければな らない基本機能 を知 るこ

とが 出来 る。

ユ ーザ言 語 と して のSQLコ マ ン ドに は,次 の よ うな ものが あ る。

① 選択 コマ ン ド[例]項 目を 抜 き出す 。

select氏 名,年 齢,給 与from従 業 員 表

② 整列 コマ ン ド[例]給 与 の 大 小順 に並 べ る。

select*from従 業 員 表orderby給 与

③ 条件 選 択 コマ ン ド[例]月 給 が50万 円を 超 え る従 業 員 を選 び 出す 。

select*from従 業 員 表where給 与>500000

④ 分類 コマ ン ド[例]役 職 別 の 人数,平 均 給 与 を計 算 す る。

select役 職,count(*),avg(給 与)from従 業 員 表groupby役 職

利用者が要求す ることは,検 索す る ことではな く,検 索 され たデー タであ る。 したが っ

て,検 索す ることはデー タベースサー ビスセ ンターの仕事であ り,利 用者が必要 とす る仕

事 ではないか ら,検 索 に要す る費用 を利用者 に負担 させないよ うに配慮すべ きである。検

索 に要す るコンピュー タ時間 は,デ ー タベ ースのデータ構造 とデータベース管理 システム

の良 さに依存 して決 まる。 それゆえに,サ ー ビスセ ンターは効率 の良 い統計 データベース

システムを開発す ることによって検索 に要す る自己費用の削減を図ることが 出来 る。
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(2)メ ニ ュー言語

メニ ューは,デ ータベ ースに対す る種 々の要求 を分類 して,階 層的 な索引表 に した もの

であ る。利用者は上位の索引表に リス トされた要求の中か ら一つを選 び,順 次,下 位 の索

引表へ と進み,所 望の要求が見つか るまで選択す る。

メニ ュー言語の特徴 は,コ マ ン ド言語 とは異な り,利 用者が要求 の順序を決め るので は

な く,表 示 され るメニ ューの順序 に したが って,要 求を選択す ることにある。つ まり,メ

ニ ュー言語で は,要 求 の順序が システムによって固定 されている。 したが って,メ ニ ュー

言語では,コ マ ン ド言語 におけるよ うな要求の順序 を考 え る必要が な く,利 用者 にとって

非常 に分か りやす く,使 いやすい言語であ るといえる。

メニ ュー言語 におけ る 「使 いやすさ」とい う長所は,同 時に,自 由性 を犠牲 にす る結果

とな り,短 所で もあ る。 コマ ン ド言 語で は,利 用者はコマ ン ドを 自由に組み合わせて,い

ろいろな要求 を実行す ることが出来 るが,メ ニ ュー言語で は,利 用 者 はメニ ューで与え ら

れた要求 しか実行で きないか らである。

コマ ン ド言語 は,一 般 に,専 門用語的であ り,要 求の内容を分解 して コマ ン ドの順序を

決めなければ成 らず,手 続 き的であ り,習 熟す るまでは非常に使い難い言語で あ り,初 心

、者向 きで はない。事務用(OA)プ ログラムの多 くがメニ ュー言語方式であ るの も,こ う

した メニ ュー言語 の 「使 いやすさ」にあ る。

(3)自 然言語

自然言語 は,デ ー タベ ースに対す る利用者の要求を 日常語に近 い言語で記述 しよ うとす

る ものである。 日常語 はどち らか といえば,曖 昧な言葉で あり非論理的な言葉で さえあ る。

「管理者 の給与を知 りたい」との要求を出 して も,管 理者 とは取締役以上なのか部長以上

なのか課 長以上 なのか明確でない し,ま た,給 与 と言 って も月給 なのか本俸のみなのか分

か らない。 に もかかわ らず何等かの答が得 られ る。 これが 自然言語の特長であろ う。

曖昧な言葉 を理解す るには,そ のための知識デ ータベースが必要で あ り,非 論理 的な言

葉を理解す るに も,そ のための推論 データベースが必要 である。人工知能分野の先端技術

が 自然言語の開発 に不可欠 である。

5.2対 話方式

自然言語が究極のデ ータベース言語 であろうが,現 実 は自然言語 か ら程遠 い世界にあ る。

そ うなると,実 用的な言語 は コマ ン ド言語か メニ.ユー言語か と言 うことになる。 コマ ン ド
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言語 は汎用的であ るが,馴 れるまで は非常 に使 い難 いし,馴 れ るのに時 間 もかか る。メニ

ュー言語 は固定的で汎用性 に欠 けるが,非 常 に使 いやす く,馴 れ るのに も時間がかか らな

い。両者の特長を活かす対話方式 はない ものだ ろうか。

コマン ド言語 による要求方式 は,ユ ーザ主権型であ り,逆 に,メ ニ ュー言語 による要求

方式 は,シ ステム(コ ンピュータ)主 権型で ある。 そ こで,各 種 のメニ ューの内容 と利用

者 に提示す るメニ ューの順序を吟味す ることによ って,「 使 いやす さ」 と 「汎用性」の2

っの特長を活か した対話方式を探 ってみ よ う。

対 話方式 メニ ューの提示順序 メ ニ ュ ー 内 の 選 択

① システム要求型 システ ム システ ム

② システム主導型 システム ユ ーザ

③ ユーザ主導型 ユ ーザ ユ ーザ

④ システム誘導型 ユ ーザ(シ ステ ム) ユ ー ザ(シ ステ ム)

メニ ューの内容 とメニ ューの提示順序 に着 目す ると,ユ ーザの要求 は複数の段階過程 を

経て行われ,判 断決定 は 「全体の処理過程 を制御 」する もの と 「各段階の処理を選択 」す

るものとに分け られ る。 この二つの制御権が システ ムとユ ーザの何れ に存在す るかによ り

四つの対話方式が考え られ る。

(1)シ ステム要求型

すべての判断及 び決定は システ ムが行 い,シ ステ ムの要求に対 してユーザはデー タを入

力するだけである。 システムの要求 に対 して誤 ったデータや不 完全 なデー タを入力すると,

システムは正 しいデータの再入力やデー タの追加 入力を催促す る。
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(2)シ ステ ム主 導型

全体の処理過程 は システムによって制御 され,ユ ーザ は各処理段階で処理 メニ ューか ら

所望の処理方法 を選択 す る。

(3)ユ ーザ主導 型

処理過程の種類及び各処理段階の処理方法の種類は何れ もシステムによ って固定 されて

いるが,そ の選択 はユーザに任 されている。

(4)シ ステム誘導型

処理過程の制御 も各段階 における処理方法の選択 もユーザ側 にあ るが,シ ステム も推論

機能 と学習機能によ り,シ ステムが望 ま しいと判断する制御 また は処 理方法をユーザに教

示 し誘導す る。ユーザ は システムが示唆する判断を考慮 して次の処理 を決定する。

以上,四 つの対話方式を見てきたが,「 使いやすさ」 と 「汎用性 」の二つの特長を活か

した対話方式 として は,一 般利用者に対 しては 「システ ム主導型 」,熟 練利用者に対 して

は 「システ ム誘導型」が望ま しい。

6.統 計 デ ー タ ベ ー ス サ ー ビ ス セ ン タ ー へ の 要 望

最後に,ま とめと して,統 計デー タベース利用の普及 を図るために望 ま しいと思 われ る

データ提供 サー ビスのあ り方を箇条書 に列記 しておこう。

(1)統 計 デー タベースは分野 を限定す る。

政治,経 済,社 会,文 化の全分野 をカバーす る一般統計 データデー タベースは理想的で

はあ るが,現 実的で はない。統計 データベースの性格が 「統計分析 す るため」の統計デー

タを抽 出す ることにあ るか ら,分 析 の対象 となる分野を限定 した統計 データベースこそが

現実的であ り,商 用的 に も有用であ る。

(2)統 計 デー タベー スは無加工 デー タ及 び検索 向きデ ータを充実す る。

統計デー タベ ースの性格が 「統 計分析す るため」の統計 デー タを抽出する ことにあるこ
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とか ら,無 加工データ及び検索向 き加工 データまでが統計データベースで カバ ーされるべ

きデータの加工度であ ると言え る。 したが って,統 計 データベースが提供す る以上 の加工

度を必要 とす るデータは,利 用者 自身 によって加工 されなければな らない。

(3)サ ー ビスセ ンター はデー タ提供 サー ビスに十分 な配慮を構 じる。

統計デー タベ ースサー ビスセ ンターの中には,統 計 データベースと連動 して利用で きる

高度の分析加工す るためのアプ リケー シ ョンパ ッケー ジを用意 して,利 用者 に対 して統計

データベ ースサー ビスと共に分析処理 も行 わせ る処理 セ ンター としての機能 を有 している

ものがある。 しか し,統 計データベ ースサー ビスセ ンターが処理 セ ンター としての機能 を

備え る場合,処 理セ ンターの機能 はあ くまで 「特定の利用者」に対す るサー ビスであ り,

本来のサービスセ ンターの 「一般利用者」に対 して不利 に成 らないよ うな配慮が,特 に,

料金面で必要で ある。言 い替えれば,デ ー タ使用の費用 と統計処理 の費用 とを峻別 し,料

金を別建て にする必要が ある。

(4)基 礎加工の費用 は利用者 に転嫁す る ことは望 ま しくない。

統計データベースにおいて,検 索 向 き加工デー タの整備 が十分でないと,サ ービスセ ン

ターが本来行 うべ き基礎加工を利用者 の負担 に転嫁す るす ることにな り,

統計データベ ースの発展に とって好 ま しくな い。基礎加工に要 した コンピュータ費用 を利

用者 に転嫁すべ きで はない。なぜな ら,利 用者の所望す るデ ータが検索 向き加工デー タと

して統計データベースに保持 されていれば,直 接検索 され抽出す ることが 出来 るか らであ

る。

(5)検 索 に要す る費用 も利用者 に転 嫁す ることは望ま しくない。

利用者が要求す ることは,検 索す る ことではな く,検 索 されたデー タであ る。 したが っ

て,検 索す ることはデー タベ ースサー ビスセ ンターの仕事 であ り;利 用者が必 要 とす る仕

事 ではないか ら,検 索 に要す る費用 を利用者 に負担 させないよ うに配慮すべ きである。検

索に要す るコンピュータ時間は,デ ータベ ースのデー タ構造 とデータベース管理 システム

の良 さに依存 して決 まる。それゆえ に,サ ー ビスセ ンターは効率の良 い統計 データベース

システムを開発す ることによ って検索 に要す る自己費用の削減を図ることが 出来 る。
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(6)サ ー ビスセ ンターは ター ミナル処理形態が望 ま しい。

ター ミナル処理形態 の統計 データベースサー ビスセ ンターは,利 用者に必要 なデー タを

提供す ることを主業務 と し,副 業務 としてパ ソコンでは処理で きない大型ない し高度の統

計処理 を行 うもので ある。 このよ うな ター ミナル処理形態 の統計 データベ ースの利用 は,

統計デー タベ ース利用の普及を促進す るものであ り,パ ソコンで統計分析を行お うとす る

一般利用者 にとって非常 に有用である。

(7)ユ ーザ言語 は メニ ュー言語 で,対 話方式は システム誘導 型が望 ま しい。

ユーザ言語は 「分か りやすさ」 と 「使 いやすさ」の観点 か ら,コ マ ン ド言語よ りもメニ

ュー言語が望 ましい。対話方式 として は,「 使いやす さ」 と 「汎用性」の観点か ら,一 般

利用者に対 しては 「システム主導型 」,熟 練利用者 に対 しては 「システム誘導型」が 望 ま

しい。

7.統 計 デ ー タ ベ ー ス の 具 体 例

7.1神 戸大学 多国籍企業 データベ ース(シ ステム主導型対話方式)

(1)多 国籍企業 デー タベ ースセ ンターの概要

神戸大学経営分析文献 セ ンターは,わ が国の海外進出企業の財務統計データベ ースサー

ビスセ ンターであ り,第2種 パ ケ ッ ト交換回線(DDX-TP)を 通 じて,1987年10月 よ

りオ ンライ ンサー ビスを行 っている。一般利用者 には,セ ンターか らパ ソコン端末用の通

信プ ログラムを無料で提供 している。

利用者 は,端 末用通信 プ ログラムを用いて,セ ンターか ら所望の多国籍企業の財務 デー

タを表形式で,ま たは世 界地図 と して利用者端末に表示 した り,あ るいは必要なデー タを

抽 出 してパ ソコン端末のMS-DOSフ ァイルに格納す ることが出来 る。パ ソコ ン端末で

は,抽 出 したデータを,た とえば,LOTUSl23で 統計処理することが出来 る。

7.2多 国 籍 企 業 デ ー タベ ー スの通 信 システ ム

多 国籍 企 業 デ ー タベ ー スの通 信 システ ムの 構 成 図 は,下 記 に示 す とお りで あ る。

多国 籍 デ ー タベ ー ス は,神 戸 大 学経 営 分 析 文 献 セ ンター に あ る コ ン ピュ ー タで あ るMICRO

VAX-ll内 に構i築 さ れ,シ ン コム社 の デ ー タベ ー ス管 理 シス テ ムULTRAに よ って 管理 され

て い る。
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多国籍企業デ ータベースの通信 システム構成図

経営分析文献 セ ンター 利用者パ ソコン端末

MICROVAXII

ULTRADBMS

多国籍企業財務

デー タベース

地図情報 システ ム

DDX-P

N

T

T

電話回線

PC-9800シ リーズ

通信 プ ログ ラム

DDX-TPLOTUS123

利 用者 端 末 は,パ ソ コ ン端 末 を前 提 して い る。 これ は,多 国籍 デ ー タベ ースが 統 計 デ ー

タベ ー スであ り,利 用 者 の 要 求 に応 じて,必 要 なデ ー タを パ ソ コ ン端 末 に転 送 す る こ とを

考 慮 して い るか らで あ る。 日電 のパ ソ コ ンPC9800シ リー ズ(XAを 除 く)の ユ ーザ

に対 して,セ ン ターは通 信 用 の端 末 プ ロ グラ ムを 無償 で提 供 して い る。

セ ン ター と利 用 者 を結 ぶ 通信 回 線 は,利 用 者側 で は電話 回 線 で 入 る こ とので き る第2種

パ ケ ッ ト交 換 網(DDX-TP)を 利 用 し,セ ン ター側 で は パ ケ ッ ト交 換 網(DDX-P)を 利 用

して い る。 海外 の 利用 者,例 え ば,米 国 に い る利 用 者 か らセ ンタ ーを ア クセ スす るに は ,

米国 内の 電話 回 線 か らテ ィム ネ ッ ト(TYMNET)に 入 り,米 国 のITTを 経 由 してVENUS-P

に入 り,日 本 国 内 のKDDに 至 り,更 にNTTを 経 由 してDDX-Pに 入 り,セ ンター に繋 が

れ る。
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7.3マ イ クロ ・メイ ンフ レーム結合

統計デー タベースは,情 報データベースと異な り,セ ンターにあ るコンピュータ(メ イ

ンフレーム)か ら所望 の情報を端末 に表示 また は印字 して 「見 る」 ことにのみあ るので は

な く,統 計分析す るためのデータを転送 して貰い,パ ソコン端末(マ イ クロコ ンピュータ)

で統計処理 が出来 るよ うな もので なければな らない。セ ンターの メイ ンフ レームと利用者

のマイクロコンピュー タとの間で のフ ァイル転送がマイ クロ ・メイ ンフレーム結合である。

マイ クロ ・メイ ンフ レーム結合で問題 となるの は,転 送 され るフ ァイルの形式であ る。

データの表現形式 には,大 別 して,次 の3種 類がある。

①文字形式 文書,数 値

②バ イナ リー形式 数値,図 形

③ イメー ジ形式 図形

データの圧縮 および図形の コー ド化は②バイナ リー形式 に含め ることにす る。一般 に,

文字情報 は①文字形式で,数 値情報 は①文字形式 または②バ イナ リー形式で,図 形情報 は

②バ イナ リー形式 または③イメージ形式で表 され る。

これ ら3種 類の データを転送す るには,現 在 のところ,米 国の情報 データベースサ ービ

スで有名なSOURCEで 使われているrKERMIT手 順 」が最適であ り,多 国籍デー

タベ ースで もこの伝送手順を採用 している。

セ ンターか らKERMITで 転送 され るデー タは,パ ソコン端末 のデ ィスクの中にMS

-DOSフ ァイルと して蓄え られ る
。 したが って,後 は,パ ソコン側でパ ソコンソフ トを

用 いて,自 由に統計処理を行 うことが出来 る。 メインフ レームで処理すれば課金 され るが,

パ ソコンで処理すれ ば無料 であ る。パ ソコ ン側で使わ れ るソフ トと して は,LOTUS

123を 前提 としている。 た とえば,必 要なデー タをダウ ンロー ド(セ ンターか ら端末 にフ

ァイル転送す る)し て,LOTUSで 比率 などを計算 し,表 や各種の グラフを作成す る。

多国籍 デー タは世界各地に進出 している日本企業の財務 データであ るか ら,利 用者の要

求す る情報 を世界地図上に表現 し,視 覚に訴え ることが効果的であ るので,セ ンターで は

地図情報 システム(UNIRAS)を 用いて地図表示で きるよ うに している。

また,特 定の利用者 に対 しては,デ ータベー スサー ビスだ けで はな く,MICROVAX

が装備 している各種の コマ ン ド,メ ール機能 も使用で きるよ うに している。 したが って,

パ ソコン端末で処理 で きない統 計処理を メイ ンフ レームで行 うことも可能であ る。
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7.4収 録 されてい る多国籍企業

多国籍企業 デー タベースに収納 している企業の数 は,現 在,日 本 の親会社が71社(製 造

業62社,総 合商社9社),海 外の子会社 が約2,000社 である。

総合商社9社 は,売 上 高(1982年)で みた上位9社 であ り,次 のよ うな会社である。

①三菱商事,② 三井物産,③ 伊藤忠 商事,④ 丸紅,⑤ 住友商事,

⑥ 日商岩井,⑦ トー メン,⑧ 兼松 江南,⑨ ニ チメ ン

製造業62社 は,売 上高が1,000億 円以上(1982年),5カ 国以上に直接投資を行 い海外

投融資残高が50億 円以上の条件 を満たす会社で ある。

多国籍企業データベースの利用を推進 してお られ る神戸大学の片野彦二教授 は,「 日本

の多国籍企業 －KobeProjectに おける採択基準 の改訂 一」(国 民経済雑誌,148巻,2号)

において,よ り実用的な多国籍デー タベ ースとす るには,多 国籍企業の採択基準を改訂 し

て,対 象業種を全業種に拡大 し,採 択基準 を緩和 して収録親会社数を150社 前後 に増大す

べ きである と提言 されている。

片野教授 の提唱され る新採択基準 は,以 下の通 りである。

①売上 高(1986年)が1,000億 円以上 の全業種の企業

②1983年 か ら1985年 にかけて5カ 国以上 に直接投資 してい る企業

総合商社9社 はすべて売上高が1,000億 円以上であ りか ら,新 採択基準で も,採 用 され,

また,製 造業62社 も5カ 国以上 に海外投 資を行 って いるか ら,そ のまま採用 され ることに

な る。

採択基準の改訂 によ り採択 され る親会社の数は,す で に収録 されてい る71社 を含み,総

数で179社 とな る。その内訳 は次の通 りであ る。

産 業 社数 産 業 社数 産 業 社数

農水業 4 鉄鋼業 7 商 業 17

建築業 7 非鉄金属工業 8 銀行業 6

食品業 5 金属製品業 1 保険業 8

繊維業 9 機械工業 12 証券業 3

製紙業 2 電気機器製造業 27 リー ス業 7

化学工業 16 輸送用機器製造業 15 不動産業 2

ゴム製品業 2 精密機器製造業 5 運輸通信業 7

窯 業 3 その他製造業 4 サ ー ビス業 2
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7.5多 国籍企業の財務デー タ

多国籍企業 データベ ースは,次 の統計資料 を基 に,親 企業及びその海外子会社の財務デ

ー タを時系列(1960年 以降最新 まで)に 編集 してデー タベ ース化 した統計 データベ ースで

ある。

①東洋経済新報社 「海外進出企業総覧」

② フォーチュ ン誌 「米国以外 の世界の500製 造会社および100商 業銀行 」

現在,利 用者 に公開 しているデー タ項 目は次の通 りであ る。

①親会社のデ ータ 会社名,住 所,貸 借対照表,損 益計算書,従 業員数,

出資先,出 資比率,社 歴(改 名,合 併,分 離)

②子会社のデー タ 現地企業名,住 所,資 本金,従 業員数(男,女),

派遣職員(常 勤,非 常勤),生 産高,出 資元,出 資先

親会社 と子会社 には出資先 ・出資元の出資関係 にあ り,ま た子会社 間に も出資関係があ

る。更に,時 系列 デー タの連続性の観点か ら,会 社の社歴 に留意す る必要があ る,特 に,

出資元で ある親会社 同士が合併 した場合,出 資比率 も合算 しなければな らないか らであ る。

多国籍企業デー タベ ースのデータ構造 を図示すれば,次 の ように表 され る。

改

A国

親会社

B国

親会社

C国

親会社
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7.6シ ステム主導型対話方式

多国籍データベース システムのユーザ言語 は,「 メニ ュー言語 」であ り,対 話方式 は,

「システム主導型」である。 システムが全体の処理過程の制御を行 い,ユ ーザは各段階で

提示 され るメニ ューの中か ら処理方 法を選択す る。

システムによ って提示 され るメニ ューには,次 のよ うな ものがある。

① ログオ ンメニ ュー(利 用者名,パ スワー ド)

ユーザの利用資格 を検査す るメニ ューで ある。ユーザ登録名 と暗唱番号を入力す る。

②検索 メニ ュー(企 業情報,出 資関係,子 会社財務 データ,親 会社財務 データ)

検索内容を選択す るメニ ューであ る。企業情報 は社歴や 出資先の情報であ る。

出資関係 は出資先や出資比率,出 資元の情報であ る。子会社財務 デー タ及び親会社財

務 データは自明であろ う。

③企業 メニ ュー(親 会社方式,子 会社方式,国 名方式)

検索す る会社名を選択す るメニ ューであ る。会社名を選択す る方法 として,親 会社方

式は,親 会社名簿で親会社 を選択す るか,ま たは親会社 を指定 してその子会社 名簿か

ら子会社名を選択す る場合であ り,子 会社方式 は,子 会社名を指定 してその親会社名

簿か ら親会社名を選択す る場合で あ り,国 名方式 は,国 名を指定 してその国にある子

会社名簿か ら子会社を選択 する場合であ る。

④項 目メニ ュー(検 索 メニ ューに応 じた項 目内容)

検索 内容の詳細を指示す るメニ ューで ある。検索す る項 目を任意 に選択 する。

⑤出力メニ ュー(時 系列表,項 目表,地 図,フ ァイル転送)

検索結果を出力す る方法を選択す るメニ ューである。
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シスデム主導型の制御の流れ図

企業情報

項 目

メニ ュー

出 力

メニ ュー

企 業 メ

出資関係

項 目

メニ ュー

出 力

メニ ュー

小会社

財務項 目

メニ ュー・

出 力

メニ ュ ー

親会社

財務項 目

メニ ュー

出 力

メニ ュ一
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7.7メ ニ ュー画面

① ログオ ンメニ ュー 利用者 の資格 を検査す るメニ ューであ る。

神戸大学 経済経営研究所

附属経営分析文献センター

利用者名とパスワードを入力してください。

利用者名

パ ス ワー ド

②検索 メニ ュー 検索内容を選択す るメニ ューである。

検索 メニ ュー

検索 しよ うとす る情報の内容を番号で選択 して くだ さい。

選択番号:

1… 企業情報

2… 出資関係

3… 子会社の財務デー タ

4… 親会社の財務デー タ
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③ 企業 メニ ュー 検索する会社名を選択す るメニ ューで ある。

企業 メニ ュー

会社名を選択す る方式 を番号で選択 して くだ さい。

選択 番号:

1… 会社名または証券 コー ドを直接指定す る。

2… 親会社名簿か らを選択す る。

3… 親会社名を指定 し,そ の子会社名簿か ら選 択す る。

4… 外国名簿か ら国名を選び,そ の国にあ る子 会社 名簿か ら選択す る

④ 項 目メニ ュー 検索内容の詳細項 目を選択 するメニ ューで ある。

(1)企 業情報の項 目メニ ュー

企業情報の項 目メニ ュー

検索す る項 目を番号で選択 して くだ さい。

選択番号:

1… 会社 の社歴情報(設 立,改 名,譲 渡,分 離,合 併)

2… 出資先企業名

3… 項 目メニ ューを終了 し,検 索 メニ ューに戻 る。
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(2)出 資関 係 の項 目 メニ ュー

出資関係 の項 目メニ ュー

検索す る項 目を番号 で選択 して ください。

選択番号:

1・ ・◆出資先および出資元の企業名

2… 出資先企業 の情報

3… 出資元企業 の情報

4… 項 目メニ ューを終了 し,検 索 メニ ューに戻 る。

(3)小 会 社 の 財 務 デ ー タの項 目メニ ュ ー

子会社の財務デ ータの項 目メニ ュー

検索す る項 目の前の括弧内 に,Sを タイプ して選択 して くだ さい。

選択

[]資 本金

[]従 業員

[]派 遣職員

[]生 産高,売 上高

[]そ の他

[]項 目メニ ューを終了 し,検 索 メニ ューに戻 る。
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(4)親 会社の財務デー タの項 目メニ ュー

親会社の財務デー タの大分類項 目メニ ュー

検索 す る大分類項 目の前の括弧内に,

選択 して くだ さい。

]貸 借対照表(資 産の部)

]貸 借対照表(負 債の部)

]貸 借対照表(資 本の部)

]損 益計算書

]製 造原価明細書

]海 外直接投資

]そ の他

]大 分 類 項 目メニ ュー を終 了 し,検 索 メニ ュ ー に戻 る。

親 会 社 の財 務 デ ー タの小 分 類 項 目 メニ ューの うち,

書 の 項 目 メニ ュー につ い て,示 して お こう。

貸借対照表(資 本の部)と 損益計算
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(4-3)貸 借対 照 表(資 本 の 部)の 項 目メニ ュー

貸借対照表(資 本の部)の 項目メニュー

検索する項目の前の括弧内に,Sを タイプ して選択 して ください。

選択

]資 本金]資 本準備金]利 益準備金

]そ の他の剰余金]任 意積立金]減 債積立金

コ配当平均積立金]退 職慰労積立金]当 期未処分利益

(4-4)損 益 計算 書 の 項 目 メニ ュー

損益計算書 の項 目メニ ュー

検索す る項 目の前 の括弧内 に,Sを タイプ して選択 して ください。

選択

]売 上高]売 上原価]売 上総利益

]販 売費 ・一般管理 費[]営 業利益]営 業外収益

]営 業外 費用]経 常利益]特 別利益

]特 別損失]税 引前 当期純利益[]法 人税等

]当 期純利益
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⑤ 出力メニ ュー 検索結果を出力す る方法を選択す るメニ ューであ る。

(D企 業情報及 び出資関係の出力 メニ ュー

出力メニ ュー

企業情報及 び出資関係の出力 メニ ュー

検索す る項 目の前の括弧内に,Sを タイプ して選択 して ください。

選択

[]時 系列の表

[]特 定年の表 西暦年:

[]世 界地図 による各種 グラフ

[]項 目データの ファイル転送

(2)財 務 デ ー タ の 出力 メニ ュー

出力 メニ ュー一

財務データの出力 メニ ュー

検索す る項 目の前の括弧内に,Sを タイプ して選択 して ください。

選択

[]時 系列 の表

[]特 定年 の表 西暦年:

[]項 目データのフ ァイル転送

一85一



8.STEPS-NEEDS統 計 デ ー タ ベ ー ス(コ マ ン ド言 語 方 式)

8.1STEPSシ ステムの概要.

統計分析 システムSTEPSは,経 済予測や政策 シ ミュ レー シ ョンのための統計手法を

平易な英文で利用で きる情報 システムで ある。 システムの詳細 にっいて はrSTEPS

電算機による計量経済分析」(杉 浦一平 ほか,東 証経済新報社,1981)を 参照 されたい。

STEPSの 特長を列記す ると,次 のよ うな ものが ある。

(1)NEEDSデ ー タ(日 経総合経済 フ ァイル)及 びSNA統 計をデー タベ ース化 し

て内蔵 して いるデータベース システムであ る。

(2)各 種の初等統計分析及び時系列分析の行える分析 システムであ る。

(3)計 量経済 モデルの シミュ レー シ ョン分析 の行え る分析 システムである。

(4)基 本的なFORTRAN言 語が使用で きる言語処理 システムである。

(5)利 用者個人専用のデー タバ ンクを内蔵 し得 るデータベース システムであ る。

STEPSは 大学での授業または研究 に,企 業 での実務 に利用 されている。大学では,

関西学院大学 をは じめ半数の大学 に導入 され,経 済統計な どの授業 に利用 されてい る。他

方,地 方 自治体や電力会社に も導入 され,長 期計画や予測に用 い られている。

STEPSは,1972年 にバ ッチ処理用 に開発 され,1983年 にTSS処 理で も使用で きる

よ うに機能の追加が行なわれた。

`

8.2対 話型STEPSの 利用例 ・

TSS処 理用のSTEPSは,シ ステム要求型 の対話型情報 システムであ り,利 用者 は

システムの要求 メ ッセー ジに対 してデ ータまたはSTEPSコ マ ン ドを入力 して応答す る。

具体例 と して,STEPSを 利用 して,次 のよ うな問題 を処理 してみよ う。

NEEDS統 計 データベ ースか ら,必 要なデー タを抽出 して,

1971年 か ら1987年 までの期 間におけ るわが国のエ ンゲ

ル係数の推移を計算 し,計 算結果 を端末のデ ィスプ レイ画面 に

表 と点 グラフで表示せ よ。

TSS端 末 のREADYモ ー ドに お いて,TSSコ マ ン ドと してST'EPSを 入 力 す る

と,STEPSシ ステ ムが起 動 され,利 用 者 はSTEPSの 世 界 に導 か れ る。 以 下,ST
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EPSの メ ッセー ジに対 し℃ 利用者力i応答す る部分をア ンダ「ライ ンで疏

**

HELLO!MR'ユTザ 「D'

**

ENTERSYSOUT.CLASS(A/H/NULL):二

ST'EPSPR。GRAMNAME:

STEPSDATANAME:

〈OPENDISK>FILENAME: ________

〈CLOSEDISK>FILENAME:MYBANKl

ENTERSTEPSPROGRAMANDDATA

INPUT

OOO10START,'ENGELRATIOS'

00020DATEISYEARFROM19'70

00030PERIODIS1971TO1987

00040GETNEEDS,SYOUHI='CH',SYOKUHI='CF

H'

00050COMPUTE,ENGEL=SYOKUHI/SYOUHI*100

00060PRINT,SYOUHISYOKUHIENGEL

OOO70PLOT,ENGEL(0,100)
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00080

00090

00100

00110

PUTFILE,SYOUHISYOKUHIENGEL

CLOSEDISK,'MYBANK1'

END

STEPSPROGRAMANDDATASAVEDIN

(ユ ーザID.STEPSAVE.DATA)

しば らくす ると,端 末の画面 には,変 数SYOUHIとSYOKUHI,ENGELの

デー タが,左 端に1971年 か ら1987年 まで の年,最 上段 に三 つの変数 名の見 出 しのある表 と

して,表 示 され る。 この後,エ ンゲル係数の推移を示す点 グラフが表示 され る。

最後 に,STEPSシ ステムは終了 し,画 面 にはREADYが 表示 され,TSS処 理 に

戻 る。

[説明]

(1)SYSOUTク ラスの指定

STEPSプ ログラムの翻訳結果及びプ ログラムの実行結果 を出力す る先を指定す る。

プ リンターに印字するな らば,A

印字 出力を保留す るな らば,H

端末画面に表示す るな らば,空(何 もタイプ しない)

を タ,イブす る。 ここでは,結 果を直接端末に表 示す るので,空 とす る。

(2)プ ログラム名の指定

STEPSプ ログラムのデータセ ッ トが作成済みであれ ば,そ の ファイル名を タイプす

る。端末か ら直接 プ ログラムまたはデー タを入力す るので あれば,空,つ まり何 もタイプ

しないで送信 キーを押す。 ここで は,プ ログラムを端末か ら入力す るので,空 とする。
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(3)DATA名 の指定

プ ログラムで使用す るデ ータのデータセ ッ トが作成済みであれば,そ の フ ァイル名 をタ

イプす る。端末か ら直接 データを入 力す るか,ま た は入力 しな いのであれ ば,空,つ ま り

何 もタイプ しないで送信 キーを押す。 ここでは,デ ータは端末か ら入力 しないので,空 と

す る。

(4)OPENDISKフ ァイル名の指定

利用者個 人のデータバ ンクを使用するのであれば,そ のフ ァイル名を タイプ し,使 用 し

ないのであれば,空,っ ま り何 もタイプ しないで送信キーを押す。 ここでは,使 用 しない

ので,空 とす る。

(5)CLOSEDISKフ ァイル名の指定

利用者個人のデータバ ンクを作成す るか,ま たは更新す るのであれ ば,そ の ファイル名

を タイプ し,作 成 も更新 もしないのであれば,空,っ まり何 もタイプ しないで送信 キーを

押す。 ここで は,次 回 に使用す るために作成す ることに してい るので,フ ァイル名として,

例えば,MYBANK1と タイプする。次回の分析では,OPENDISKフ ァイル名

の指定 の時に,MYBANK1と タイプすれば,前 回にプ ログラムで用 いたすべての時系

列デー タ(SYOUHI,SYOKUHI,ENGEL)を その まま使用す ることがで き

る。つま り,NEEDSの データ も利用者個人のデー タバ ンクMYBANK1に 取 り込 ま

れてい るのである。

(6)STEPSプ ログラム及 びデー タの入力

STEPSプ ログラム名の指定で空 とした場合,プ ログラムは端末よ り直接入力 される

ことにな り,STEPSプ ログラム及びデータの入力を要求す るメ ッセー ジが表示 され,

続 いて行番号00010が 表示 されて,入 力待 ちとな る。 そ こで,STEPS命 令文を1

行 タイプ し,送 信 キーを押す。1行 分が入 力され,行 番号00020が 表示 され,入 力待

ちとなる。以下,1行 ずっ タイプ し,送 信 キーを押す。プ ログラムの入力を終了 させ るに

は,空,っ まり何 もタイプ しないで送信キーを押す。

入力 したSTEPSプ ログラムはフ ァイル名STEPSAVEで 保存 され,そ の 旨の メ

ッセー ジが表示され る。
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(7)STEPSプ ログラムの実 行

STEPSプ ログラムは,ま ず翻訳 され,そ れか ら実行 され る。翻訳 に誤 りがなければ,

プ ログラムの リス トを表示 してか らプログラムを実行する。

もし翻訳 に誤 りがあれば,診 断 メ ッセー ジを表示 して,STEPSシ ステムを終了 させ

て,TSSのREADYモ ー ドに戻 る。 そこで,EDITコ マ ン ドで誤 りのあるプログラ

ムを修正す る。修正 し終わ ると,再 びSTEPSコ マ ン ドでSTEPSシ ステムを起動 さ

せ,修 正 したプ ログラムを実行す る。

翻訳 に誤 りがな くなると,プ ログラムは実行 に移 され る。 しば らくすると,端 末の画面

には,変 数SYOUHIとSYOKUHI,ENGELの 時系列 データが,最 上段 に三つ

の変数名の見 出 し付 けて,表 示 され る。続 いて,1971ら1987年 までのエ ンゲル係数 の推移

を示す点 グラフが表示 され る。

最後に,STEPSシ ステムは終了 し,再 び,TSSのREADYモ ー ドに戻 る。

(8)'STEPSプ ログラムの説明

上記のSTEPSプ ログラムの内容を簡単 に説 明 してお こう。

DATE文 は,時 系列 データの期種 と初期点を指定す る命令文 である。 ここで は,期 種

は年次(YEAR)で,初 期点 は1970年 であ る。期種 には,ほ か に,月 次(MONTH),

四半期(QUART),半 期(HALF),無 名(ITEM)が ある。

PERIOD文 は,分 析期 間を指定す る命令文であ る。 ここで は,分 析期間 は1971年 か

ら1987年 までである。

GETNEEDS文 は,日 経総合経 済データベ ースか ら時系列データを抽 出す る命令

文である。 ここで は,家 計最終消費支出(日 経 コー ドCH)と 飲食費(日 経 コー ドCFH)

を抽 出 し,時 系列変数SYOUHIとSYOKUHIに それぞれ代入 してい る。注 目すべ

きことは,NEEDSデ ー タベ ースには四半期デ ータのみが収録 されていて,年 次 データ

は存在 しないが,自 動的に年次 データに編集 されて,分 析期間の年次データとして抽出 さ

れ ることである。

COMPUTE文 は,分 析期間に対す るエ ンゲル係数を計算す る命令文である。計算結

果 は左辺の時系列変数ENGELに 代入 され る。

PRINT文 は,SYOUHI,SYOKUHI,ENGELの 時系列変数 について分

析期 間の値を表示す る命令文であ る。PLO↑ 文 は,ENGELの 時系列変数 について分
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析期間の点 グラフを描 く命令文である。

PUTFILE文 は,SYOUHI,SYOKUHI,ENGELの 時系列 デ ータを

利用者個人のデータバ ンクに一時保存す る命令文である。

CLOSEFILE文 は,利 用者個人のデータバ ンクを作成 し,一 時保存 されていた

時系列デー タを永久保存(収 録)す る命令文であ る。

END文 は,STEPSプ ログラムの終 わ りを示す命令文であ る。

9.統 計 デ ー タ ベ ー ス を 利 用 し た 授 業

前 節で述べ たよ うに 日本の大学で も統計 データベースを利用 して,STEPSやSAS

等の統計分析 システムを用いて コンピュー タ実習を行 ってい るが,米 国 に比べ るとその数

は少ない。

1982年 に米国 ジ ョー ジタウン大学経済学部の学生 に経済統計 の講義を行 った。 この経済

統計 の講義 は,た だ単 に理論を教 えるだけでな く,経 済統計 デー タベ ースを利用す る コン

ピュー タ実習を伴 うものであ った。当時の講義内容 について若干触れてみたい。

9.1ジ ョー ジタウン大学 における経済統計の授 業

経 済統計の授 業では,時 系列分析(循 環変動分析,移 動平均法,指 数平滑法,分 布 ラグ

法),傾 向分析,重 回帰分析を教え るものであ った。隔週 に講義 を行い,講 義 の終 りに次

週 に行 う実習の問題 を2～3題 与え,次 の講義 までに レポー トとして提 出させて いた。学

生数 は30人 位であ った。

ジ ョー ジタウン大学では,特 に,実 習を伴 う授業に対 して教授の授業 を補佐す るteach-

ingassistantと して,大 学院生が1人 割 り当て られてお り,授 業時間外 に講義内容 につ

いて学生の質問に答えた り,実 習を補佐す る制度があ った。 そのため,教 授 は授業時間内

のみ学生の面倒 を見ればよか った。っま り,教 授 は演習問題を与え,実 習時間 に手 ほどき

す るだ けで,後 は,す べてteachingassistantが 面倒 を見,レ ポー トの採点 も行 って くれ

た。 この制度 は,大 学院生への奨学 金給付に対す る反対給付および教育実習の性格 を持 っ

て いる。

経済学部 のカ リキ ュラムにおけ る経済統計の位置づ けに触れてお くと,経 済統計 の受講

資格 は統計学の単位修得者 に限 られて いる。従 って,経 済統計の授業で は正規分布 やt分

布,検 定の講義 を詳細 にす る必要が ない。 さ らに,経 済統計 は学部の授業科 目であ るばか
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りで な く,大 学 院 の初 年 度 の授 業 科 目(intermediatecourseの 科 目)で もあ り,大 学 院

の 計量 経 済学 の 必修 科 目(prerequisite)で あ るた め,計 量 経 済学 を履 修 す るた め に は,

初年 度 の秋 学 期(Fal1sernester)に 経 済 統 計 を履 修 して お く必 要 が あ る。

9.2大 学の計算セ ンター

ジ ョー ジタウン大学の計算 セ ンターには,実 習用 の端末 と して約40台 の ビデオデ ィスプ

レイ端末が設 置されていた。 これ らの端末 は,セ ンターの メイ ンフ レーム(2台 のIBM

4341)を 経由 し,マ サチ ューセ ッツ州 にあ るDRI社 の メイ ンフ レーム(バn－ ズ)

に繋が っていた。

DRIは,い うまで もな く米国の経済統計のデー タサ ー ビスを全米に行 ってい るデータ

ベースサー ビスセ ンターである。DRI社 は,ジ ョー ジタウン大学 に対 して,当 時はサー

ビスを無償で行 っていた。経済学部 と計算セ ンター間で は,わ が国の国立大学の情報処理

教育セ ンターと同 じように,一 つの授業科 目に対 して一定額 の予算が計算機使用料 として

決め られ,学 期末に帳簿上 のみの決済が行われた。'

9.3利 用 者 ・計 算 セ ンタ ー ・DRI間 の通 信 システ ム

端 末 は,デ ィスプ レイ とキ ー ボ ー ド,プ リンター か らな るダ ム端 末 で あ った。 ユ ー ザ言

語 は コマ ン ド言 語 で あ り,こ れ は,NBERで 計 量 経 済 分 析 用 に 開発 され たTROLLシ

ステ ムの言語 で あ る。TROLLの 利 用 マニ ュ アル は,大 学 の 書籍 部 で 販売 され て い た。

各 学生 が 直接 利 用 す るプ ロ グ ラム は,こ のTROLLで あ り,一 人 の 学生 に対 して,一

つ のTROLLが ジ ョー ジタ ウ ン大学 の メイ ンフ レー ムで 起 動 され使 用 され る。 ジ ョー ジ

タ ウ ン大学 の メイ ンフ レー ムがDRIの 統 計 デ ー タベ ー スの 一 つ の端 末 とな って い る。

多 数 のTROLLとDRIの デ ー タベ ース セ ンター との間 の デ ー タ通 信 は,大 学 の 計算

セ ンターが 開 発 した デ ー タベ ー ス通 信 プ ロ グラ ム によ って 管 理 され て い る。 そ の通 信 シ ス

テ ムの構 成 図 は次 頁 の よ うにな る。

当時,計 算 セ ン ターで 使 用 で きる統 計 分析 シス テ ム と して は,時 系列 デ ー タの統 計 分 析

用 に は,TROLLの ほか,TSPが あ り,横 断 面 デ ー タの統 計 分 析用 に は,SPSS,

MINITAB,SASが あ ったが,TROLLの み がDRIの 統 計 デ ー タベ ー スを 利 用

す る ことが 出来 る よ うに な って い た。
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V.ユ ー ザ か ら み た デ ー タ ベ ー ス 利 用 の 問 題

データベースの利用 に関 しては従来か らも様 々な問題が指摘 されて きている。それは,

日本のデー タベ ースにっいていえば蓄積件数が少 ないことや,端 末 ・パ ソコン等によるア

クセスない しは操作上の欠陥,さ らには利用 コス トの問題 など非常 に多岐 にわた るもので

あるが,以 下で取 り上げ るのは,産 業 ・経済や地域問題を考 えているユーザがい るとして,

現行 の統計(主 と して官公庁統計)が その ままデータベー ス化 された と仮定 した場 合 どの

様 な点で使 いに くさが生ず るか とい う点であ る。

1.分 類 上 の 問 題

1.1地 域分類

現在の官公庁統計における地域分類 は基本的な単位 と して,県 別,市 町村別,と い う行

政単位 に基づ いてい るといえ る。 その点で,各 種の統計は横並 べ した時に対応関係がっ い

ていると考え られ るが,こ の レベルだ けで済 まない問題 もあ る。例えば,都 道府県 を こえ

る地域区分などがそ うした ものである。

現在 日本 において用 い られている地域区分は,次 表にみ られ る通 り4種 類 もあ る[13]。

一 つは,公 共工事請負 ・住宅着工,及 び労働省の求人求職 関係 の統計で使われてい る分類

で表のAが それ に当たる。通産省の生産指数関係,及 び百 貨店 ・セル フ店販売関係 の統計

で使われ る分類 はB,総 務庁の家計消費,消 費者物価,失 業率統計で はCの 分類,そ して

乗用車新規登録の場合にはDの 分類が採用 されている。 これ らの地域区分 を相互比較 して

み ると,次 のよ うな事が分か る。 まず新潟の帰属 につ いて は東北 とす るのがAとD,関 東

とす るのがB,北 陸 とす るのがCと な って いる。長野 につ いて関東 とす るものがA,B,

Cと あ る反面,東 北 とす る分類(D)も ある。静 岡の場 合 は,東 海 とす る分類がA,C,

Dと なってい るの に対 してBは 関東に入れ ている。次 に,富 山 ・石川 にっいては,福 井 と

共 に北陸 とい う分類 に含 あ るや り方(A,C,D)と,Bの よ うに中部 に入れ る考え方 が

ある。岐阜,愛 知,三 重 の3県 は,東 海 とす る もの(A,C,D)と,共 に中部 に入 れ る

Bの や り方が あ る。福井 にっ いて は北 陸 とす る分類(A,C,D)の 他,Bで は近畿 に分

類 している。それ以外の都道府県 にっ いて は分類上の差はみ られ ない。
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表1地 域区分および資料名

地域区分

Dl
C
l

B
-A

道海北

北東

海東

陸

ー

北

海

1

一

束

陸北

縄沖

陸北

東関

畿近

国中

国四

州九

1

北ー1東

部中

海東

陸北

1海東

陸北

道

森

手

城

田

形

島

潟

城

木

馬

玉

葉

京

川

梨

野

岡

山

川

阜

知

重

井

賀

都

阪

庫

良

山

取

根

山

島

口

島

川

媛

知

岡

賀

崎

本

分

崎

島

縄海奈歌児北青岩宮秋山福新茨栃群埼千束神山長静富石岐愛三福滋京大兵奈和鳥島岡広山徳香愛高福佐長熊大宮鹿沖

資 料 名

B鉱 工業生産指 数

B

B

A

A

B

B

C

D

A

A

A

A

A

A

C

A

C

鉱工業出荷指 数

鉱工業在庫指 数

公共工事請負金額

新設住宅着工戸数

百 貨 店 販 売 額

セル フ店販 売額

全世帯消費 支出

乗用車新規登録 ・

届出台数

有 効 求 人 倍 率

有 効 求 人 数

有 効 求 職 者 数

新 規 求 人 倍 率

新 規 求 人 数

新 規 求 職 者 数

完 全 失 業 率

企 業 倒 産

消費者物価指数

通商産業省,各 通商産業局,

名古屋通商産業局公益事業富山支局,

沖縄県

通商産業省,各 通商産業局,沖 縄県

通商産業省,各 通商産業局

保証事業会社協会

建 設 省

通商産業省,各 通商産業局

通商産業省,各 通商産業局

総務庁統計局

日本自動車販売協会連合会,

全国軽自動車協会連合会

労 働 省

労 働 省

労 働 省

労 働 省

労 働 省

労 働 省

総務庁統計局

東京商工リサーチ

総務庁統計局

資料:経 済企画庁 「地域経済動向」
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この様に異 なる地域区分がされた ままで これ らの統計がデー タベ ース化 された とすれば,

地域 レベルでのデータの接 合性,相 互比較が不可能 となって しま う。例 え この地域 レベル

での統計数値を使わずに県単位の統計 を見たいと した場合で も,検 索 され たデータがそれ

ぞれの地域 区分の順序で並 べ られているな らば,ユ ーザ は自ら並 び替 えを しなければ県単

位での各種統計数値を相互 に較べ ることが 出来ない ことにな る。特に,パ ソコンを初め と

す るコンピュータによってア ウ トプ ッ トを同一表 に打 ち出 して比較をす る とい うよ うな事

を考えると,現 在のようなバラバ ラの状態 はぜひ とも改善 してお くべ き事柄であろ う。

もっと単純 な例 として は,個 別県単位 のデータの並 び順が統計 によ って異 なる場合であ

る。経済企画庁 は県民所得推計結果を公表 してい るが[日,そ こにおける各県の並 び順 は,

例えば通産省の工業統計表 川 におけ るそれ とは異な ってい る。従 って ここで も,デ ータ

ベースによ って県単位の統 計を相互に比較で きるためには,ユ ーザがア ウ トプ ッ トの順序

を並び替え る必要が出て くることにな る。

県民所得 工業統計 県民所得 工業統計 県民所得 工業統計 県民所得 工業統計

の順 の川頁 の順 の順 の順 の順 の順 の順

北海道 北海道 千 葉* 東 京* 滋 賀 滋 賀 香 川 香 川

青 森 青 森 東 京* 神奈川* 京 都 京 都 愛 媛 愛 媛

岩 手 岩 手 神奈川* 新 潟* 大 阪 大 阪 高 知 高 知

宮 城 宮 城 山 梨* 富 山* 兵 庫 兵 庫 福 岡 福 岡

秋 田 秋 田 長 野* 石 川* 奈 良 奈 良 佐 賀 佐 賀

山 形 山 形 静 岡* 福 井* 和歌山 和歌山 長 崎 長 崎

福 島 福 島 富 山* 山 梨* 鳥 取 鳥 取 熊 本 熊 本

新 潟* 茨 城* 石 川* 長 野* 島 根 島 根 大 分 大 分

茨 城* 栃 木* 岐 阜 岐 阜 岡 山 岡 山 宮 崎 宮 崎

栃 木* 群 馬* 愛 知* 静 岡* 広 島 広 島 鹿児島 鹿児島

群 馬* 埼 玉* 三 重* 愛 知* 山 口 山 口 沖 縄 沖 縄

埼 玉* 千 葉* 福 井* 三 重* 徳 島 徳 島

注:都 道府県名右側の*は,県 民所得統計 と工業統計 におけ る都道府県の順番が対応

していないものを示す。

この様 にみ て くる と, 地 域 デ ー タに つ いて デ ー タベ ー ス化が 行 わ れ る とす るな らば,ま
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ず基本 となる県単位,さ らには市町村単位 というところでデー タの順を共通 の もの として

確定 してお く必要があ る。例えば,ア ルファベ ッ ト順,か っ辞書 的順序 とい った形で整理

が行われなけれ ばな らない。特 にパ ソコンなどの コンピュータ処理 によって県別 に様 々な

統計を同一表に揃えて アウ トプ ッ トしよ うとする場合 などで はそのよ うな措置が絶対必 要

であろ う。

1.2産 業分類

官公庁統計 における業種分類は,基 本的には標準産業分類 に基づ いてい る。 しか しなが

ら,こ こで もユ ーザ側 か らみ ると,業 種分類の レベルなどが異 なるために各業種別 に横並

べ してそれぞれの特 徴をみ よ うとす ると問題が生ず る可能性が高 い。具体的な例 と して,

総務庁の 「科学技術研究調査報告」[9ユ における業種分類をあげてみよ う。同報告の産 業

分類 は次の通 りであ る。

農林水産業

鉱 業

建設業

製造業

食品工業

繊維工業

パルプ ・紙工業

出版印刷業

窯 業

鉄鋼業

非鉄金属工業

金属製品工業

機械工業

電気機械工業

電気機械器具工業(小 分類統合)

注:

レベル。

総 務 庁'[)1に よ る産 業分 類,

化学工業

総合化学 ・化学繊維(小 分類統合)

油脂 ・塗料工業(小分類)

医薬品工業(小 分類)

その他の化学工業(小分類)

石油 ・石炭製品工業

プラスチック製品工業

ゴム製品工業

通信 ・電子 ・電気計測機(小分類統合)

輸送用機械工業

自動車工業(小 分類)

その他輸送用機械工業(小分類統合)

精密機械工業

その他の工業(中 分類統合)

運輸 ・通信 ・公益業(大 分類統合)

()内 は当該分類の工業統計における対応

この産業分類 は全部で31と な ってい るが,一 応標準産業分類における大分類 と中分類の
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組合せをベースに した もの とな ってい る。 しか しなが ら,そ の中に小分類,及 びその グル

ープ化 された ものや
,大 分類 を統合 した ものな どが項 目と して組み込まれて いるとい う具

合 いに レベルの異 なるものが一つの表 の中に組 み込 まれてお り,相 当複雑 な形を呈 してい

る。例えばこれ らの産業 にお ける研究 開発投資額 と,付 加価値額 とをデータベースの検索

によって突 き合わせよ うとす ると,総 務庁統計のデータベースに加えて工業統計 のデータ

ベースか ら各産業別の付加価値額 を検索す る必要が 出て くる。 と ころが工業統計 のデータ

ベースによるアウ トプ ッ トと しては,大 分類で製造業である ことは当然 と して も,中 分類

か小分類かのどち らか一方の レベルで しか入手で きない。従 って,中 分類を統合 した業種

や,小 分類及び小分類 を統合 した産業 に対応 したデータを きちん と同 じ順序で並べ代えて

おかないと一覧的な比較 は不可能 にな って しま う。

この様 なことを考えれば,官 公庁統計のデー タベ ース化 に当たっては,「 産業 を並べ る

順序 」 とその 「レベル」を共通 な形で統一 してお くことが最 も重要な ことと思われ る。

次に問題なのは,産 業分類の レベルを どこまで下 り られ るか,と い う点である。

日本における産業分類 は分類 コー ド1桁 の 「大分類」,2桁 の 「中分類」,3桁 の 「小

分類」,そ して6桁 の 「品 目分類」があ る。 この うち,中 分類 クラスまでではほとん どの

統計が統一的に揃 っているとい ってよ いが,小 分類 クラスにな ると,そ の一部分のみが公

表 されていた り,先 にみたよ うに小分類を統合 した形で発表 されていたりと相 当まちまち

の処理がなされている。

6桁 の品 目分類 として は,工 業統計表や商業統計表が公表 している ものが代表的であ る。

日銀の物価指数統計 の中分類ベースで は,標 準分類 に基づ いた ものが掲載 されて いるが,

細分類 や,商 品群ベースでは工業統計表や商業統計表 とも異な る分類を採用 している[[21。

従 って,工 業統計表の生産 ・出荷額を 日銀の物価指数によ って実質化 しよ うとす るような

場合には,小 分類ない し細分類 の レベルでの対応が とれないといってよい。

さ らに,現 行新SNAに 基づ くコモデ ィテ ィフロ一法の商品分類[6]は8桁 分類 まで,

また貿易統計品 目表[lo]で は最大9桁 分類 まで行われている。 しか しなが らこれ らの間に

直接的な対応関係をっけるのは非常 に難 しく,ま たデータとして使用す る場合の品 目の順

番が異な っているので対比をす るたあに並べ替えが必要になる。

アメ リカにおいては,連 邦政府 によるSIC(StandardIndustrialClassification)が

非常 に広範 に用 い られて いるよ うで ある。 このSICコ ー ドは7桁 分類 となってい るが ほ

とん どのデータベ ースはその うち最初の4桁 しか使 っていないとい う[L]。 このSICは
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次の例か ら日本 にお ける工業統計表産業分類の細分類に相 当す るもの と考え られ るが,

SICコ ー ド3713… 電子計算装置

工業統計 表産 業分類3552… 電子計算 機 ・同付属装 置

これで も,例 えば コ ンピューター用プ リンターについて この コー ドによって検索 しよ うと

すれば範 囲が広す ぎるとい うことになる。一方 ご く最近登場 したよ うな,銀 行用 自動業務

マ シンなどはた とえSICコ ー ド7桁 を使 って も検索で きない可能性があ る,と い うこと

で,デ ー タベ ース制作業者の中 には,SICを 独 自に修正 して対処 してい るところ もあ る

という。Predicastsは 初 めの4桁 はSICコ ー ドにほぼ対応 させた上でその後 の3桁 を独

自の製品 コー ドとして付加 して用いてい る[2]。

日本 におけ るデー タベ ースが どの レベルを基本に して いるかに もよるが,一 般的 にみて

産業分類が現実 に対 して遅れがちであ ることを考え ると,日 本において も,デ ー タベ ース

業者が独 自にユーザか らの アクセスが しやすいよ うにコー ドを付加 してい くことも必要に

な るか も知れない。

2.収 録 デ ー タ の 種 類

2.1予 測デー タ

現在公表 されて いる統計 としての官公庁統計の ほとん どが,過 去の実績を整理 した統計

数字 とな って いる。 データベースと して より利便性が高 くな って提供 され るよ うにな って

もこの点で は基本的に変化 しない ものと思われ るが,ユ ーザの中には何等かの形での予測

データの利用を求め るクラス も当然 あ りえよ う。

最 も分か りやすい例 として はマクロ経済の将来予測をあげ ることが 出来 る。既 に,日 本

で も日本経済新 聞社がNEEDS-ECONOMYに お いてそのよ うなサ ー ビスを行 って

お り,メ ンバーに対 して シ ミュ レー ションサー ビスも可能に なっている。 しか し,モ デル

によ る予測 とい った ものまで にいかな くとも,現 在 日本のGNP統 計の発表が アメ リカな

どと較べて非常 に遅 く,産 業予測,景 気予測,金 融市場 での予想,等 の関連で いろいろ問

題が生 じてい ることを考えれば,例 えば,QEに よるGNP推 計の結果などが データベ ー

スの中に取 り入 れ られ て もおか しくはない。

もう少 し個別 に下 りて,あ る産業が今後 どの様 な成長 を示 すか,あ る特定企業の来期の

売上,利 益,株 価,等 が どうな りそ うか,と い うことも多 くのニーズのあ りそ うな情報で

あ ろ う。 日本 で は,「 日経 テ レ コ ン」 が それ に近 いサ}ビ ス を して い る よ うで あ るが,ア
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メ リカのrDowJonesNews/Retrieval」 に は,個 別 企 業 の業 績

予 測 に関 して 専 門家 の評価 を ま とめ た デ ー タが 収 録 され て い る。Predicasts社

のPTSForcastsデ ー タベ ー ス は,専 ら将 来 を 展 望す る ことを 目的 と した もの

で,多 くの業 界 団体 等 の 資料 か ら,予 測 記 事 の要 約 を収 録 提 供 して い る[2]。

2.2加 工情報,二 次情報

デ ータベースか ら検索 される統計 データが一次情報であるとす ると,多 くの場合,そ れ

を用いて二次加工 しないと初期 の 目的を達成で きないケースが多いであろう。ユーザ側 に

それを行 うコ ンピュー ターソフ トが備わ ってい る場合には問題ないが,そ うでなければ分

析をす るの には手 間がかか る。 デー タベ ースの中に一部一般化 した分析的要素が取 り入れ

られていれ ば,ユ ーザに とって大いに利用価値が高 め られ ることに もなろ う。

日本の場合で は,「 日経 テ レコン」地域情報 に,人 口,1人 当 り出荷額,1人 当 り商業

販売額,病 床数,一 人当 り都市公園面積,等 を用いて,地 域 の状況 を 「顔 」の形で表現す

るrFACE分 析」 とい うのが ある[3]。 アメ リカの例 と して は,CASI社 のSITE

POTENTIALと い うデー タベ ースでは,各 種小売業 について,地 域住民 の消費動 向

と人口統計デ ータとの組合せに基づ いて,予 測 され る購 買力の数字,並 びに投 下 し本に対

す る売上の比率が周辺地域 と較 べて高 いか低 いかを示す購買 力指数 が提供 され る。 また,

ADP社 のFASTOCKnデ ータベ ースは,株 式 ・債 券に関す る基本的 なデー タを収録

して いるばか りで な く,ソ フ トウェアを利用 してポー トフ ォリオ評価 などを行 ってい る;田

証 券理論 において,任 意の危険資産の ポー トフォ リオはマーケ ッ トポー トフ ォリオ と線形

の関係 にあ り,そ の係数が べ 一夕(β)と 呼ばれて重要視 され てい る。 このFASTOC

Knで は,オ ンライ ン検索 の中で このベー タ値等 も提供 して いるとい う。

2.3分 析情報

上述の二次情報あるい は加工情報か らより進 んだ形態 として,各 機 関が調査分析 した結

果をオ ンラインサービスす るとい うことが考え られる。 日本においてそのよ うな情報 サー

ビスを実施 しているデータベ ースは,各 新聞社や雑誌社が行 っている記事 の全文サー ビス

を除けば さほど多いとはいえ ない。現 在提供 されている主な もの として は次 のよ うな もの

がある[1口 。

ジェ トロ 海外事務所 か らの経済 レポー ト(C&C-VANデ ータベ ースサー ビス)
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帝 国データバ ンク 同社 の信用調査報告書(COSMOS)

大和証券 同社及 び研究所による市場 ・企業分析(イ ンテグラルネ ッ ト)

TKC同 社 によ る業種別 コンサルテ ィング(TKCマ ルチデー タサー ビス)

東京銀行 カ ン トリー トピックス,マ ーケテ ィ:ング(TOHCASH)

注:東 洋 経 済 資料 〔口]よ り,()内 は 提 供 デ ー タベ ー スの 名 前

アメ リカにおいては,個 別産業の分析結果をデータベース化 して提供す るところは非常

に多い。 日本 においては この当りがまだ相当遅れてい るとみ られ るので,官 公庁に よる統

計数値 データベ ースの充 実 と兵 に,各 種調査機関 によ る分析情報 もデー タベ ースの一環 に

組み込 まれて利用で きればユーザ と して もデータベー ス利用 の価値が飛躍的 に高 ま・る もの

と思われ る。

3.デ ー タ 提 供 形 式

ここで提供形式 とい うのは,現 行の官公庁統計のよ うに,業 種別の値のみの提 供でかま

わないのか どうか とい うことであ る。多 くの統計が,個 別企業の秘密保持 ということか ら

業種,地 域,規 模,等 の区分の中で くくられた形でのみ提供 されて きていることは事実で

あ るが,近 年のユーザ側 のニーズか らす ると物足 りない点が あることはいなめない。

経済学の中だけに限 ってみて も,設 備投資の問題を産業別 という単位で通 し関数 の計測

を行 うとい うことは,今 で は極普通 の事であるが,さ らに個別苦行の レベル まで下 りて計

測を試み るという動 きも出て いる。 また家計の耐久財購入活動,住 宅 ・土地の立地選択等

も,個 別単位のデー タによ って分析可能な側面が非常 に大 きい。産業組織論 におけ る企業

行動 など も個別デー タによる分析が必要な ジャンルで ある。

その ほか,各 種 のマーケテ ィング,市 場調査 に当た って は個別データに基づいた分析が

不可欠 にな って きている。 もちろん それぞれ独 自にデー タの収集に力を入れ る努 力が なさ

れているわけであ るが,官 公庁統計 におけるデータが その よ うな形で提供で きれ ば,独 自

に調査 してデ ータを集 める場合に較べて社会的費用が よ り少な くて済 むというメ リッ トが

あることを認識す る ことは大切である。

官公庁統計 に関 して個票を入手 したいと考え ると,統 計法の規定 によれば,目 的外使用

かどうかの判断が必要 にな り,た とえ最終的に は利用で きると して もこの間の ロスは相 当
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な ものがある。

一つの例 と して,現 在総務庁が公表 している 「科学技術研究調査報告」の場合をあげよ

う。既 に述べたよ うに,こ の調査では,公 表ベ ースで産業別の研究 開発投資額が発表 され

て いる(も ちろんそのほか主体別,規 模別 などがあ る)。 ある研究 プロジェク トにおいて,

「シュ ンペーター仮設が果 して成立 す るかど うか」が取 り上げ られ,こ のデー タを用いて

検証を行 うこととなった。理論に基づ いて,企 業規模 と研究開発,企 業規模 とマーケ ッ ト

シェアとの関係が モデル的 に設定 され,こ れ を各産業 のデータに当て はめ る段階 とな り,

総務庁 に対 して個票の利用を申 し入れ,相 当の時間をかけた結果最終的 に個票 の利用は難

しいとの回答があ った。 なお も折衝 を重ね た結果,個 別企業単位 のデータは提供で きない

が,企 業 を何社か グループ化 してその平均値を提供す ることであれば可能であるとい うこ

とにな った という。

確かに特定個人や特定企業の情報 が,そ れ と識別で きるような形で提供 されて しまうの

は問題であろ う。個別デー タには必ず 識別 コー ドが賦 されてお り,そ れのみか らは名前が

特定化できないよ うにな って いる もの と思 われ る。 しか しなが ら,地 域や品 目,収 入など

の数字を読 めば,あ るコー ドを持 った企業や個人の名前が特定化 で きることも有 り得 る。

従 って,そ の ような場合には,「 科学技 術研究調査報告」の処理 のよ うな形 で統計の提供

を行 うケースが妥 当か も知れな い。

例えば,メ ッシュ統計 はこの点 に関す る一 つの妥協 とみ ることも出来 よ う。

ただ,必 ず しも全て についてそのよ うにする必要があ るか どうかは議論の余地があ るよ

うに思われる。既に利用可能 な別情 報がある ことによってある特 定の コー ドが識別で きる

とい うこともありうる。 この場合 には,コ ー ド化 された個票を出す こと自体特段大 きな障

害が あるとは考え られ ない。 この点 はこれか らもデータベース化に際 して大いに論 じられ

るべ きところであろ う。

4.統 計 の 陳 腐 化

ユーザにとって統計 の利用価値 は,精 度の高 さ,利 用 目的 との整合性,等 様 々な観点に

よって決め られる。中で も重要 な評 価基準 と して,陳 腐化 していないとい うことがあげ ら

れ る。数字を中心 とす る官公庁統計 の場合 には,そ もそ も統計を収集 してか ら公表 までの

ラグが非常 に大 きいとの指摘が以前 か らあ り,そ れ も陳腐化 して しま った統計 を使わざる

を得ないとい う意味で大 きな問題であ る。公表 までの作業の効率化,そ のための機械化,
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等の他,GNP統 計におけるQEの よ うに,別 の指標 に基 づ く推計方法の開発 も望まれ る

所であろ う。

この問題 はいわば,統 計作成上の手続 き的な側面であ るが,そ れ とはやや異 なる面で情

報の陳腐化が問題 とな って いるケースがみ られ る。 日本におけるデータベースの ほとん ど

が外 国製 の ものである ことは周知 の事実であるが,こ の状態を改善すべ く日本の科学技術

論文 を海外 に対 して も提供す るためアメ リカ最大のDIALOGか ら"JAPANTECHNOLOGY"

が フ ァイ ルNO.582,972と して データベ ース化 された事が あ る。 もと もとは,日 本 の特

許が英文 とな って外 国に提供 され るのに公示後数か月要 していたため,こ の情報 の遅れ に

対 して外国か らの批判が高ま り,こ れに答え る意味で,ア メ リカで翻訳を試み,特 許を含

め源情報入手後1ヵ 月後に検索可能な システムとした ものである。 ところが,ア メ リカで

の評判は,余 りはかばか しくな く,1988年6月 をもって打 ち切 りとなって しま った 「4]。

その基 本的理 由は,日 本の学会や雑誌に企業か ら発表 され る情報 は既に企業の中で厳 し

いチェ ックを受 けた後の模ので,陳 腐化 した模のが ほとん どで あること,管 理技術に関す

る論文 な どで は,シ ステムが スター トして多 くの問題を抱えて いる もので もいかに も成功

しているよ うな粉飾がなされ るケースが多 い,使 われたデータ も本来 な ら異常値が 出て い

る場合で も発表に際 してはそれ らを改寵 して いる傾向が あること,等 であ るとい う。 これ

は,デ ータベ ースの単純な公表 ラグとい う問題 ではな く,む しろ統計 ない し情報の質 に対

する考え方の問題 であるとい って もよい。

もう一つ,統 計 の精度,陳 腐化 とい う点 に関連 して触れてお く必要があ るのは,日 本に

おいて は一度統計が発表 され るとその変更,修 正に大変勇気が いるという事があ る。その

ため,決 定的な条件が整わない限 り統計 は修正 された り,新 たに追加,削 除がな された り

す る頻度が少 な くな りがちであ る。統計 は,次 々に改訂 され ることを通 じて精度が 向上 し,

陳腐化 しない ものが整 うようにな るとい う基本的な考え方が もっと浸透 して い く必要があ

ろう。

この例 として,資 本 ス トック系列推計におけ るベ ンチマークと しての国富調査を あげ る

ことが 出来 る。 日本 における国富調査は,昭 和30年 と45年 に行われてお り,現 在の資本 ス

トック推計 は,両 年をベ ンチマークとして除却パ ター ンを設定 して ス トック系列を求めて

いる。 しか しなが ら,近 年 の技術革新 の状況などか ら,過 去 のパ ター ンそのままで ス トッ

ク系列を推 定す ることに問題があ るので はないか との意見 もある。新たに国富調査が実施

されればその点 に関す る情報が得 られ るわけで,そ の意味で,国 富調 査が実施されて いな
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い現状におけるス トック統計 とい うの は陳腐化 して いる可能性があ るともいえ る。

5.そ の 他

現在文書 をデータベースで検索 しよ うとす る場合,通 常 その制御語彙 は 「シソーラス」

に収録 されている。 「シソーラス」は,必 要 な情報を どのよ うな単語で検索 すべ きかを指

示す るいわば単語辞典であ るが,こ れが相 当の量の ものであることは検索の コス トを非常

に高 くしているとい うことが 出来 る。 これ を回避す るため,ア メ リカで も日本で も専門の

検索代行業(「 サ ーチ ャー」)が 発達 しっっ あるが,そ もそ も 「シソーラス」がな けれ ば,

そ うした事 もな くて済む はずで ある。 ア メ リカのMeadDataCentral社 のNEXISと い

うデータベースはそ うした制御語彙が全 くな く,検 索者が 自由に 自分の ほ しい情報 に関す

る単語をイ ンプ ッ トするようになっている。DowJonesNewsも 同様 な形式 を採用 してい る

(但 し制御 語彙 は200～300程 度使用)[21。 この様な処理方式 を 「フ リー ターム方式 」「!1

あ るいは 「フ リーテキス ト検索」[2」 と呼ぶが,こ れが力を発揮す るのはフル テキス ト検

索の場合で,通 常 の文献 目録検索において は余 り効率 的で はないとされている。 日本にお

いて も,フ ルテキ ス ト検索 は次第 に本格化 しよ うが,特 に分析的な情報に関 して はこうし

た事が行われ るよ う1こなれ ばユ ーザ側の利便性 はひときわ高 くなると思われ る。

6.ま と め

以上,官 公庁統計がデータベース化 されるよ うにな った場合,現 状の体系ではどの様 な

点が利用者か らみて使 い勝手が悪 いと予想 され るか について検討 してきた。 その際,現 行

の方法を維持 し続 けるのか,そ れと もユ ーザサイ ドにた って改変を加え るとい うスタ ンス

に立つかで議論 は二つに分かれる。

現行のスタイルをそのまま維持 して データベース化が行われ るとい う場合にユーザか ら

み ると,各 種統計 間で まちま ちの分 類単位(産 業分類,地 域分類)と デ ータの並 び順 を完

全に統一化す ることが最低 限必要であろ う。そ う しなければ,同 一のデータベ ースを用 い

て統計を横並 びに した比較が無意味 となる可能性が高 いか らである。 このための作業 は相

当膨大な ものとなろ うが,コ モデ ィテ ィフロ一法における財の分類や産業連関 における品

目分類を共通化のための基準 と して用 いるのが現実的な対応か と思われ る。 さ らに,分 析

目的によ っては現在の統計における個表ベ ースの情報 の提供が求 め られよ う。特 に,住 宅

統計調査,家 計調査,等 について はそ う した声が強 く出る もの と思われ る。
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もし,現 在のや り方をデー タベ ース化を機 によリユ ーザにとって利便性の高い,ま た社

会 的に も有意味 なデータベースとな るよ うに考え るとい うので あれば,技 術進歩 に応 じて

産業分類を変えるべ く定期 的に,産 業分類や基準 時点の数字 などの見 直 しを行い,ど の様

な統計が社会的に求め られているかを常 にチ ェックし,陳 腐化 などによ って統計 の利用価

値が低下 しないよ う積極的な努力が必要 になろう。
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VI.統 計 の利 用者側 にかか わ る問題

1.は じ め に

統計情報の高度利用 について,こ れ まで多 くの ことが いわれ,ま たい くつかの施策が だ

されて きたに もかかわ らず,率 直にいってそれが十分進んでいるとはいえ ないであろ う。

情報化社会 とい うことがいわれ,ま た現 に コンピュータをは じめ とす る情報機器や設備

の普及 も著 しいに もかかわ らず,現 実に社会 に関す る基本 的な情報を表 してい る統計の利

用が発展 しないのはなぜであろ うか。

問題がどこにあるかについては,そ れを統計その もの,提 供側,利 用側,お よびそれを

結 びつける提供体制の4つ の面か ら考 える ことがで きよ う。商売にたとえてみれば,統 計

という商品その もの,生 産者側,需 要者側,お よび流通 メカニズムの 四つである。

最近統計の流通 に関 して は,磁 気 テープによ る提供,或 いは提供 された情報の第三者へ

の提供の承認 など,い くつかの政策が実行 された。 それ らは確かに有益であ ったが,し か

しその効果は期待 されたほど大 きくな って いない といわねばな らない。

また,生 産者側につ いて は,統 計情報の一般へ の提供 にっいて熱意を持 たない もの もあ

ること,或 いはその意志 はあ って も人手や予算の点で充分対応がで きない もの もある こと

は事実である。

しか しなが らよ り大 きな問題 は統計 とい う商品 と利用者側か らの具体的な需要 とのズ レ

いわ ば ミスマ ッチにあ るのではないか と思われ る面 も少 な くない。従 って流通 システムや

生産者側のあ り方 についてなお改善すべ きは当然あ ると して も,こ の ミスマ ッチにつ いて

詳 しく検討する必要はある と思われ る。

2.統 計 情 報 の 特 質

統計 とい う 「商品」その ものにつ いて考えよ う。 それ は社会に関す る情報を与え る もの

であ るが,し か しそれ はまた極めて特殊 な形で表現 され た情報であることに注意 しなけれ

ばな らない。 そ して この よ うな形で表現 された情 報に対す る需要が どれだけあるか,或 い

は逆 にいえば社会に関す る情報に対す る需要に対 し,統 計 という形式の情報が どれだ け応

え られ るか ということが問題である。

統計 はまず数値情報で あるとい う情報を持 っている。それ は当然 に情報の内容を限定す

一106一



る。最近情報技術,と くにデー タベ ース技術が発達す るにつれて,文 字情報,画 像情報の

機械 的蓄積,検 索が可能にな り,そ の利用が進め られ るよ うにな った。確かに文章 や画像

による表現 は数字 よ り遥か に多 くの情報を含んでいる。数字で表され る量的な情報 よ りも,

文字で表 され る質 的な情 報や,更 には画像で表現 され る感覚的な情報の方が,よ り豊か な

ものを含む とい うことは事実である。

しか し,こ の点で最近一部 には誤解があるよ うに思われ る。それ はより 「生 な」情報 は,

数値の ような 「抽象化」 された情報 に くらべ ると,内 容的 には豊かな ものをふ くみ得 るが,

あいまいで不確実 な面 も多い とい うことが忘れ られているということである。すで に300

年昔 に ウィ リアム ・ペテ ィが喝破 したよ うに,「 数と量 と尺度 」を用 い る分析 は 「非常

に」とか 「最 も」とかい うことばを用いる表現 よ り派手で はな くて も,よ り確実で あ り,

またそれが誤 って いて も,正 しい ものに修正をす ることもで きるのであ る。情報技術が発

達す るにつれ て,多 量で多様 な情報を伝達 した り蓄積 した り検索 した りす ることは可能に

なったことは,も ちろん極 めて有益な ことであるが,し か し情報を真に有効 に利用す るた

め には,多 量 の情報の中か ら本質的な意味を持つ ものを抽 き出すこと,そ のたあ に適切な

抽象化,す なわ ち概念化 や数量化を行 うことが必要であ り,ま たその ことに通 じて情報の

信頼性 や真実性を チェ ックす ることも重要である。直接的な文字,画 像等の情 報を多量に

集積 したデータデータベースは,第 一次情報がすでに十分抽 象化 され,か つ標準化 されて

いる学術文献 データベースなどの場 合には有効で あり,有 益で あるが,そ うでな い一般的

な データの場合 には必ず しも有用でないであろ う。

この意味で データベースなどをふ くむ情報技術の発達において,ハ ー ドウ ェア或 いはそ

れ に近 い基本的な システム ソフ トウェアの論理が利用 され るべ き情報 の実質的な意 味よ り

優先 して,逆 に情報 の利用 され る形態を決定す るようになれば,情 報の真に有 意な利用 は

妨げ られて しまうことになる。

いずれ に して も統計が数値情報で あることはその本質であるか ら,そ の点を変え ること

はで きない。 しか し注意すべ きことは,そ れが具体 的であ ると同時に抽象的で もあ るとい

うことであ る。具体的で あるとい うのは,そ れ はっねに明確 に定義 された範 囲の対 象にっ

いて,具 体的に定 め られ た調査法 を適用することによって得 られる ものだか らで ある。抽

象的であ るとい うの は,対 象を数量的に把握す るということは,対 象の中の特定 の側面だ

けに注 目 して,そ れを規格化 され た尺度 にあてはめたり,一 定の規準 によ って分類 した り

す ることを意味す るか らであ る。
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統計にふ くまれている情報を正 しく把握す るためには,こ のよ うな統計の具体性 と抽象

性の両面を理解す ることが必要であ る。統計の高度利用を促進するためには,統 計数字だ

けでな く,統 計 に関する この よ うな面につ いての情報 も提供 しなければな らないとい うこ

とも,こ れ まで強調されて きた。それは正 しいが,し か しそれが ともすれば統計の具体性

つま り,対 象集団の規定,調 査法,集 計法 などの具体性の面のみに注意 されて きた傾 向が

ある。 しか ししば しば重要 なの は抽象性の側面,っ ま りその数字が要す るに何を表 し,何

を意味す るかである場合が少 な くない。 そ してそれがわか らなければ,統 計数字 は使 いよ

うが ないとい うことにな る。 しか しなが らこの ことを正 しく理解す ることは難 しい し,い

わんやそれを形式的に表現す ることは困難であ る。 けれ ど も少な くと もその点 についての

問題意識がなけれ ば,い くらくわ しい数字 を詳細な説明っ きで提供 して も,少 数のプ ロ研

究者以外 には利用 され ることはないてあろ う。統計の 「意味」にっいて簡潔でわか りやす

い表現形式を与えることは今後の研究課題で ある。

更に統計 は単に数値情報であるのみな らず,特 別の性格 を持 った数値である。 それは対

象を同種 の単位か ら構成 され る集団 と して把握 し,そ の単位の全部 または一部 を,一 定 の

標識について一定の方法で調査 した ものを,集 団全体の中での状況を示すよ うな形でま と

めた もので ある。その場合個 々の単位の特性 にっ いては興味がない し,ま た単位相互間の

関係について も,一 般に は調査 され ない。 そ こで統計数字 に反映 され る情 報は限定 された

性格 を持 つ ことは当然であ る。その ことが統計情報に対す る需要を も限定す ることにな る

のはやむを得ない ことであ る。

情報化の進展の中で,統 計が必ず しも情報のニ ーズに対応 して いないという面 もあ るよ

うに思われ る。求め られている情報が,集 団全体の中の平均,比 率等 々で はな く,個 々の

単位の特性で ある場合 もしば しばあ る。 しか し統計調査 において は,個 々の対 象単位 につ

いての情報 を流通 させ ることは一般 に望 ま しくない。国やその他の公共機関が行 う統計の

うち指定統計 にっいて(よ 個票の中 にあ る情報 を統計表作 成以外の 目的に利用する ことは,

統計法によ って原則と して禁止 されてお り,そ の他の統計 について も同 じよ うな扱 いがな

されている。 この問題 は最近 プライバ シー問題 との関係 と論ぜ られ ることが多いが,し か

しプ ライバ シーが原則 と して個 人にかかわ るものであるのに対 して,統 計調査の個票の秘

密 保護は企業 や事業所 に対 して も適用 され る。統計調査に対す る協力を確保 し,結 果 の信

頼性 を保 障す るためには国の統計 に限 らず,個 票の秘密保護が原則 とされていることが大

切であって,そ の点につ いての一般 的信頼がなければ,統 計の社 会的信用 は崩壊 して しま
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う。最近で は一部 にこの関係 を逆用 して,統 計調査 に名 を借 りて個 人情報を蓄積 して,商

業的 目的 に利用 しよ うという動 き もあ るので,統 計情報 と個別的情報 とは別種の もので あ

るとい う原則を保持す ることは重要であ る。

しか し統計にっいて,地 域,時 期等にっいて細 か く区分 した情報 がほ しいという要求が

現実 にあ る。 この点 についてはプライバ シー秘密保持の問題 と係わる面 もあ るが,し か し

実際に集計 表よ りは細かいデータが欲 しいとい う要求にで きる限 り応え られ るよ うな提供

側 の システ ムを作 ることは望 ま しい ことであ る。 ただ し,こ の問題 につ いて はここではこ

れ以上 くわ しくは立 ち入 らない。

基本的な問題 は統計情報 におけ る,集 団の確定一標識の定義一調査計画一調 査の実施一

集計 ・製表 とい う過程が,と もすれば画一的,か っ静態的であ って,激 しく変化 しつつあ

る現在の社 会の状況を反映す るのに,必 ず しも十分でないのではないか とい うことであ る。

そ もそ も 「統計」な る概念 その ものが,近 代社会 とともに生 まれ,そ の制度 は19世 紀の ヨ

ー ロッパの近代国家において確立 され た ものである し
,も っともそれ に近 い ものはすでに

古代の漢や ローマ帝 国に も存在 したか ら,そ れ は市民社会 と市場経済を中心 とした近代国

家の性格 に対応 した社 会経済情報 システムのあ り方にあ ったといえ る。 しか し,最 近にな

っていわゆる高度情報化社会の成立が いわれ るよ うにな ると,社 会経 済情報の様態や流通

形態 も激 しく変化するので,そ れ を古典的な統計調査の概念だけで は十分把握す ることは

困難になってい る。 この ことが実 は統計 とい う形での情報 に対す るニーズが十分 に生 じな

い一つの基本的な理 由で はないか と も思われ る。

勿論統計が統計以外の ものに変化す ることはで きない し,統 計 とい う情報の形式,あ る

いはその作成利用 の中で発展 した情報利用 についての統計的方 法は,依 然 と して有用であ

り,多 くの場面で有効であ ると思 う。けれ ど も統計調査の内容 や集計の形式 などは,も っ

と時代の変化に対応 して変わ って い くべ きであ る。勿論 統計数字 につ いて は,時 間的継

続性 ということは最 も大切で,そ れが前提 になっては じめて 「変化」 という ものの大 きさ

を量的に測定す る ことがで きるのであ る。 しか し,こ のような 「統計の保守 性」 といわれ

る もの も,必 要 な性質で はあるが,限 度を越え ると無意味にな り統計数字が 役にたたない

ものにな って しま う。現実の統計調査 は新奇に流れて安定性 を失 うよ り も,保 守 的にす ぎ

て現実 に対応 しな くな る危険性 の方が大 きいよ うに思われ る。'

統計情報 はそれ 自体が 自己目的ではあり得ないか ら,形 式的なニ ーズか ら乖離 しす ぎな

い ことが大 切であ る。
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っ まり 「商品」 としての統計情報 には,必 ず しも現実のニーズ に対応 しない面があ り,

その中には統計の本質か らしてやむを得ない部分 もあ るが,改 善の余地が ある部分 もす く

な くない と思われる。

3.統 計 情 報 の 利 用 者

次に統計情報の利用者,或 いは消費者にっいて考えよ う。実 はそ こに多 くの問題が ある

ことがわか る。利用者 とい って も多 くの レベルの いろいろな種類の人 々が お り,そ の利用

目的 もさまざまであ る。従 って きめの細かい議論を進め るには,利 用者,利 用 目的を分類

してそれぞれの タイプごとに論 じなければな らないが,ま ず最初 に一般 的にのべよ う。

日本の場合,外 国 とくらべ ると一般 にい ろいろな議論の場 にお いて数字が利用 される こ

とが少な く,ま た利用の され方が不十分であ ると思われ ることが多い。

欧米,と くにアメ リカで は議論の 中でた とえ必ず しも信頼で きるとはいえ ない もので も,

或 いは場合 によっては仮定の もので も数字を用 いる慣習がある。 これは 「確か にす ること

がで きるものは確 かである」 とい うウィ リアム ・ペテ ィの格言 に従 う伝統 とい うべ きもの

で,そ れ によ って文章 の論理 と論 旨が明確 になる。かっ またどの よ うな点にっいて客観 的

データを検証すれば,命 題の正誤が チ ェックで きるかが はっきりす るか らで ある。 日本 で

はそのような形の議論 よ りも文章上 「ふ くみの多い」表現が尊重 され ることが多 い。 もち

ろん,そ れ もまった く無意味 とい うわ けで はないが,今 後国際化の進展 の中で,も う少 し

明快で簡潔な議論 を展開す る習慣 を確立す ることが必要であ る。つ まりとにか くもっと数

字を使って議論をす ることであ る。 そ して この ことは統計 が利用可能な限 りは統計を使 う

とい うことであ り,そ のよ うな方向へ のキ ャンペー ンが必 要であると思 う。

次に数字をあまり使わ ないことによると思われ るが,数 字の性格やその意 味,あ るいは

記号などが認識 されていないことが 多い。 あまりにいい加減な数字 を用いた り,逆 にあま

りに正確 な数字を要求 した りす ることは,こ の点の認識が欠けていることか ら来 ている。

どのような場合で も,実 際に意味のある数字 はまず2ケ タであ り,そ れ以上 は意味 のない

ことが多い。単 にそんなに正確な数字 を求 めることは難 しいとい うだけでな く,対 象その

ものの量がそん なに安定 していない場 合が 多いか らである。例えば人間の体重 に して もkg

単位 まで2ケ タ知れば大体十分であ って,そ れ以上 は量 って も,実 は100g単 位で考え

れば体重 その ものがたえず変動 して いるか ら意味がない。 多 くの統計数字 にお いて も同様

であ って,最 終 的には有効数字が2ケ タない し3ケ タあれば十分であ る。 しか し実 は多 く

一110一



の場合2ケ タまで確実 に正 しいといえる数字 を求め ることは困難であることも少 な くない。

人 々は,し ば しばその困難性 にっ いて も理解が不十分で,統 計数字をむやみに正確 な もの

と思 ったり,逆 にそれがいろいろな点で誤差や誤 りを もっていることを知 ると統計不信 に

陥 った りしがちであ る。 この点 にっいて理解を高め る必要が ある。

次 に問題 になることは,統 計数字が具体的に何を意 味 しているかにつ いての理解が不十

分で あるとい うことであ る。統計概念 は具体 的,操 作 的に作 られた ものであ ることが忘れ

られ て,理 論 的,理 念的な概念 と同一視 されが ちであ る。例 えば統計上の 「失業者 」とい

うものは一定 の操作的な条件 によ って定義 され,そ れにあてはまる人 々だけが失業者 と し

て数え られ る。 それ は経済理論 における,あ るいは人 々が観念的 に考え る 「失業者」 と対

応 した ものであるか もしれない。勿論操作上の概念に して も,か つて 「完全失業者」 につ

いて批判がなされ たよ うに,そ の適切性や妥 当性を批判す る ことはで きる し,よ り適切な

定義 を提案す ること も可能 であるが,し か しどんな操作上 の定義で も,完 全 に理論的な概

念 と一致す ることはあ り得 ない し,逆 に不適切で はあ って も完全 に 「誤 った」定義 とい う

ものはないので ある。

また しば しば問題 にな るのは,統 計上の単位,調 査上 の単位であ る。その点 につ いてよ

く理解 されていないことが多い。特 に企業に関す る統計 につ いて,分 類の単位が事業所 で

あるか企業で あるかの区別 が重要であ り,従 業員数による規模のよ うな量的分類 において

も,産 業分類の よ うな質的分類 において も数字の意味が違 って来 る。現実の統計 にお いて

は産業分類が原則 と して事業所分類であるよ うに,事 業所単位の ものが圧倒 的に多 いが,

一般 にはそれが しば しば企業単位であるかのよ うに誤解 され ている
。

4.「 専 門 家 」 の 問 題

統計の利用者 とい って も実 は極めて高度の専門家か ら,一 般の公衆 に至 るまで,い ろい

ろな人 々が あるので,実 はそれを分けて考える必要が ある。

専門家,つ まりアカデ ミックな,或 いはそれに近 い理論的,実 証的な分析を 目的 とす る

人 々の中で も,実 は統計 に対す る理解,そ の真の意味 につ いての理解が十分でない と思わ

れ ることが少な くない。

経済学やその他 の社会科学部門において理論 的関心の強 い人 々に しば しば見 られ る傾 向

は,高 度の理論的枠組の中で構成 された理論上 の概念 に,統 計数字 を.そ の性質に関する

十 分な吟味な しに当て はめて しまお うとす ることであ る。 しか し統計の実 際上の意 味が理
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論上 の概念に十分対応 していなければ,こ のよ うな ことを行 って も,理 論 を実証 した こと

に も,.あ るいは逆に否定す ることに もな り得 ない。 また もう一つの問題 は,理 論上の概念

に対応す るよ うな統計数字 は,操 作的 に定義す る ことがで きず,従 って本来調査で きない

ものであ った り,或 いは作 った概念 と しては定義で きて も,実 際の調査が非常 に困難で,

事実上不可能で あるのに,そ の ことが認識 されて いない ことが しば しばあることである。

その際 「統計 の不十分 さ」が非難 され ることになるが,そ れが批判す る側の統計 に対す る

無理解か ら生ず ることが少 な くない。 また この よ うな場合,直 接 に得 られた数字 の代わ り

に,そ れ と関係が深 いと思われ る量が 「代理変数」 として用 い られ ることがあ るが,し か

しその際には 「代理変数」 としてえ らばれた ものの性質を十分に吟味 しなけれ ば,理 論構

成 その ものが 無意味にな って しま うことが あ る。例えば理論 において用い られ た 「期待

値」を,実 証分析の際には統計上 の 「実績値」でお きかえ るよ うなことが行 われ るが,こ

れが たとえば 「合理的期待の理論 」を実証 しよ うとい うよ うな研究であれば,こ のよ うな

お きかえをす ることは実証の論理 に対 して致命的である。

また もう一つ しば しば軽視 され ることは,理 論上 の概念 と統計上の概念 との意味の対応

が,外 国と日本では,或 いは一般 に国 によ り時代によ って異なるということで ある。 この

ことは特 に外国で作 られた理論,と くにそれを具体化 した理論 モデルを 日本 につ いてあて

はめ る場合に危険なところであ る。統計の操作的定義 は国によ って異な るのみ な らず,そ

れ以上 に も統計数字の実際的な意 味が,社 会的な状況が違えば変わ って来 る。だか ら外国

で作 られたモデルをそのまま持 ち込んで 日本の数字をあてはめて も,直 接 に外国 と比較 し

た検 証がで きるわけで はない。 た とえば失業率 と賃金或 いは物価の上昇率 とを対比 した

「フィ リップ ス曲線」はマクロ経済学 において しば しば用 い られ るが ,こ の ような曲線の

国際比較分析をす るよ うな場 合には,わ が国の失業率の数字が一般に欧米諸国に くらべて

著 しく低 いのみな らず,そ のマ クロ経済学的な意味が異 な って いることに十分注意する必

要が ある。 ・

専 門家の もう一つの タイプは,数 理統計学 あるいは計量経済学の専門知識を持 ち,コ ン

ピュータを駆使 して,複 雑なモデ ルに もとつ く分析を しよ うとす る人 々で ある。その場合

に も想定 されたモデルの構造が現実 に対応 していなければ,い かに高度複雑な数学 的理論

を用 い,多 量の計算を して も,有 意義 な結果は得 られない。 と くに誤差の意味 と性 質,想

定 され る方程式が経済行動式であ るのか,技 術関係式であ るのか,或 いは制度関係式で あ

るのか等の区別が明確 になされねばな らない。 また因果 の方向性 の想定 も重要であ る。 こ
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の点 につ いて最近 「因果性のテス ト」なる ものが提案 され一部 には しば しば用 い られてい

るが,そ れ は 「因果 の方 向性」につ いての特殊の定義か ら導かれ る もので,勿 論 その方法

自体は無意義で はないが,し か し基本的には 「因果性 」は,経 験 的には時間的前後関係 と

区別 され ない ものであ って,経 験的データだけか らは導 くことが で きない ものである。そ

れ は経験 的分析 に先立 って理論的に想定 されねばな らない。

統計 的分析 は経験的分析で あるといわれ る。勿論その ことは自明の事実であ るが,し か

しそれは統計 的分析 は理論を前提 に しないで もデータのみか ら事 実を知 る ことを可能 にす

るとい うことで はない。統計 的分析はモデルを前提に し,モ デルは経済学その他の理論,

或いは対 象の構造 にっ いての論理的関係を前提 として作 られ る。そ してその ようなモデル

の構築に当た って は,統 計数字 その ものの意味 と性質を知 ることが必要で ある。例えば理

論的にはXが 原 因変数,Yが 結果変数で あるとすれば,Xを 説明変数,或 いは独立変数 と

した回帰モデルを想定す ることが合理的であ る。 しか しそ こで更 にXの 統計数字その もの

にはかな り大 きな統計上の誤差がふ くまれて いるとすれば,ふ つ うの回帰 分析 を行 うこと

は必ず しも適当でな く,む しろいわゆ る 「変数誤差 モデル」,っ ま りX,Y双 方が誤差変

動をふ くむ よ うなモデルを想定 しなければな らない。 この場合注意すべ きことは,一 般に

はXが どれだ けの誤差 をふ くんでいるかはその データだ けか らはわか らないので 「変数誤

差モデル」を想定すべ きか否か,統 計数字 につ いてのその他のデ ータや,そ の作成過程 に

ついての知識か ら実質 的に判断 しなければな らないので ある。

簡単 にいえば,経 済理論に くわ しい専門家 の間に も,統 計理論 に くわ しい人 々に も,統

計数字 の実 際的 な性 質や意味 にっいての理解が不十分で ある場合が少 な くないのである。

他方第3の タイプの専門家 として統計の定義や調査法 などについて非常 に くわ しい人 々

がある。勿論 この ことはそれ 自体は望 ま しい ことであ るが,し か しその点 にっいてあま り

細かい知識 に こだわ りす ぎると,統 計分析の本来の 目的を見失 う恐 れ もある。統計数字 か

ら汲み取れ る もの,汲 み取 るべ きものは,有 効数字 に関 してのべたよ うに,あ る程度は大

まかな,し か し客観的 に意味のある事実 なのである。だか ら無視 してよい細か い変化 は無

視 しなけれ ばな らない。逆に無視 してはな らない ことは,形 式的な定義 や,数 字の上には

現れない社 会的な コンテ クス トであ る。それは特 に長期 の時間的変動の分析や,国 際比較

を行 うときは注意すべ き点である。形式的操作 的な定義にっいて厳密な一致や比較可能性

を作 り出そ うとす ると,異 な る社会的状況の下ではかえ って比較を無意味な もの に して し

ま うことが あ り得 る。 統計の形式的操作的側 面に こだわ りす ぎることに も陥穽が ある。
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5.「 専 門 家 」 以 外 の 利 用

専門家以外の統計利用者 は,目 的を もった利用者 と,特 定の 目的を持たない人 々とに分

けることがで きる。

目的を持 った利用者 と して は,行 政 目的 に直接利用 する官庁の ほか,計 画 目的に利用す

る中央官庁や地方 自治体,経 営計画や企業戦略のために利用す る企業な どが考え られ る。

この中で直接行政 目的のたあに利用す る官庁 は,多 くの場合 自分 自身が統計の作成者 で

あるか ら,統 計利用 とい う観点か らは改めて とり上 げる必要 はないであろ う。 それ以外 に

企業や官庁の部局 などが直接的に利用 した いと思 うデータは,多 くの場合統計 より ももっ

と個別 データに近 い ものであ って,そ れ は統計 における秘密保護 とい う点か らは,問 題が

多い ということはすでにのべた,そ こで統計 と しての利用 目的の中心部分 は計画,あ るい

はその前提 としての分析,予 測等であ るとい うことになる。

そ うす ると,そ のためには統計数字か ら表面的に得 られる事実だけで な く,対 象 の基本

的な構造的な把握が必要 にな り,そ れを反映するよ うなデータと分析方法が求 め られ るこ

とになる。

このよ うな場合最 も重要な ことは,実 際に知 りたいことは一 体何 々なのか とい うことで

ある。それは馬鹿げた質問のよ うに思 われ るか もしれないが,私 の僅かの経験 によ って も

統計数字を分析 してその結果を利用 しよ うとして いる人が,本 当に自分が知 りたいの は何

であ るかについて,明 確 でない場合 は少 な くない。つま り統計分析の結果をどの よ うに利

用 して何をや りたいのかを明確に しないままに,た だ とにか く分析や予測 を してみよ うと

す ることが決 して少な くないので ある。 しか し利用 目的が明確で なければ,ど の よ うな統

計数字 が実際に有用な情報をふ くみ,ど の よ うなモデルを用 いるのが適切で あるか は決め

られない。

逆 に利用 目的が明確であれば,必 要 とされ る情報 の種類や性質が明 らかとなるばか りで

な く,か え ってその必要 とされ る くわ しさや精度 などについて も,限 界が 明 らか とな り,

過度の要求は出ないことになる。

統計の利用者側か らの需要が,現 実 の統計に 「何 とな く適合 しない」よ うに思われる と

き,少 な くともその責任の一半 は利 用者側が 自分 の利用 目的 につ いて明確で ない とい う点

にあるように思われる。

特定の 目的 に結びつかない利用 とい う点については,あ ま り重要 でないと考え られるか

もしれない。 しか し一般の人々に とって統計をよ りな じみ深 いものにす るということが,
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統計の利用を促進す るための一般的基盤 と して重要である。特 にわが国や世界,あ るいは

よ りせ ま く一 つの地方 などの経済社会の状況を理解す るために,統 計数字を もっと引用す

るとい うことを もっと普及 させ る必要があると思 う。新聞,雑 誌等の ジャーナ リズムにお

いて も,或 い は大学 やその他 におけるカ リキュラムで も,特 定の経済関係の記事 やコー ス

を除 くと,統 計数字が参照 され る ことは極 めて少 ない。 とか く,狭 い意味の経済問題に限

らず,現 代社会の多 くの重要 な課題や論点 にっいて客観 的な数字 に もとついて議論を進あ

ることは今後 ますます重要になる,そ のために適切な数字 を正 しく利用す ることにっいて,

一般 の理解を高める ことが大切で ある。世の中には3種 類 のウ ソがあ って,そ の中で最 も

悪質な ものが 「統計 のウ ソ」であるといわれ るよ うに,統 計数字を無意識的,或 いは作為

的に誤 って利用す ることは,デ マ ゴーグの有力な手段 とな り得 る。そのよ うな ものが はび

こらないよ うにす るためには,著 者や教 師のこの点での水準 を高 めると同時 に,一 般公衆

の数字 に対す る感受性 と批判能 力を高めることが必要であ る。っ まり,数 字 による議論を

感覚 的に拒否 して しま う 「数字 ア レルギー」と,逆 に数字で表 された ものは何で も軽 々 し

く信 じて しま う 「数字信仰」 とを ともに克服 しなければな らない。

この ことは統計情報 の有効利用 の促進 とい う観点か ら見て,間 接的なよ うであ って も,

最 も基本的 な点である。

6.教 育 の 問 題

以上の ことか ら考 えて,最 も重要 な問題 は統計利用者に対す る広 い意 味の教育であるこ

とがわか る。それは学校教育だけで な く,社 会教育や或いは広報活動 もふ くまれ る。

学校教育の中で も,高 校 までの普通教育 や大学の教養過程での基礎教育が重要である。

つま り統計や統計的方法 に関す る専門的知識で はな く,そ の前提 と しての統計数字 とい う

ものの性質や,そ の利用法 に関す る一般的な理解を高め ることが必要である。 それが専門

家 と非専門家,或 いは言論人 と一般論者 との間の共通の意識 として前提 され るよ うな状況

が作 られ ることが望 ま しい。

現在の教育課程 の中では'f平 均 」の概念 か ら 「統計的推測 の初歩」まで,普 通教育 にお

いて統計 は 「数学 」教科の中で教 え られている。一方 「観測誤差 」に関 して は 「理科 」の

中に極めて不十分な叙述があ り,他 方 「有効数字」は 「数学 」の 中で これ と無関係に 「丸

めの誤差」 と して教 え られ る。他方 「社会 」と くに 「地理 」や 「現代社 会」で は多 くの統

計数字が引用 されているが,そ れが 「統計 」であるとい うことさえ明示 されて いない。一
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言でいえば広 い意味で 「統計 」にかかわ ることにつ いての教育 は全 くば らば らであ る。そ

の間に内的な関連が欠 けている。

基本的な認識 は 「統計」に関す る教 育は,「 現実を客観的 なデー タに もとついて認識 し,

論理的 に整合的 に議論す ること」とい う一般原則の基 本的な構成要素であ るとい うことで

あ る。 それはすべての教科 にかかわ ることであ り,か っすべての教科 を通 じて一貫 して教

え られ なけれ ばな らないことで ある。

統計が数字で表 されてい るが故 に,統 計教育の問題 は もっぱ ら 「数学」にかかわる もの

であると考えるの は,根 本的な誤 りであ る。 「数学」の基本的性 格は論理の内的整合性に

あ り,そ の検証 は論理 にの み よる もの で あ って,経 験 的事実 に は無 関係 で あ る。 π=

3.1415926535....と い う数字 は計算のみによ って導かれ るものであ って,円 形の ものの周

囲を測定す ることとは直接に関係がない。 これ に対 して 「統計」に限 らず 「数字 デー タ」

とい うものは本質的に経験的で あ って,そ の 「正 しさ」 「適切性 」はその定義や測定方法

だけで な く,対 象 となる現象の客観的性質,つ ま りその量 的な性 格や,量 と しての安定性

に も依存 している。例えばIQな どにっいては,特 定の個 人の内的な 「知的能力の水準」

な るものが,そ もそ も量的な もの として存在 して いると考え られ るかど うかが,そ れ をど

のよ うに量 るべ きか とい う以前 の基本的な問題で あ り,逆 に特定のテス トによ って得 られ

たIQの 数字 を処理する統計 的な方法などは全 く抹消的な問題であ る。

「統計」よ り前に 「数字デー タ」一般につ いて 、それが客観的世界の中 にあ る現 象の ど

の ような 「数量的」性格を反映 して いるのか,そ うしてそれを どのよ うな操作 によ って測

ったのか とい う点にっいての基本的認識を与え る ことが必要であ り,そ れ は義務教育段階

で なされ るべ きことである。

つ まり,観 測,測 定,実 験,記 録,調 査 など とい う,客 観的事実に関す る数字デー タを

集め るための基本的方法 について,明 確に教え る必要があ る。それ は教科 「数学」の中に

入れ るには適 さないであろう。 それ は一部 は 「理科 」に,一 部 は 「社会」に属す る課題で

あ るが,あ ま り速い時期 にこうい う問題について 「理科」 「文科」の区分を入れて しま う

ことは望ま しくないか ら,ひ とまとめ に して両者 に共通 にかかわ る事項 として教育すべ き

であろ う。

この際重視 すべ きことは,数 字上の定数 とは違 って,現 実の現象 にかかわ る数字 は一般

にあ る程度 まで しか厳密であ り得ない こと,そ うい う意味で 「柔 らか い数字 」で あること

と理解 させ る必要があ る。
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数字 データの収集の次 はその整理である。 ここで いわゆ る 「記述統計 」の方法が問題 に

なる。 しか しその 際,ヒ ス トグラム,グ ラフによる図示や,平 均やば らつ きの計算等 によ

る形式的な方 法だ けで な く,分 類や2っ の量の関係を見 る撒布図な どにっ いて,基 準の取

り方,量 数の選 び方等 に関す る実質的な議論 も重要であ る。

その次の段 階が,先 に出 されている数字 デー タが どのよ うな性質の ものであ るかの紹介

である。 どのよ うな観測,記 録,調 査等 によってどのよ うな数字デー タが作 られ,そ れ ら

はどの よ うな性質 を もち,ど のよ うに利用 されているかについての概観 を与え る必要 があ

る。 いわば 「官庁統計 」の概説で あるが,そ の中には厳密 には統計 とはいえないか も しれ

ない気象や気候 に関す るデータもふ くめ るべ きである。実 際に このよ うな数字が 「地理 」

や 「政治経済」などの科 目で引用 され る前 に統計 およびそれ と類似のデータに関 して一 つ

の単元が高校 の初年度 に設 け られ ることが望ま しい。

高校 までの段階で は,以 上の ことに加えて数字 デー タの中に含 まれている 「誤差 とば ら

つ き」いいかえれば観測に ともな う誤差 と対象 自体の変動性 にっいての一定の感覚が得 ら

れれば,そ れ以上 に 「確率統計 」っ まり確率モデルを前提 に した統計 的推測の手法 につ い

て,詳 しくお しえ る必要はないと思 う。数字だけの観点か らは確率論 だけを くわ しく教え

て,ケ ェビシェフの不等式か ら大数法則 くらいまで きちん とや った方が よ く,検 定論や推

定論を中途半端 に少 しだけ教 えて もほとん ど得 るところはないと思 う。 また,応 用 の観点

か らは 「確率 モデル」を限定するとい う考え方 は,そ もそ も 「モデル」 という概念 自体が

高校 までの教科の中に はほ とん ど現れないのだか ら,理 解 させ ることは無理 といわね ばな

らない。

それよ りも 「統計 以前の数字デー タ」か ら 「観測,実 験,記 録,調 査」 「記述統計 」

「制度 と しての統計 デー タ」を一貫 して体系的に教える ことが,は るかに重要で あ り,現

在の教育の 中で全 くとい ってよいほど欠 けていることで ある。

その次の問題は このよ うな数字デー タを用 いて議論を展開す ることであ る。 その議論 は

「事実 」の提示 と 「因果 関係 」の検証 とい う2つ の段階があ る。 それ について明快 に記述

す る訓練をす る必要が ある。つ まりデータに もとついて 「どこで,い つ,ど の ような こと

が起 こったか,そ うしてそれ はなぜであ るか,ま たその結果 どうい うことが生 じたか,と

い うことを明確 に,か っ簡潔 に記述す ることであ る。 このよ うな訓練 は本来 は 「国語」教

育 の一部であ ると考え られ るが,し か し現在の 「国語」教科 の内容 とは関係が非常に薄い。

しか しこれはむ しろ教科内容の編成の方法を変え るべ きであ り,文 学作品偏重の国語教育
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を改 める必要があ る。

最近 コンピュータの著 しい普及 に対応 して普通教育の中で も,コ ンピュータにな じませ,

いわ ゆる 「コンピュータ ・リタラシー」を身につ ける教育が必要であ るといわれている。

私 はその ことに異議 はないが,そ れ と同時に或いはそれ と結 びつけて 「数字 リタラシー」

「統計 リタラシー」の教育 も大切であ る。数 が数え られれば数字デー タや統計 は正 しく理

解 で きると思 うのは誤 りであ って,そ の理解の しか た利用の しかたの教育が必要 である。

もしそれな しにただ コンピュー タで数字を形式 的に操作す ることだけを教え ると,か え っ

てマイナスになる恐れがあ る。

大学教育の段階で も,一 般教 養課程や専門課程 における非専 門科 目と しての統計教育が

大切であ り,そ の中でまず 「制度 的統計 」や 「記述統計」に もっと力をいれ なければな ら

な い。その上で因果関係の分析 や,予 測,或 い は管理や意思決定の 目的のために,デ ー タ

の 中にふ くまれて いる偶発的な変動 と,安 定的な傾 向とをふ るい分 けて有効 な結論を導 く

方法 と して,統 計的推測 の理論や,デ ー タを有効に作 り出す方法 としての標本調査法や実

験計画法などを教え る必要があ る。 このよ うな統計に関す る一般教育 は,専 攻分野を問わ

ずすべての学部学科で行われ るべ きであ り,更 に特定の学部学科で は,特 定の専門分野 に

関係の深い部分について,よ り高度な論議が なされ るべ きであ る。

大学 における統計教育 について注意 すべ きことは,現 状 においては先 にのべた普通教育

の 中でな され るべ きことのかな りの部 分をふ くむ必要がある ことである。 また数理統計学

とくに統計的推測理論の基礎の教育 は必要 であるが,そ れ をただ抽 象的形式的に教え るの

で はな く,具 体的なデー タに即 して,明 確な分析 目的 と結 びつ けて説 明する必要 があると

い うことである。(し か し,そ れ は実 はあ まり安易で はない ことを 自分 自身の体験 か らし

て告 白しておかねばな らない)

統計情報の高度利用を はか る最 も有効 な道は結 局優れた利用者 を育成す ることにあ ると

すれば.そ のための教育の改善が もっとも基本的であ り,上 記はその アウ トライ ンにす ぎ

ない。
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V皿.経 済 統 計 デ ー タベ ー ス活 用 事 例

1.統 計 情 報 ガ イ ドの 一 例

「経 済 分 析 の た め の デ ー タ 解 説 」 日 本 経 済 新 聞 社 編

この調査研究の 目的の一つ と して,統 計デー タの所在をは っきりと示す必要性が強調 さ

れている。 この 目的 に沿 うもの と して,日 本経済新聞社編 「経済分析のためのデータ解説 」

が昭和47年 秋 に発刊 されてお り,51年5月 に第2版,そ して第3版 が昭和58年6月 に発行

され,官 庁お よび民間エ コノ ミス トの間で は重宝 されている。初版の は しが きは三つの こ

とを指摘 して いる。

① 経済の現状 分析 と予測への必要性

② 統計 データの大幅 な拡充の必要性

③ コンピュー タ リゼー ションの進展 によるデータの必要性の充足

以上の動 きを後押 しで きるよ うな経済統計の解説書を出すべ く,当 時の新進気鋭 の記者

およびエ コノメ トリシャンが情熱 を注いだのであ った。

あれか ら15年 以上 を経過 したが,当 初 のね らいが達成された とは残念 なが ら言い きれ な

い。確か に 「経 済分析の制度 化」 と呼ばれる事態を迎えたの は事実である。1960年 代 まで

は学界や中央官庁 など一握 りのスペ シャリス トにとどまって いた計量経済分析の裾野 が民

間企業 にまで広が り,景 気予測,需 要予測 あるいは経営計画での利用等で,日 常活動 とし

て定着 したかに見 えるが,一 般化 した とは言 い難 いのである。恐 らく当時の想定以上 のス

ピー ドと規模で情報化社会が到来 したに もかかわ らず,統 計デ ータの利用普及 は不十分で

ある。初版以来の合 い言葉である 「ユーザーの立場 に徹 して」の姿勢 を貫 いて きたに もか

かわ らず,や や もす ると専門家 向けとな り勝 ちなのは残念 なことである。

他方で文章情報 の分野では予想以上の潜在需要 を掘 り起 した感があ る。確かに漢字情報

処理技術 の進歩を抜 きには考 え られないが,数 値情報処理の環境 も整 って きた ことも事実

であ る。

統計 デー タの解説 は,次 の諸項 目か ら成 りた ってい る。

① ね らいと意味

② 身元証明

③ 調査内容
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イ.対 象 と範囲

ロ.分 類体系

ハ.作 成方法

二.用 語 と定義

ホ.沿 革

④ 見方 ・使 い方

⑤ 利用上の注意

⑥ 関連統計

①～③ につ いては類似の解説書が多数出 されているが,こ の解説書の特色 は 「ユ ーザー

の立場に徹 して」を合い言葉 に④～⑥ に留意 している ことにあ る。 中で も 「見方 ・使い方 」

と 「利用上の注意 」は,各 統計デー タの活用に当た っての"表"と"裏"を 解説 した もの

であ り,両 者を併せて活用す ることを目的 と している。表の部分 は類似の解説書 と大差 は

ないが,裏 に当たる 「利用上の注意 」は本書独特 の ものであ る。

惜 しむ らくは昭和58年 の改訂第3版 以来6年 を経 てお り,内 容 的に陳腐化 してきてい る。

前回の改訂時の留意点であ った証券 ・企業経営の大幅 な拡充によ り,現 在の金融革命を先

取 りした点 は大いに評価で きるが,事 態 は更 に変化 した感があ り,公 社債 ・株式および為

替に関する解説を時代 は要求 している。 もうひ とつ前回 において新設 した国 際経済 につい

て も,国 際化時代 に対応 して代表的な国際機関の統計 を取 りあげているが,更 に深 く掘 り

下 げて米国およびNIES諸 国の統計 につ いて も必要性が高ま っている。

このよ うに官庁統計以 外の必要性が高 まってい るよ うに見え るが,実 際には地味な官庁

統計の役割が ます ます必要 にな っているのであ る。一般の商品におけるところの需要喚起

が官庁統計 に も必要であ る。それにはどの統計が どのよ うなタイ ミングで発表 されてい る

かを的確 に把握 してお く必要があ る。 別表 にお いて主 な統計の発表時期を一 覧表 に してみ

た。

米国のGNP統 計や貿易収支のよ うに事前 に煽 り勝 ちなの もどうか と思 うが,藪 か ら棒

に発表 し,新 聞の夕刊の片ス ミに掲載 され るの も勿体無 い気がす る。株式や為替市場の反

応等 も考慮 にいれると発表の時刻 もポイ ン トとなって くる。 目下イ ンサイダー取 引 きが株

式市場で問題 とな ってお り,い ささか"な まず"を 吹いている感が強いが,官 庁統庁 も時

と場合によ っては市場での大 きな材料 とな りうるだけに,発 表の タイ ミングが重要 となっ

て くる。何れ に しろ国民にいか に広 く告知す るかが ポイン トとな るのである。
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表1主 な 統 計 の 発 表 時 期

部 門別統計 ・系列名 データ形式 発 表 ・ 更 新 時 期

国民経済計算

国 民 所 得 統 計 Q (速)毎 四半期経過後2ヵ 月半後

(新SNA) (確)翌 年度12月

国 富 調 査 年末 45年 調査(50年 発表)が 最新

民 間 企 業 資 本 ス ト ッ ク Q (速)全 産業 は新SNAと 同 じ。業種別 は

それぞれ1期 前 デー タ

(確)新SNAと 同 じ

景気動向指数

景 気 動 向 指 数 M 2ヵ 月後 の25日 前後

国土 ・人 ロ

国 勢 調 査 5年 ごとの (速)調 査年の年末より順次

10月1日 現 在 (確)調 査年の翌年3月 ごろよ り順次

人 口 推 計 M (速)翌 月の20日 前 後

(確)毎 月の20日 前 後,5ヵ 月 前 デ ー タ

生産活動1

事 業 所 統 計 5年 ごとの 調査年 の翌年10月 ごろ より順次

調査日現在

産 業 連 関 表 CA(5年 ごと 約3年 後

工 業 統 計 表 CA 産業編:2年 後の7月 初め

品目編:〃

企業編:2年 後の9月 上旬

生 産 動 態 統 計 M (速)翌 月中ごろか ら月末

(確)2ヵ 月後の中 ごろか ら月末

鉱工業生産 ・出荷 ・在庫指数 〃 (速)翌 月25日 ～30日

(確)2ヵ 月後 の16日 ～20日

稼 働 率 ・生 産 能 力 指 数 ノノ 2ヵ 月 後 の16日 ～20日

原 材 料 消 費 ・在 庫 指 数 ノノ (速)2ヵ 月 後 の16日 ～20日

(確)3ヵ 月 後 の16日 ～20日

販 売 業 者 在 庫 指 数 〃 (速)3ヵ 月 後 の16日 ～20日

(確)4ヵ 月 後 の16日 ～20日

生産活動n

電 力 指 数 M 翌月末

機 械 受 注 実 績 〃 2ヵ 月後 の10日 ～14日

建 設 工 事 受 注 ノノ (速)翌 月26日 ～29日

(確)2ヵ 月 後 の26日 ～29日

建 築 ・ 住 宅 着 工 !ノ 建設統計 月報:毎 月13日 ごろ,3ヵ 月前

デ ー タ

建築着工統計調査報 告:翌 月30日 ごろ

公共工事 ・民間土木工事着工 ノノ 2ヵ 月 後 の5日 ～10日

第3次 産 業 活 動 指 数 〃 3ヵ 月分ま とめて3ヵ 月後

地 方 公 営 企 業 統 計 FA 翌年12月

注:(速)=速 報,

デ ー タ形 式 の 記号

(確)=確 報,

D… 日次W… 週 次TD… 旬 次

CA… 暦 年FA… 会 計 年 度

Q… 四 半期CS・FS… 半 年 次
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部門別統計 ・系列名 デー タ形式 発 表 ・ 更 新 時 期

流 通

商 業 統 計 CA(3年 ごと) (速)調 査年 の約1年 半後

(確)調 査年の約3年 後

商 業 動 態 統 計 M 2ヵ 月後 の30日 ごろ
,・

総 合 輸 送 活 動 指 数 〃 毎 月11日 ～15日 に3ヵ 月 前 分

国 内 貨 物 輸 送

① 内航船舶貨物輸 送 ノ! 4ヵ 月後上旬

② 陸 上 貨 物 輸 送 〃 約5ヵ 月後

道 路 統 計 FA 毎年8月 に前年分(3月31日 現在 のデータ)

労 働

就 業 構 造 3年 ごとの 調査年の翌年3月 ～12月

7月1日 現在

労 働 力 M (速)翌 月末

(確)毎 月16日 ごろ,3ヵ 月 前 分

労 働 市 場

① 職 業 紹 介 M (速)翌 月下旬

(確)3ヵ 月後の中旬

② 新 規 学 卒 CA 毎年10月 ごろ(3月 未分)

雇 用 ・賃 金 ・労 働 時 間 M (速)翌 月末

(確)2ヵ 月後の中旬

雇 用 保 険 M,FA 翌月末か2ヵ 月後の初め

労 働 生 産 性 指 数 M 4ヵ 月後 の中旬

物 価

卸 売 物 価 指 数 TD,M (速)翌 月の15日 前後

(確)毎 月4日 ご ろ,2ヵ 月 前 分

製造業部門別投入 ・ M,Q 毎 月4日 ごろ,2ヵ 月前 分

産出物価指数

輸 出 入 物 価 指 数 M (速)翌 月15日 頃

(確)毎 月4日 ごろ,2ヵ 月 前 分

消 費 者 物 価 指 数 ノノ (速)26日 を含む週 の金曜 日

(都区部 は当月,全 国は前月)

(確)2ヵ 月後の中旬

日 経 商 品 価 格 指 数 D,W,M (日 次)翌 日(週 次)翌 週初め

(月次)翌 月1日

建 設 工 事 費 デ フ レ ー タ ー M 3ヵ 月後 の中旬

全 国 市 街 地 価 格 指 数 CS 3ヵ 月後 の中旬

消費 ・家計'

家 計 調 査 M (速)2ヵ 月後の中旬

(確)3ヵ 月後の中旬

農 業 経 済 FA 翌年度7月 に前年度分

M (速)2ヵ 月後の下旬

(確)翌 年度7月 に前年度分

消 費 水 準 !ノ (非 農家)2ヵ 月 後 の27日 ～30日

(農 家,全 国全 地帯):毎 月2日 ～5日

5ヵ 月前分

百 貨 店 売 上 高 ノノ 翌月下旬

一122一



部門別統計 ・系列名 データ形式 発 表 ・ 更 新 時 期

財 政

予 算 ・ 決 算 FA (予算)毎 年4月 か5月

(決算)毎 年1月 に前年度分

財 政 投 融 資 〃 毎年4月 か5月

財 政 資 金 対 民 間 収 支 M (速)翌 月1日

(確)3,6,9,12の 各 前 四半 期 分

租 税 ・ 印 紙 収 入 M,FA (速)翌 月末

(確)2ヵ 月後の月末

課 税 対 象 所 得 額 FA (速)翌 年8～11月 ごろ

(確)2年 後の3月 ごろ

金 融

資 金 循 環 表 Q 毎四半期経過後5ヵ 月後

マ ネ ー サ プ ラ イ M (速)翌 月中旬

(確)2ヵ 月後の上旬

資 金 需 給 実 績 ノノ (速)当 月末 日

(確)翌 月初め

産業資金供給(増 減)状 況 〃 3,4ヵ 月 後

日 本 銀 行 金 利 ノノ

コール ・手形 ・現先売買市場 D,M (日次)当 日の新聞夕刊

(月次)2ヵ 月後の初め

日 本 銀 行 勘 定 ノノ (日次)翌 日の新聞夕刊

(月次)2ヵ 月後の初 め

全 国 銀 行 銀 行 勘 定 M (速)翌 々月初 め

(確)2ヵ 月後の初め

手 形 交 換 D,M (日 次)当 日の新聞夕刊

(月次)翌 月初 め

郵 便 貯 金 M (速)翌 月1日

(確)4ヵ 月後の上旬

証 券

公 社 債 M 2ヵ 月 後

①公社債発行消化売買状況 D,M (日次)翌 日の東証 日報

②公 社 債 利 回 り D,M (月次)2ヵ 月後の上旬

翌日の日本経済新聞(朝 刊)

③ 日経公社債 イ ンデ ックス D 午後6時(土 曜日は午後2時)

NEEDS・ 日 々 株 価 D .
〃 週 間 株 価 W 週初サ ー ビス開始前
〃 月 間 株 価 M 月初 〃
"年 間 株 価 A 翌 日 〃

〃 銘柄別信用残 W 毎週水曜日午後5時 に前週分
"株 価 指 数 D 午後6時(土 曜 日は午後2時)
"権 利落 ちデータ 権利落ちの都 権利落ち当日の午後4時 半

度 (土曜 日は12時 半)

NEEDS・ 債 権 先 物 デ ー タ D 午後4時45分 頃(土 曜 日は午 後12時45分 頃)
"証 券 デ ー タ D 翌 日の14時 頃
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部 門別統計 ・系列名 データ形式 発 表 ・ 更 新 時 期

企 業 別FINANCEデ ー タ D 翌 日の朝8時 頃

①東証株価指数,時 価総額 D 午後6時(土 曜日は午後2時)

② 日 経 平 均 株 価
〃 〃

③株 式 出 来 高 〃 !ノ

④株 式 利 回 り ノノ ノノ

企業経営

法 人 企 業 統 計 Q,FA (四半期)3ヵ 月後の中旬

(年度)翌 年9月 下旬

主 要 企 業 経 営 分 析 FA 翌年10月 末に前年度分

法 人 企 業 投 資 Q,FA (四 半 期)2,5,8,11各 月上 旬 に2ヵ

月前調査分

(年次)毎 年11月 に前年度分

企 業 短 期 経 済 観 測 Q 2,5,8,ll月 調 査 の翌 月5日 ごろ に前

四半期実績

企 業 倒 産 M 翌 月10～14日

金融機関別借入金(興 銀 データ) FA 3月,9月 各 中旬

国際収支 ・貿易

輸 出 確 認 統 計 M 翌 月10～13日

輸 入 報 告 統 計 〃 翌 月10～13日

通 関 統 計 〃 (速)翌 月10～13日

(確)翌 月下旬

貿 易 指 数 M,CA (速)翌 月10～13日(確)翌 月下 旬

外 貨 準 備 高 M 翌月初め新聞発表

国 際 収 支 !ノ (速)翌 月27～30日

(確)2ヵ 月後の下旬

企業財務(NEEDS)

本 決 算 デ ー タ 、

中 期 決 算 デ ー タ

連 結 決 算 デ ー タ

業 種 別 集 計 値
上場会社 貸借対照表 ・損益計算書項 目は

決算後4ヵ 月 目の月初3日(3月 決算 は
業 績 予 想

>

7月3日)原 価明細等明細項 目は5ヵ 月
財 務 速 報

銀行財務(NEEDS)
目の月初(3月 決算 は8月3日)

本 決 算 デ ー タ

集 計 値
ノ
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主要経済指標の標準発表予定表*

[月次統計]

発表日

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

H

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

8

9

0

り
'

り
ム

0
0

指 標 名(指 標対象期間,発 表機関)

日銀券(前 月,日 銀)

全銀貸出約定平均金利(前 々月,日 銀)

全銀主要勘定(速 報)(前 々月,日 銀)

上旬:首 都圏 マ ンション市場動向(前 月,不 動産経済研究所)

輸出確認(前 月,通 産省),輸 入報告(前 月,通 産省),通 関(速 報)(前 月,大 蔵省)

公共工事着工統計(前 々月,建 設省)

企業倒産(前 月,東 京商工 リサーチ,帝 国データバ ンク)

機械受注(前 々月,経 企庁)

WPI下 旬月次(前 月,日 銀),公 共工事請負金額(前 月,建 設保証事業会社協会

鉱工業生産(確 報)(前 々月,通 産省)

輸 出入物価(速 報)(前 月,日 銀)

マ ネ ーサ プ ライ(前 月,日 銀)

WPI上 旬(当 月,日 銀)

家計調査(前 々月,総 務庁)

CPI全 国(前 月,総 務庁),CPI東 京都区部(当 月 中旬速報値,総 務庁)

鉱工業生産(速 報)(前 月,通 産省),大 型小売店(速 報)(前 月,通 産省)

国際収支(速 報)(前 月,日 銀,大 蔵省)

新設住宅着工(前 月:速 報,前 々月:確 報,建 設省)

建設受注(前 々月,建 設省),毎 勤統計(前 月,労 働省),労 働力調査(前 月,総

務庁)

一般職業紹介(前 月,労 働 省),WPI中 旬(当 月,日 銀)

公共事業等 の契約状況等(前 月,大 蔵 省主計局)

注:*発 表 日は前後す ることが多い。確定 日時 は,

産業」欄の項 目で確認 して ください。

日本経済新聞月曜版週間予定表の 「経済 ・

一125一



〔四半期統計〕

○機械受注見通し(経 済企画庁)

○法人企業統計(季 報)(大蔵省証券局)

〇四半期国民所得統計速報(Q.E.)

(経済企画庁)

○ 日 銀 短 観(日 銀)

{
7～9〃

10～12〃

1～3〃

3月 調 査

{il

4～6月 期(5月 中旬)

{
7～9〃

10～12〃

1～3〃

2月 調 査

信1

(8〃)

(11〃)

(2〃)

(6月 下 旬)

(9〃)

(12〃)

(3〃)

4～6月 期(9月 中旬)

(12月 上旬)

(3月 中旬)

(6〃)

(3月 上旬)

(6〃)

(9〃)

(12〃)

〔米国四半期統計〕

OGNP統 計 1～3月 期

4～6月 期

7～9月 期

10～12月 期

(4月 第4火 曜 日前 後)速 報 値

{
(5月 第4水 曜 日前後)第1次 改定値

(6月 第4水 曜 日前後)第2次 改定値

(7月 第4火 曜 日前後)速 報値

{
(8月 第4水 曜 日前後)第1次 改定値

(9月 第4水 曜 日前後)第2次 改定値

(10月 第4火 曜 日前後)速 報値

{
(11月 第4水 曜 日前後)第1次 改定値

(12月 第4水 曜 日前後)第2次 改定値

(1月 第4火 曜 日前後)速 報値

∫1(2月 第4水 曜 日前後)第1次 改定値
ロ

((3月 第4水 曜 日前後)第2次 改定値

〔米国月次統計〕

○景 気 先 行 指 標

失

卸

貿

住

消

○

○

○

○

○

物

収

着

業

売

易

宅

費 者 物

○耐 久 財 新 規 受 注

率

価

支

工

価

翌 々月1日 前後

翌月第1金 曜 日

翌月第2金 曜 日

翌 々月14日 前後

翌 月18日 前後

翌月20日 前後

翌月23日 前後
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2.統 計 デ ー タ ベ ー ス 活 用 の 一 例

「日 経 テ レ コ ン 」 で の 統 計 デ ー タ の 利 用 状 況

日本経済新聞社デー タバ ンク局で は 「経済 に関す る総合情報機関」を 目指 し,各 種 の電

子媒体 による情報サー ビスを行 っている。 この中で情 報の大衆化を志向 しているのが 「日

経テ レコン」であ る。 昭和59年 にサー ビス開始 して以 来年率 .100%の 伸びを維持 してお り,

現時点で は2万 ユーザー とな っている。 日経テ レコンは9タ イプのパ ッケー ジを有 してい

るが,経 済統計を中心 にサー ビス しているのが 「総合版 」である。 これは株式 ・債権 ・為

替および商品等のマーケ ッ ト情報 を中心 としているが,各 種 の経済統計 も検索可能であ る。

TSや 磁気テープによるサー ビスは,金 融 ・証券業 界,中 央官庁,大 学等の いわゆ る専

門家 向けで あるが,こ の 日経テ レコンのユ ーザー層は中小 の金融 ・証券会社,一 般事業会

社,流 通業界および地方 自治体が 中心 となっており,統 計 デー タの利用を普及 させ るため

の当調査研究の ターゲ ッ トにほぼ一致 してい ることにな る。

まず最近3ヵ 月(1988年12月 ～i989年2月)の 週間当 りの経済関連統計の検索状 況をみ

ると,次 の ようにな って いる。

・主要経済指標

・産業指標

・景気予測

・米国統計A

・ 〃B

・ 〃C

主要経 済指標 とは,

名は表2に 掲げて いるので参照 されたい。米国統計Aと あるの は米国のマーケ ッ ト情報 を

中心 とす るサー ビス機関の情報であ り,米 国統計Bは 米国最大の経済情報サ ービス機関の

もので,米 国統計Cは 米国のさる金融機関の情報であ る。 こうしてみると米国の経済統計

のニ ーズがかな り大 きいことがわか る。ただ米国の統計の中 には,為 替関連統計,商 品情

報および証券市場サ マ リー統計 も含まれているので,単 純 な日米比較 はで きない。 それで

も米国のGNPや 貿易収支等の統計 は日本 のそれ とほぼ同水準の検索がな されている。

なお ここにあげた6タ イプの経済関連統計の全体 に占め る割合は3%弱 であ り,数 値情

報の検索で過半数を 占め るのはや はり株式市況である。

1400件

150件

550件

900件

1200件

700件

日経 で ピ ック ア ップ した約250系 列 の 主 要 統計 で あ り,個 々の系 列
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表2主 要 経 済 指 標

検索 メ ニ ュ ー
メ ニ ュ ー 名

頻度 番 号

○ 41.01.01 日本経 済 の サ マ リー(1)

○ 41.01.02 日本経 済 の サ マ リー(2)
○ 41.01.03 実質経済成長率(項 目別)
○ 41.01.04 経済成長率の推移
41.Ol.05 実質経済成長率と寄与度
41.01.06 労働需給の動向
41.01.07 労働需給の推移

△ 41.Ol.08 鉱工業生産 ・出荷 ・在庫の動向
41.01.09 物価動向

△ 41.01.10 物価指数の推移
41.01.11 消費動向

△ 41.Ol.12 消費関連指標の推移
41.01.13 民間在庫投資の動向
41.01.14 在庫指数の推移

△ 41.01.15 民間設備投資の動向
41.01.16 住宅投資の動向

△ 41.01.17 住宅投資の推移
41.01.18 企業収益の動向
41.01.19 企業倒産状況

△ 41.01.20 主要金利の動向
△ 41.01.21 マネーサプ ライの推移

41.Ol.22 貿易動向
41.01.23 国際収支の推移
41.Ol.24 主要国経済指標(米,西 独,英,仏)

△ 41.Ol.25 主 要 国GNP(日,米,西 独)

○ 41.02.Ol DI・ 先行系列

△ 41.02.02 DI・ 一 致 系 列 、

41.02.03 DI・ 遅 行 系 列

41.02.06 CI・ 先行指数

41.02.07 CI・ 先行指数(3ヶ 月移動平均)

41.02.09 CI・ 一 致 指 数(3ヶ 月 移 動 平 均)

41.02.12 中小企業DI・ 業況判断(総 平均)

◎ 41.03.Ol 名目国民総生産(季)
◎ 41.03.02 実質国民総生産(季)
41.03.03 名目民間最終消費(季)

△ 41.03.04 実質民間最終消費(季)
41.03.05 名目民間住宅投資(季)

△ 41.03.06 実質民間住宅投資(季)
△ 41.03.07 名目民間企業設備投資(季)
△ 41.03.09 名目民間在庫投資(季)
41.03.11 名目政府最終消費(季)
41.03.21 名目内需計(季)
41.03.22 実質内需計(季)

△ 41.03.25 国民総生産デ フ レーター

検索頻度:◎
○
△

50回 以 上(週 間)

25～49(")

10～24(ノ ノ)

一128一
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検索 メ ニ ュ ー
メ ニ ュ ー 名

頻度 番 号

41.04.01 総人口
41.04.02 労働力人口
41.04.03 就業者総数
41.04.04 完全失業者数

△ 41.04.05 完全失業率
41.04.06 常用雇用指数(全 産業)
41.04.07 常用雇用指数(製 造業)
41.04.08 常用雇用指数(サ ー ビス業)
41.04.09 名目賃金指数(全 産業,現 金給与)

△ 41.04.11 実質賃金指数(全 産業,現 金給与)
41.04.12 実質賃金指数(製 造業,現 金給与)
41.04.13 現金給与総額(全 産業)
41.04.14 現金給与総額(製 造業)
41.04.15 総実労働時間数(全 産業)
41.04.16 総実労働時間数(製 造業)
41.04.17 所定外労働時間数(全 産業)
41.04.18 所定外労働時間数(製 造業)
41.04.19 月刊有効求人数
41.04.21 有効求人倍率
41.04.23 労働生産性指数(産 業総合)
41.04.24 労働生産性指数(製 造工業)・

○ 41.05.01 鉱工業生産指数
△ 41.05.02 鉱工業生産指数(季)
41.05.03 鉱工業生産指数(製 造業)
41.05.04 鉱工業生産指数(製 造業,季)
41.05.05 鉱工業生産指数(投 資財,季)
41.05.06 鉱工業生産指数(消 費財,季)
41.05.07 鉱工業生産指数(資 本財,季)
41.05.08 生産者出荷指数
41.05.09 生産者出荷指数(季)
41.05.ll 生産者出荷指数(製 造業,季)
41.05.15 生産者製品在庫指数
41.05.16 生産者製品在庫指数(季)
41.05.17 生産者製品在庫指数(製 造業)
41.05.22 原材料消費指数(製 造工業,季)

○ 41.06.01 卸売物価指数(総 平均)
41.06.02 卸売物価指数(国 内品)
41.06.03 卸売物価指数(工 業製品)
41.06.04 卸売物価指数(農 林水産物)
41.06.06 卸売物価指数(電 気 ・ガ ス ・水道)

41.06.12 輸入物価指数(円 ベース)
41.06.13 輸入物価指数(契 約通貨ベース)

△ 41.06.14 消費者物価指数(総 合)
41.06.15 消費者物価指数(東 京都区部)
41.06.16 消費者物価指数(食 料)
41.06.18 消 費者物価指数(光 熱 ・水道)

検索頻度:◎
○
△

50回 以 上(週 間)

25～49(")

10～24(")
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検索 メ ニ ュ ー
メ ニ ュ ー 名

頻度 番 号

41.07.01 全国 ・勤労者世帯 ・収入金額
41.07.02 全国 ・勤労者世帯 ・実収入
41.07.03 全国 ・勤労者世帯 ・実支出

△ 41.07.04 全国 ・勤労者世帯 ・消費支出
41.07.05 全国 ・勤労者世帯 ・食料
41.07.09 全国 ・勤労者世帯 ・被服及び履物
41.07.11 全国 ・勤労者世帯 ・交通通信

△ 41.07.15 全国 ・勤労者世帯 ・可処分所得
41.07.16 全国 ・勤労者世帯 ・平均消費性向
41.07.19 大型小売店販売額 ・合計

△ 41.07.20 大型小売店販売額 ・百貨店
41.07.21 大型小売店販売額 ・セルフ店
41.07.22 乗用車新規登録台数

'

41.08.Ol 生産者製品在庫指数
41.08.02 生産者製品在庫指数(季)
41.08.08 生産者製品在庫率指数

△ 41.08.09 生産者製品在庫率指数(季)
41.08.13 生産者製品在庫率指数(消 費財 ・季)
41.09.01 機械受注 ・受注額合計
41.09.02 機械受注 ・受注額合計(船 舶を除 く)
41.09.03 機械受注 ・民需
41.09.04 機械受注 ・民需(船 舶 を除 く)
41.09.05 機械受注 ・製造業
41.09.06 機械受注 ・官公需
41.09.08 機械受注 ・販売額
41.09.09 機械受注 ・販売額(船 舶を除 く)
41.09.11 機械受注 ・受注残 高(船 舶を除 く)

、

△ 41.09.12 建築着工床面積 ・総計
41.09.13 建築着工床面積 ・居住専用
41.09.14 建築着工床面積 ・居住産業併用
41.09.21 建築着工床面積 ・その他
41.09.22 建築物工事費予定額総計
41.09.23 建築物工事費予定額非居住用
41.10.Ol 住宅着工戸数 ・全住宅総計
41.10.02 住宅着工戸数 ・新設住宅総計
41.10.03 住宅着工戸数 ・持家
41.10.04 住宅着工戸数 ・貸家
41.10.06 住宅着工戸数 ・分譲住宅
41.10.08 住宅着工床面積 ・新設住宅総計

△ 41.10.13 標準建築費 ・事務所 ・庁 舎(鉄 筋)
41.10.14 同 ・アパ ー ト ・マ ン シ ョ ン(鉄 筋)

41.10.15 同 ・店舗 ・百貨店(鉄 筋)
41.10.16 全国木造建築費指数
41.10.17 建築工事 費デフ レーター ・総合
41.10.19 建築工事費デフ レーター ・住宅

検索頻度:◎

○
△

50回 以 上(週 間)

25～49(")

10～24(")
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検索 メ ニ ュ ー

メ ニ ュ ー 名

頻度 番 号

41.10.20 全国市街地価格指数 ・平均
41.10.21 全国市街地価格指数 ・住宅地
41.10.23 六大都市市街地価格指数 ・住宅地
41.11.06 法人企業統計 ・全産業 ・営業利益

△ 41.ll.07 法人企業統計 ・全産業 ・経常利益

41.11.14 法人企業統計 ・製造業 ・営業利益

△ 41.11.15 法人企業統計 ・製造業 ・経常利益

41.12.01 銀行間円相場 ・直物 ・月中平均
41.12.02 銀行間円相場 ・直物 ・月末

41.12.03 マネ ー サ プ ラ イ ・M1(末 残)

41.12.04 マネ ーサ プ ライ ・M2+CD(末 残)

△ 41.12.05 マネ ーサ プ ライ ・M2+CD(平 残)

41.12.06 マネ ーサ プ ラ イ ・M3+CD(末 残)

41.12.07 現金通貨(末 残)
41.12.08 要求払預金(末 残)
41.12.09 定期性預金(末 残)
41.12.12 コール資金残高(末 残)

41.12.14 国債発行高(国 内起債分)
△ 41.12.17 公定歩合
41.12.18 コー ル レー ト(無 条件,中 心,平 均)

41.12.19 手 形 売 買 レー ト(2ヵ 月 物,中 心)

41.12.21 国債応募者利回 り(利 付,10年 物)
41.12.22 全国銀行貸出約定平均金利
41.12.23 日経平均株価225種
41.12.25 東証株価指数

41.13.01 通関輸出総額
41.13.02 通関輸出総額(季)
41.13.03 通関輸入総額
41.13.04 通関輸入総額(季)
41.13.05 国際収支 ・経常収支

○ 41.13.06 国際収支 ・貿易収支
41.13.07 国際収支 ・輸 出
41.13.08 国際収支 ・輸 入
41.13.09 国際収支 ・貿易外収支
41.13.16 国際収支 ・貿易外投資収益 ・支払
41.13.18 国際収支 ・長期資本収支

◎ 41.13.19 為替 レー ト(円/USド ル)月 中平均
41.13.20 外貨準備増減

△ 41.13.21 外貨準備高

41.14.01 売上高 ・全産業
41.14.02 売上高 ・繊維

41.14.03 売上高 ・木材

41.14.ll 景況判断指数 ・全産業
○ 41.15.01 公共工事着工 ・総工事費評価額

検索頻度:◎
○
△

50回 以上(週 間)

25～49(〃)

10～24(〃)
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検索 メ ニ ュ ー
メ ニ ュ ー 名

頻度 番 号

41.15.12 公共工事着工 ・下水道 ・公園
41.16.Ol 第3次 産業活動指数 ・総合'
41.16.13 第3次 産業活動指数 ・サ ー ビス業
41.16.14 第3次 産業活動指数 ・対個人サー ビス業
41.16.18 国内貨物輸送量 ・国鉄
41.16.19 国内貨物輸送量 ・自動車
41.16.20 国内貨物輸送量 ・内航(営 業用)
41.17.01 財政資金対民間収支 ・一般会計収支
41.17.03 財政資金対民間収支 ・租税
41.17.20 租税 ・印紙収入状況 ・租税

○ 41.18.Ol 実質国民総生産[米 国主要統計]
41.18.02 景気先行指標
41.18.06 製造業 ・在庫
41.18.07 製造業 ・受注

△ 41.18.08 失業率
△ 41.18.09 卸売物価指数
41.18.11 マネ ー サ プ ライ

41.18.12 小売業売上高
41.18.13 鉱工業生産指数
41.18.14 個人所得
41.18.15 消費支出
41.18.16 消費者物価指数
41.18.17 民間住宅着工戸数
41.18.18 耐久財新規受注

○ 41.18.19 貿易収支
△ 41.18.20 TBレ ー ト

41.18.21 フ ェデ ラル フ ァ ン ドレー ト

○ 41.18.22 ニ ュー ヨー クダ ウ平 均株 価

△ 41.19.Ol 西独 ・実質国民総生産[西 独主要統計]
41.19.02 西独 ・鉱工業生産指数
41.19.03 西独 ・消費者物価指数

△ 41.19.04 西独 ・経常収支

△ 41.19.05 西独 ・長期金利

41.19.06 英国 ・実質国民総生産[英 国主要統計]
41.19.08 英国 ・消費者物価指数
41.19.09 英国 ・経常収支
41.19.10 英国 ・長期金利

41.19.11 フランス ・実質国内総生産[そ の他先進国主要計]

41.19.13 フランス ・消費者物価指数

41.19.16 イタ リア ・実質国内総生産

41.19.18 イタ リア ・消費者物価指数
41.19.23 カナ ダ ・消費者物価指数

検索頻度:◎

○
△

50回 以上(週 間)

25～49(")

10～24(")

一132一



検索 メ ニ ュ ー
メ ニ ュ ー 名

頻度 番 号

41.20.14 対 ドル人民 元 レー ト[中 国主 要統計]
41.20.16 対外純資産
41.21.07 一次エネルギー生産総 量

41.21.08 石炭生産量
41.21.09 原油生産量
41.22.01 社会総生産額
41.22.10 蓄積額
41.22.11 財政バ ラ ンス

検 索 頻 度:◎50回 以 上(週 間)

025～49(")

△10～24(〃)

個 々の統計データの検索頻度 につ いては表2の 表側 に記号で表示 して いるが,週 間平均

で50回 以上の ものは,名 目および実質GNPと 対 ドル 円 レー トで ある。検索頻度 の高 い も

のは,お おむね各統計 グル ープの代表系列で あり,各 種の統計月報 もしくは調査月報 に掲

載 されて いるものが多 いが,変 った系列 として は,標 準建築 費 とか公共工事着工 ・総工事

費評価額の建設関連統計が 目立 っ程度である。以上のよ うに 日経 テ レコンにおいて も経済

統計の検索頻度 ははかばか しくないが,1分 間30円 の接続料 を払 ってで も利用 され るよ う

な需要喚起の努力が必要 とされ ている。

表3に おいて 日経テ レコン 「総合版」よ り,メ ニュー番号41「 主要経済指標」の最初の

3画 面の 出力事例を紹介 してお く。

なお 日経テ レコンで はダウンロー ドがで きない。NEEDS-TSに 比べて接続料をか

な り安 く設定 してい るので,パ ソコン画面 出力 とその画面 コピーに限定 してい る。
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1.日 本経 済 の サ マ リー(1)

名目国民総生産
実質国民総生産
うち内需
民需

鉱工業生産指数
鉱工業出荷指数
生産者製品在庫率指数
製造工業稼働率指数
卸売物価指数 ・総平均
消費者物価指数 ・総合
大型小売店販売額指数
実質家計消費支出
実質民間住宅投資
実質民間企業設備投資
季調済前期比(%),

日本経済のサマ リー(2)

表3日 経 テ レコ ン 「総合版」出力事例

一 パ ソコン画面 コピー

(410101)89/03/2311:401/1
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ただ し物価 は原数値前年比(%)会 計年度ベース。

2.(410102)

86年87年88年1期

*実 質 公 的 固 定 資 本 形 成 ・前 期 比7.39.34.0

公 共 工 事 費 評 価 額 ・前 年 比0.614.Ol9.3

M2+CD・ 前 年 比8.611.212.1

国 債 最 長 期 流 通 利 回 り(%)5.114.964.47

現 金 給 与 総 額 ・前 年 比3.12.30.4

就 業 者 数 ・前 年 比0.81.31.8

*有 効 求 人 倍 率(倍)0.620.770.88

*完 全 失 業 率(%)2.82.82.7

*通 関 輸 出 数 量 ・前 期 比 一〇.60.72.5

*通 関 輸 入 数 量 ・前 期 比10.712.66.7

経 常 収 支(百 万 ドル)94,13984,47418,421

円 相 場(円/ド ル)159.83138.33128.00

製 造 業 売 上 高 経 常 利 益 率(%)3.24.44.8

*は 季 調 値 。 前 期 比,前 年 比 の 単 位 は%。 会 計 年 度 ベ ー ス 。

3.実 質 経 済 成 長 率(項 目 別)(410103)

86年87年88年1期

国 民 総 生 産2.85.22.4

民 間 最 終 消 費3.44.52.2

民 間 住 宅 投 資11.325.91.9

民 間 企 業 設 備 投 資4.49.94.0

民 間 在 庫 投 資 一1044.7257.0-228.5

政 府 最 終 消 費6.4-O.80.9

公 的 固 定 資 本 形 成7.39.34.0

輸 出 等 一3.55.23.4

輸 入 等5.312.64.9

内 需 ・民 間3.67.22.5

内 需 ・政 府7.91.93.5

外 需 一34.1-35.6-14.0

名 目 国 民 総 生 産4.34.92.8

季 調 済 前 期 比(%),た だ し在 庫 は,
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4,*経 済成 長率の推移(41田04)

マロ　　

(%)

6.②0

5.00

4.oθ

3.00

89!93!2713:191/3

2.69

実質経済成長率 一 名目経済成長率 一 実質輸出等 辺日

対前年同期比伸び率。成長率は左軸、輸出は右軸。
F5:次 頁/F1キ ーでメニューに戻ります(番 号指定可)。
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4,‡経済成長率の推移(410104)
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対前年同期比伸び率。成長率は左軸、輸出は右軸』
F5:次 頁/Flキ ーでメニューに戻ります(番 号指定可)。
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8,鉱 工業生産 ・出荷 ・在庫の動 向(41elO8)

エ　　

(1985ロ19⑤)
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生産 一 出荷 一一・ 在庫 ・一一 在庫率 一

季調値。

F5:次 頁/Flキ ーで メニューに戻 ります(番 号指定可)。
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1,鉱 工業生産指数(41050D
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2,鉱 工業生産指数(季)(410502)

単位:1985年=100

原数値 囮 前期比 一ー一－
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3.NEEDS-TSか ら の ダ ウ ン ロ ー ド事 例

この研究委員会に参加 したのを機会に表計算 ソフ ト及 びEWS(エ ンジニ ア リングワー

クステー シ ョン)の 最近 の活動状況を調 べてみ ると,情 報化の進展ぶ りはあ らたあて驚か

ざ るをえない。筆者のよ うに昭和30年 後半 よ り計量分析 にタ ッチ し,情 報処理に深 く拘わ

って きた者 にとってまさに感慨無量なお ももちであ る。

まず総合方表計算 ソフ トのベ ス トセ ラーで あ り,か つ機能的に も強力であ る"Lotus1-

2-3"の 最新のパ ンフ レッ トを取 り寄せてみる と,あ らためてその機能性,操 作性 に も驚か

ざ るをえない。 ここ数年来必要 に応 じて職場で も使 ってはいるが,'や や もす ると単純な レ

ポー ト作成 に終始 して きた感が強い。最新 の"1-2-3R2.1JPlus"の パ ンフ レッ トをっぶ さ

に見ると何で も出来 ると言 いた くな るほどで ある。 しか も希望小売価格が98,000円 に至 っ

ては私の古 い感覚 か らす ると,ゼ ロが2個 ほど少ない気がす る。確 かにカタログベースと

か安かろ う悪かろ うと い う言葉 もあ るが,実 際に操 作 してみ ると額面通 りと評価せ ざるを

えない。 コンピューターメーカーさんに悪意 はないが,30年 近 くもカタログでの機能性 と,

実 際の操作性,実 用性のギ ャップに悩 まされて きた身には ことさら印象が強烈である。

Lotus1-2-3は 表計算,グ ラフ処理,デ ー タベ ース機能の良 さもさることなが ら,初 心

者 に親切なメニ ューやヘルプ機能の充実,上 級者 にはマ クロ機 能の付加 によ りますます操

作性を高めるよ うに配慮 され ている点 は,筆 者が コ ンサルテ ィング部長 とい う立場 にあ り

ユーザーサー ビスに常 日頃頭 を痛めているだけに,評 価を より一層高め る ものである。今

回の新機能 と してEMS(ExpandedMemorySpecification)を サポー トしてい るので大量

のデータを処理できるよ うにな り,実 用性が一段 と高ま ったのである。

以上い ささか持 ち上げた感があ るが,す ば らしいソフ トであ ることには変 りない。 これ

を活かすには情報 なり統計 データが必要で あることはい うまで もない。

最近のNEEDS-TSユ ーザーの利用状況をみる と,デ ー タファイルの ダウンロー ド

が著増 しているよ うである。TS提 供側で はどれだけのデ ータがダウ ンロー ドされ たかを

測定する ことは不可能で ある。なぜ な ら,プ リン トイメージでそのままデ ィスクに コピー

され るので,ダ ウ ンロー ドが単な るデータ出力なのかは識別不可能であ る。NEEDSで

は当初 ダウ ンロー ドに対 して消極 的で あったが,通 信 ソフ ト,表 計算 ソフ トの機能 ア ップ

とパ ソコンの普及 によ り,い やお う無 しに対処せざるをえな くな って きた。 これか らはむ

しろ積極的 にサー ビス強化 してい く方針で ある。 もはや データの一 人歩 きとか,情 報が流

れ るとかいっておれないのであ る。 それ な ら前向 きに対応 した方が得策であ る。
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次に ダウンロー ドの事例紹介に移 ろう。統計データのサ ンプル として採用 したの は,経

済企画庁 の景気動向指数で ある。デ ィフュー ジョン ・イ ンデ ックス とコンポジッ ト・イ ン

デ ックスの先行,一 致 および遅行系列であ り,6種 類の月次デー タにつ いて,1975年1月

より1988年12月 までの14年 間168サ ンプルであ る。それぞれの系列名 とコー ドは次の通 り

で あ る。

デ ィ フ ュー ジ ョン ・イ ンデ ックス(DI)

先行 系 列 … … …DIDXL

－致 系 列 … … …DIDXC

遅行 系 列 … … …DIDXG

コ ン ポ ジ ッ ト ・イ ンデ ック ス(CI)

先 行指 数 … … …CIDXL

－致 指 数 ・・… … ・CIDXC

遅 行 指 数 … … …CIDXG

DIの 収 録 初期 は1957年1月 で あ り,CIの それ は1970年1月 で あ るが,今 回 の サ ンプ

ル と して採 用 したの は1975年 以 降 と した。 通信 ソフ トは筆 者 が 使 い馴 れ て い る"PCOM

－ α"を 使 った。 表4はNEEDS-TSの マ クロ経 済 分 析 ソフ ト"MARS"を ロー ド

させ,プ リン ト命令 を 与 え た もので あ る。MARSで の プ リン トコマ ン ドに先立 ち,通 信

ソ フ トの コマ ン ドを実 行 す る。

∧PR1の 指 定 で パ ソ コ ンの プ リン ター出 力を指 示 し,

∧D△B:TESTO3.PRNの 指 示 で 出力 結果 は全 て フ ロ ッ ピー デ ィス クに コ ピー

され る。

B:は ドライ ブ指 定

TESTO3は フ ァイル 名で あ り,拡 張 子.PRNと して登 録 す る。

MARSの 出 力で 最 もポ ピ ュラ ーな のが,列 べ ク トルで 時 系列 出 力 す る タ イプ1で あ る。

この タイプ は 時 間表 示 を 左側 に して お り,表 計 算 ソフ トにお い て も,デ ー タ出力,グ ラ フ

出 力の 際役 に立 つ の で便 利 で あ る。 初 期 の 表計 算 ソフ トで は この タ イプだ と スペ ー スの 処

理 等 で 面倒 で あ った が,Lotusl-2-3で は文 字 別変 換 や 編 集機 能 が 優 れ て い るの で 苦 もな

く調 整 可能 で あ る。 この 出 力例 で は6変 数14年 分(168ヵ 月)で あ るが,MARSで の 出 力

所 要 時 間(デ ュア レー シ ョン ・タ イム)は188秒 で あ った。

タ イプ2で は行方 向 に 月,列 方 向 に年 を表 示 す るマ トリ ックス表 示 で あ るが,表 計算 ソ
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～～～～～～tW～TYPE<CR>

TYPE<CR>

#NEEDS-TS(37.242):ATCOMET;YOUAREPVl120DTK58B(174)

#ENTERUSERCODE .

NMODEI、15

#ENTERPASSWORD .

‡‡ENTERCHARGECODE .

E

#YOURCHARGECODEISF

#SESSION508017:28:0903/24/89

MARS

#VERBEXPECTED .SCANNING}

MARS

#RUNNING5369

‡‡?

NEEDSTSMARS

VERSION=12,RELEASE=5
,89/3/10

RECOVERYFILENO.=0835369

COMMAND?－

SOURCEISCENT

FORMAT=(6,DP)

COMMAND?-pPM75TO88[DI]

CENT

M

1975:1

1975:2

1975:3

1975:4

1975:5

1975:6

1975:7

1975:8

1975:9

]975:10

1975:11

1975:12

1976:1

1976:2

1976:3

1976:4

1976:5

1976:6

DIDXL

23.1

30.8

53.8

53.8

76.9

57,7

76.9

69.2

80.8

76.9

53.8

61.5

84.G

100.0

84.6

84.6

84.6

69.2

DIDXC

4.5

0.O

l8.2

40.9

54.5

63.6

63.6

81,8

72.7

86.4

45.5

68.2

81.8

100.0

90.9

100.0

6R.2

72.7

タイ プ1

DIDXG

50.0

37.5

25.0

0.0

0.0

12,5

25.0

25.0

25.0

37.5

37.5

37.5

37.5

37.5

37.5

37.5

37.5

37.5

-140－

CIDXi..、

53.4

54.3

55.7

56.7

57.4

57.8

58.9

59.4

60.4

61.3

61.2

63.2

65.5

67.7

69.1

68,6

68.9

69.9

CIDXC

69.5

68,6

68.0

68.8

68.8

69.7

70.1

70.1

70.6

71.3

70.5

71.6

73.0

75.4

76.2

76.6

76.3

77.0

CIDXG

84.8

83.4

81.6

78.5

77.8

76.4

75.4

75.1

74.3

73.9

72.9

72.2

71.9

72.1

72.3

71.9

72.'3

72.5



1976:7

1976:8

1976:9

1976:10

1976:11

1976:12

88,5

46.2

30.8

15.4

42.3

30.8

72.7

81・.8

68.2

45.5

63.6

63.6

62.5

68.8

50.0

62.5

87.5

75.0

70.9

70.0

69.7

69.4

70.3

69.8

78.0

78.0

77.7

77.8

78.9

79.1

72.7

72.8

72.9

73.5

74.5

75,4

1977:1

1977:2

1977:3

1977:'4

1977:5

1977:6

69.2

30.8

30.8

15,4

34.6

23.1

7

4

4

7

4

1

2

6

6

2

6

9

7

3

3

2

3

87.5

56.3

50.0

37.5

50、0

37.5

70.4

68.9

68.7

69.・1

68.4

68.O

79.7

78.4

78.8

79.1

78.3

77.8

76.6

75,7

76.6

76.5

75.8

74、9

1977:7

1977:8

1977:9

1977:10

1977:11

1977:12

15.4

53.8

69.2

53.8

46.2

57.7

18.2

54,5

81.8

68.2

72.7

63.6

50.0

37.5

50.0

12.5

25.0

25.0

67.8

69.4

69.3

69,9

70.5

71.8

77.4

78.3

78.4

78.3

79.1

79.7

74.7

74.6

74.4

73,4

72.5

71,4

1978:1

1978:2

1978:3

1978:4

1978:5

1978:6

57.772.7

76.977.3

69.290.9

76.990.9

73.1100.0

84.690.9

37.5

37.5

25.0

25.0

43.8

37.5

72.0

73.2

74.5

75.6

76.4

78.8

80.0

80,1

81.6

81.f8

82.i1

82.'7

71.6

71.3

71.2

70.7

70.9
"
i70.0

1978:7

1978:8

1978:9

1978:10

1978:11

1978:12

76.9

76.9

53.8

69.2

73.1

76.9

90.9

81,8

90。9

90.9

81.8

72,7

37.5

18.8

31.3

37.5

62.5

56,3

1

9

5

7

只
M
O

9

9

0

1

3

4

7

7

8

8

8

8

83.6

84.4

85.3

85,4

85.8

86.3

70.2

70.1

70.1

70.8

71.7

72.1

1979:1

1979:2

1979:3

1979:4

1979:5

1979:6

61.563.6

42.368.2

50.077.3

53.868.2

80.8100.0

6L5100.0

62.5

62.5

62.5

62.5

62.5

62.5

84.0

84.6

85.4

86.6

87.6

87.6

86.R

86.7

87.3

87.9

90.0

91.2

72.3

73.0

73.0

73.1

74.0

74.6

1979:7

1979:8

1979:9

1979:10

1979:11

1979:12

61.59〔 〕.9

69.2100.0

46.290.9

30.881.8

30.886.4

34.672.7

50.0

62.5

81.3

81.3

75.0

75.0

88.2

88.8

87.9

87,5

87.7

86.7

92.1

93.0

92.8

94,0

95.1

95.1

75.2

76.5

78.3

79.5

80.3

81,8

1980:

1980:

1980:

1980:

1980:

1980:

1

2

3

4

5

6

46.2

30.8

46.2

42,3

38.5

23.1

72.793.8

90.987.5

8].875..0

81.875.0

27.350.0

22.7100.0

86、7

87.・6

84.8

84.6

84.0

82.3

95.7

98.6

96.9

97.3

97.2

9G。0

83.1

84。7

86.0

87.4

88.8

90.8

1980:7

1980:8

1980:9

1980:10

1980:11

1980:12

15.4

0.0

0,0

15.4

15,4

23.1

6

1

1

2

5

4

3

9

9

8
1
㌃

巳

-

1

4

3

75.0

87.5

62.5

62.5

50.0

37.5

80.8

78.5

77.6

78,〔 〕

76.8

77.4

95.1

92、7

93.2

q3.4

92.2

92.2

3

0

2

4

5

4

1

2

2

2

2

2

9

9

9

9

9

q
〕

一141一



1981:

1981:

1981:

1981:

198]:

1981:

1

2

3

4

－b

(b

30.8

53.8

46.2

50.0

38.5

38.5

27.3

.36.4

18.2

45.5

36.4

45.5

37.5

31.3

62.5

37.5

50.0

37.5

76.5

76.7

77.0

77.8

78.2

77.6

91,9

91.0

91.2

91.2

90.1

91.1

92.8

92.2

92.9

93.4

93,0

92,8

1981:7

1981:8-

1981:9

1981:10

1981:11

1981:12

53.8

69.2

76.9

76.9

69.2

65.4

72.7

81.8

77.3

63.6

90.9

50.0

37.5

25.n

50.0

37.5

37,5

37.5

79.2

80.7

83.1

83.7

84.0

84.7

92.2

91,8

92.4

92.6

93.2

93.o

8

8

9

5

0

2

2

2

2

2

3

3

9

9

9

9

9

9

1982:

1982:

1982:

1982:

1982:

1982:

1

2

3

4

－b

6

38.5

61.5

34,6

23.1

30.8

23.1

4

0

1

2

2

2

6

0

9

8

8

0
U

ひ」

-
五
1

1

62.5

62,5

62.5

50.0

50.0

62.5

83.9

83,7

85,3

81.4

82.5

80,7

92.7

91.7

91.7

90.6

89.9

90.1

93.7

94、1

94.3

94.5

94.6

94.7

1982:7

1982:8

1982:9

.1982:10

1982:11

1982:12

57.7

23.1

53.8

30.8

53.8

15.4

27.3

50.0

54.5

45.5

40,9

18.2

43,8

31,3

31.3

25.0

31。3

18.8

0

8

9

0

8

7
・

1

0

1

0

0

0

8

8

8

8

8

8

89.3

89.4

89.9

88.7

89,0

88.7

94.8

94.6

93.9

93.9

93.2

92.6

1983:

1983:

1983:

1983:

1983:

1983:

1

2

3

4

5

6

9

2

5

9

5

6

6

6

1

6

1

4

7

4

6

7

6

8

72.7

36.4

68,2

68.2

68.2

40.9

12.5

12.5

25、 『0

37.5

12.5

37.5

9

.8

1

(◎

9

6

-

1

4

4

4

7

8

8

8

8

8

8

89.2

88.6・

90.0

89.9

89.7

90.1

2

5

0

0

9

1

2

1

1

1

0

1

9

9

9

9

9

9

1983:7

1983:8

1983:9

1983:10

1983:11

1983:12

76.9

92.3

69.2

100.0

69.2

76.9

50.0

86.4

90.9

90.9

77.3

81.8

31.3

37.5

37.5

25.0

37.5

50.0

88,11

90.3

91.4

93.1

93.9

96.4

90.3

92.0

92,9

93.1

93.4

94,7

90.9

90.6

90.8

90。9

91.1

90.9

1984:

1984:

1984:

1984:

1984:

1984:

1

2

3

4

⊂0

6

69.295.5

76.9100.0

76.9100.0

76.990,9

53.859.1

6L563.6

50.0

75.0

75.0

75.0

62.5

37.5

96.3

98.7

98.7

99,4

99.9

99.3

95.3

97.0

97.0

96,8

97.1

97.6

4

3

7

1

2

7

1

3

3

4

4

3

9

9

9

9

9

9

1984:7

1984:8

1984:9

1984:10

1984:1,i

1984:12

50.0

3{〕.8

38.5

42.3

69.2

69.2

9

7

2

7

3

7

0

2

8

2

7

0
乙

9

7

6

7

7

7

62.5

62.5

87.5

75.0

62,5

62.5

99.7

99.2

98.3

100.6

101.5

100,4

97.9

98.3

98.1

99.3

99.7

99.4

94,3

95.6

95.7

96.3

96.5

97,2

1985:

1985:

1985:

1985:

1985:

1985:

1

2

3

4

5

6

53.8

15.4

42.3

53.8

57,7

57,7

63.6

36.4

54、5

68.2

90.9

72.7

75.0

62.5

62.5

62,5

93.8

62.5

101.1

100、3

1C}O.4

101.7

100.5

100.5

99.7

99.7

99.5

100.4

101.1

100.2

2

5

6

6

8

1

8

7

8

9

9

0

9

9

9

9

9

01
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1985:7

1985:8

1985:9

1985:10

1985:11

1985:12

30.8

42.3

46.2

53.8

38.5

38.・5

0

8

4

3

8

3

0

1

6

7

1

7

5

3

3

2

3

2

50.0

56.3

37.5

25.0

31.3

50.0

100.8100.6

99.8100.4

99.699.8

99.699.8

97.999.8

97.898.9

101.0

10L2

100.4

100.7

101.4

101.5

1986:

1986:

1986:

1986:

1986:

1986:

1

2

3

4

5

6

46.2

30.8

38.5

38.5

30.8

50.0

3

2

2

1

3

4

7

8

0
σ

9

7
・
(b

∩∠

1

1

2

3

50.0

50.0

50.0

37,5

37.5

50.0

97.8

96.1

95.5

95.7

94.8

94.9'

99.3102.1

98.4102.4

97.7101.1

97.499.4

97.1100.3

96.999.3

1986:7

1986:8

1986:9

1986:10

1986:11

1986:12

1

5

8

「b

8

3

3

8

3

1

3

2

2

3

5

6

5

4

27.3

27.3

69.2

31.8

68.2

27,3

0

3

3

5

5

5

0

6

1

7

7

2

'b

3

(」

3

1
ふ

93.6

93.9

94.8

94.8

94.3

95.8

96.7

95.9

97.3

96.6

96.0

97.0

98.4

97.8

98.0

97.6

96.7

95.9

1987:
㊨((-7,
」 こ戊o'.

1987:

1987:

1987:

1987:

1

2

3

4

5

6

76.9

Q月kSu.i.)

92.3

69.2

69.2.

76.9

59.1

72,7

95.5

77.3

54.5

86.4

12.5

50,0

43.8

37.5

25.0

12.5

97.296.7

98.796.9

100.498.3

101.798.4

103.598.3

106.6100.9

95.8

96.0

95.7

94.9

93.9

93.8

1987:7

1987:8

1987:9

1987:10

1987:11

1987:12

100.0

92.3

、92.3

76.9

84.6

84.6

100.025.0

90.925.O

lOO.050.0

90.956.3

90.987.5

81,8100.0

108..1102.5・

109.1103.1

112.4104.6

112.9106.O

l14.0106.6

114.8107,8

94.1

94.2

94.7

95.6

96.3

97.1

1988:

1988:

1988:

1988:

1988:

1988:

1

2

3

4

「0

6

76,9100.0

65.4100.【 〕

61.590.9

46.263.6

46,218.2

23.159.1

75.0115.3

62.5115.7

62.511in.3

68.8114.8

68.8114.6

50.0114.7

108,997.8

110.599,3

111.OjoO.2

110.9100.5

110.0101,6

112,7102.7

1988:7

1988:8

1988:9

1988:]0

1988:11

1988:12

30,8

38.5

46.2

50.0

58.3

58.3

69.2

81,8

77.3

75JO

90.0

90.0

0

'b
O

7

7

9

5

7

5

5

5

2

7

8

7

8

8

4

113.1

113.8

113.8

113.6

1ユ6.4

116.3

113.6

114.2

113.6

114.3

116.0

117.0

103.7

104.0

105.4

105.7

105.9

106,5
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COMMAND?DL,:(FORM=H)M75TO88[DI] タイプ2

CENT

DIDXL

M 1975 1976 1977 1978 1979 1980 1981 1982

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

]

2

1

1

1

23,1

30。8

53.8

53.8

76.9 ¶,

57.7

76.9

69.2

80.8

76,9

53.8

61.5

84.6

100.0

84.6

84.6

84.6

69.2

88.5

46.2

30.8

15.4

42.3

30.8

69.2

30.8

30,8

15.4

34.6

23.1

15.4

53.8

69,2

53.8

46.2

57.7

S7.7

76.9

69.2

76.9

73.1

84.6

76.9

76.9

53.8

69、2

73.1

76.9

61.5

42.3

50.0

53.8

80.8

61.5

61.5

69.2

46.2

30、8

30.8

34.6

46.2

30.8

46.2

42.3

38.5

23.1

15.4

0.0

0.0

15.4

15.4

23.1

30.8

53.8

46.2

50.0

38.5

38.5

53.8

69.2

76.9

76.9

69.2

65.4

38.5

61.5

34.6

23.1

30.8

23、1

57,7

23.1

53.8

30.8

53.8

15.4

M 1983 1984 1985 1986 UR7 1998

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

1

1

1

76.9

46.2

61.5

76、9

Gl.5

84.6

76.9

92.3

69.2

100.0

69.2

76.9

69.2

76.9

76、9

76.9

53.,8

61.5

50.0

30.8

38.5

42.3

69.2

69.2

53.8

15.4

42.3

53.8

57.7

57.7

30.8

42.3

46.2

53.8

38.5

38.5

46.2

30.8

38.5

38.5

30.8

50.0

23.1

38.5

53、8

61.5

53.8

42.3

76.9

84.6

92.3

69.2

69.2

76.9

100.0

92、3

92.3

76.9

84,6

84.6

76.9

65.4

61.5

46.2

46.2

23.1

30.8

38.5

46.2

50.0

58.3

58.3

DIDXC

1S 1975 ]976 1977 1978 】979 1980 1981 1982

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

1

1

1

4.5

0.O

l8、2

40.9

54.5

63.6

63.6

81.8

72.7

86.4

45.5

68.2

81.8

100.0

90.9

100.0

68.2

72.7

72.7

81.8

68.2

45.5

63.6

63.6

7

4

4

7

4

1

2

5

8

2

7

6

2

6

6

2

6

9

8

4

1

8

2

3

7

3

3

2

3

1

5

8

6

7

6

72.7

77.3

90.9

90.9

100,0

90.9

90.9

81.8

90.9

90.9

81.8

72.7

63.6

68、2

77.3

68.2

100,0

100,0

90,9

100.0

90.9

81.8

86,4

72.7

72.7

90、9

81.8

81.8

27.3

22。7

13,6

9.1

9.1

18.2

45.5

36.4

27.3

36.4

18.2

45.5

36.4

45,5

72.7

81.8

77.3

63.6

90.9

50.0

36.4

0.0

9.1

18.2

18.2

18.2

27。3

50.0

54.5

45.5

40.9

18.2

M 1983 1984 1985 1986 1987 1988

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

|

-

1

72.7

36.4

68.2

68.2

68,2

40.9

50.0

86,4

90.9

90,9

77.3

81.8

95.5

100.0

]00,0

90.9

59.1

63.6

90.9

72.7

68.2

72,7

77.3

72.7

63.6

36.4

54.5

68.2

9〔〕.9

72.7

50.0

31.8

3G,4

27.3

31.8

27.3

27.3

18.2

18,2

9.1

27.3

36.4

27.3

27.R

68.2

31.8

68.2

27.3

59.1

72.7

95.5

77.3

54.5

86.4

100.0

90.9

100.0

90.9

90.9

81.8

100.0

100.0

90.9

63.6

18.2

59.1

68.2

81.8

77.3

75,0

90.0

90.0
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DIDXG

Ib 1975 1976 1977 1978 1979 1980 1981 1982

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

1

1

1

50.0

37、5

25.0

0.0

0,0

12.5

25,0

25,0

25.0

37.5

37.5

37.5

37.5

37.5

37.5

37.5

37.5

37.5

62.5

68.8

50.0

62.5

87.5・

75.0

87.5

in6、3

50,0

37.5

50.0

37.5

50.0

37.5

5〔〕.0

12.5

25.0

25.0

37.5

37.5

25,0

25.0

43.8

37.5

37.5

18,8

3】,3

37.5

62.5

56.3

62.5

62.5

62.in
・62
.5

62.5

62.5

50.O

G2,5

81.3

81、3

75.0

75.0

93.8

87.5

75.0

75.0

50.0

100.0

75.0

87.5

62.5

62,5

50.0

37.5

37.5

31,3

62.5

37.5

50.0

37.5

37.5

25.0

50.0

37,5

37.5

37.5

62.5

62.5

62.5

50.0

50.0

62.5

43.8

31.3

31、3

25.0

31.3

18.8

M 1983 1984 1985 1986 1987 1988

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

1

1

1

12.5

12,5

25.0

37.5

12.5

37.5

3L3

37.5

37.5

25.0

37.5

50.0

0

0

0

0

5

5

5

5

5

0

5

5

0

5

5

5

2

7

2

2

7

5

2

2

5

7

7

7

6

3

6

6

8

7

6

6

75.0

62.5

62.5

62.5

93.8

62.5

50.0

5G.3

37.5

25。0

31.3

50.0

0

0

0

5

5

0

0

3

3

5

5

5

0

0

0

7

7

0

0

6

1

7

7

2

5

5

5

3

3

5

5

3

3

3

1

12.5

50,0

43.8

37.5

25.0

12.5

25.0

25、0

50.0

56.3

87.5

100.0

75.0

62.5

62.5

68.8

68.8

50.0

75.0

87.5

75.0

85.7

85.7

42、9

CIDXL

ート 1975 1976 1977 1978 1979 1980 1981 1982

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

1

1

1

53.4

54.3

55.7

56.7

57,4

57.8

58.9

59.4

60.4

61.3

61.2

63.2

65、5

67.7

69.1

68.6

68.8

69.8

70.9

70.0

69.7

69.4

70.3

69.8

70.4

68.9

68.7

69.1

6R。4

68.0

67.8

69.4

69.3

69.9

70.5

71.8

72.0

73.2

74.5

75.6

76.4

78.8

79.1

79.9

80,5

31.7

83.8

84.0

84.0

84.6

85.4

86.6

87.6

87.6

88.2

88.8

87.9

87.5

87.7

86.7

86.7

87.6

84,8

84.6

84.0

82.3

80,8

78、5

77.6

78.0

76,8

77.4

76.5

76.7

77.0

77.8

78.2

77.6

79.2

80.7

83.1

83.7

84.0

84.7

83.9

83.7

85.3

81.4

82.5

80.7

81.0

80.8

81.9

80.0

80.8

80.7

{λ 1983 1984 1985 1986 1987 1988

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

1

1

1

81.9

81.8

84.1

84.8

84.9

87.6

88.1

90.3

91.4

93.]

93.9

96.4

96.3

98.7

98.7

99.4

99.9

99.3

99.7

99.2

98.3

100,6

101.5

100,4

lOl.1

100、3

100.4

101.7

100.5

100.5

100.8

99.8

99.6

99.6

97,9

97.8

97.8

96.1

95.5

95.7

94.8

94.9

93,6

93.9

94,8

94.8

94.3

95.8

97.2

98.7

100.4

101.7

103.5

106.6

108.1

109.1

112.4

112.9

114,0

川4,8

115.3

115.7

115.3

114.8

114.6

114.7

113.1

113.8

113.8

113.6

116,4

116.3
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CIDXC

{S 1975 1976 1977 1978 1979 1980 19,9] 1982

1

2

3

4

5

6

7

R

9

0

1

2

1

1

1

69.5

68.6

68.0

68.8

68.8

69.7

70,1

70.1

70.6

71.3

70.5

71.6

73.0

75.4

76.2

76.6

76.3

77,0

78.0

78.0

77,7

77.8

78.9

79.1

79.7

78.4

78.8

79.1

78.3

77.8

77.4

78.3

78.4

78.3

79.1

79.7

80、0

80、1

81.6

81.8

82.1

82.7

83.6

84.4

85.3

85.4

85.8

86.3

86.8

86.7

87.3

87.9

90.0

91.2

92.1

93.0

92.8

94.0

95.1

95.1

95.7

98.6

96.9

97.3

97.2

96.0

95.1

92.7

93.2

93.4

92.2

92.2

91,9

91.0

91.2

91.2

90.1

9.1.1

92.2

9L8

92.4

92.6

93.2

93.0

92.7

91,7

91.7

90.6

89.9

90.1

89,3

89.4、

89.9

88.7

89.0

88.7

1、
" 1983 19R4 1985 1986 1987 1988

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

1

1

1

89.2

88.6

90.0

89.9

89.7

90.1

90.3

92.0

92.9

93.1

93.4

94.7

95.3

97.0

97.0

96.8

97.1

97.6

97.q

98,3

98.1

99.3

99.7

99,4

99.7

99.7

99.5

100、4

101.1

100.2

100.6

100.4

99.8

99.8

99.8

98.9

99.3

98.4

97.7

97.4

97.1

96.9

9S.7

95,9

97.3

96.6

96.・0

97.0

96.7

96.9

98.3

98.4

98.3

100.9

102.5

103.1

104.6

106.0

106.6

107.8

108.9

110.5

111.0

110,9

110.0

112.7

113.6

114,2

1】3.6

114.3

116、0

117.0

CIDXG

M 1975 1976 1977 1978 1979 1980 1981 1982

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

1

1

1

8

4

6

5

8

4

4

1

3

9

9

2

4

3

1

8

7

6

5

5

4

3

2

2

8

8

8

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7L9

72.1

72.3

71.9

72.3

72、5

72.7

72.8

72.9

73.5

74.5

75.4

76.6

75.7

76.6

76.5

75.8

74.9

74.7

74.6

74.4

73.4

72.5

71.4

71.6

7L3

71.2

70.7

70.9

70.0

70.2

70.1

70.1

70.8

71,7

72.1

72.3

73.0

73.0

73.1

74.0

74.6

75.2

76.5

78.3

79.5

80.3

81.8

1

7

0

4

8

8

3

0

2

4

5

4

3

4

6

7

8

0

1

2

2

2

2

2

8

8

8

8

8

9

9

9

9

9

9

9

92.8

92.2

92.9

93.4

93.0

92.8

92.8

92.8

92.9

92.5

93.0

93.2

93.7

94.1

94.3

94.5

94,6

94.7

94.8

94.6

93.9

93.9

93.2

92.6

M 1983 1984 1985 1986 1987 1988

1

2

3

4

5

6

7

8

9

n

1

2

1

1

1

92,2

91.5

91.0

91.0

90.9

91.1

90.9

90.6

90.8

90.9

91.1

90.9

91.4

93.3

93.7

94.1

94.2

93.7

94.3

95,6

95.7

96.3

96.5

97.2

98.2

97.5

98.6

99.6

99.8

100.1

101、0

101.2

100.4

100.7

101.4

1∩1.5

102,1

102.4

101.1

99.4

100.3

99.3

98、4

97.8

98.0

97.6

96.7

9549

95,8

96,0

95.7

94.9

93,9

93.8

94.1

.94.2

94.7

95.6

96.3

97.1

97.8

99.3

100.2

100.5

101.6

102.7

103.7

104.0

105.4

105.7

105.9

106.5
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フ トで直接処理す る場合 よりも,統 計データを大量 に蓄積す る時 に便利である。なお出力

オプ シ ョンに,行 列 の月,年 表 を逆転す ることも可能であ る。MARSの コマ ン ドで は

"DATALIST"で あ るが
,所 要時間は192秒 で タイプ1と 大差 はなかった。

タイプ3も マ トリックスタイプの出力で あるが,デ ータ属性(期 程,期 間,集 計 コー ド)

や変数 コメ ン トも出力で きるので,大 量のデー タの蓄積やデータベ ース構築 には便利であ

る。 この フ ァイルは古 いタイプのカー ドイメージ(1～72カ ラム ・データエ リア,73～80

カラム ・シーケンス番号)で あ り,初 期 のパ ソコンの ダウンロー ドで は最 も便利で あった

が,今 で は大量のデ ータ処理 には操作性が高 く,か っ出力時間 も節約で きる。 この タイプ

のダウ ンロー ドは,2段 階の処理を必要 とす る。 まずMARSで"DATAOUT"コ マ

ン ドを使 い,ワ ー クエ リアに出力 し,こ の ファイルをあ らためて,LISTコ マ ン ドでプ

リン トしなければな らないが,所 要時間は第1段 階で48秒,第2段 階の出力で95秒 の合計

143秒 であ った。デ ータが大量 になればなるほど,出 力時 間は節約で きる。

現状のNEEDS-TSの 料金体系で は,1秒 当 り100円 以上 にな るので,こ の出力サ

ンプルで は2万 円前後 とな り,割 高の感 は否めない。少 くと も3分 の1以 下の料金にまで

安 くす る必要があ るが,既 存商品 との兼合いと,情 報 の流 出問題 もあ り頭の痛 いところで

ある。大学向け等の教育 ・研究用 と して,提 供時間帯 を考慮すれば実現の可能性が高い。

例えば平 日の19時 以降 とか,土 曜 日や 日曜祭 日の終 日で あれば,か な りのデ ィスカウン ト

も可能であ る。米国のCompuserve社 の情報サー ビスはパ スワー ド数30万 を優に越え,今 で

も高い伸びを維持 しているが,こ の発展の発火点 とな ったのが,夜 間および休 日のデ ィス

カウ ン トサー ビスで あ った。
)

以上 の3タ イプのダウ ンロー ドの事例は,デ ー タを どのよ うな出力形式で取 るかの違 い

であ ったが,パ ソコンでの計量分析 において最 も厄介なのが季節変動調整の処理であろ う。

EPA法 とか簡便移動平均処理 タイプの もの はい くっか見かけるが,日 本の官庁統計 の標

準 タイプであ るセ ンサ ス局法X-11に 関するソフ トは皆無で ある。 したが って計量経済 モ

デルの構築をは じめ とす る各種 の経済分析 に際 して,季 節調整済み系列を必要 とす る場合

は,予 めホス トコンピュー タで季節調節 をす る必要が生 じる。 日本の官庁統計で主要 な も

のは原計数 と季調済みの2本 立てで発表 され るケースが多 いので便利であるが,マ クロモ

デルで よ く使 いかっ季節調整済みのデータがないのが国民所得統計の 「家計可処分所得」

であ る。そ こで,第4の 事例 と して,表5に おいては,マ クロモデルでポ ピュラーな消費

関数を想定 して,民 間最終消 費支出の季調済み系列 と,家 計可処分所 得の原計数を季節調
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修可1.NEEDS-TSソ フ ト

COMMAiM)?SOS:SロCENT

"MARS"の 操 作 例

SOURCEISCENT

Co}公卿)?DouT:cQ,83To85,GNP80,cP80,工oP80T《)DOuTSA}t?LE/No1

DotrrSAbtPLE!NO1CREAITED.

CO㎜D?DOUT:(CRECayES)C 83TO85GNP80,CP80工OP80TODOUTSA}tPLE/NO2

DOUTSAMP工 £/NO2CREATEb.

CO㎜)?DOUT:(COMR三C昌YES)C 83TO85,GNP80,CP80,10P80TODOUTSALNMLE/NO3

DOUTSAMPLE/NO3CRE.IKTED.

上 か ら順 に標 準形,コ ン トロール ・レコー ド・オ プ シ ョン(CONTREC,CREC)を 指 定 した

場 合,コ メ ン ト・レコー ド ・オ プ シ ョ ン(COMMENTREC,COMREC)を 指 定 した場合 で す 。MA

RSの 実行 を 終え て か ら,CANDEの"LIST(L)"コ マ ン ドで 作成 した フ ァイ ル を 出力 し

て み る と以 下 の よ うに な つて い ます 。

LDOUTSぷPLE!201

拶FILE(NE三DS)DOUTSAiYPLE!NOIONPACK

100GN,M80Cql98301198504SUM1

20061699・762714.466349・873939・764778●166036・0

30069355・977948・767761・669250・872664・381006.7

;::CP803622。.53691718198;ll65.lg8rO2,4,;㍗13,、4,.83,。19.,
60039164.543492・9384,24.239060・540252・544705.8

70010P80Cq198301198504SbMl

80010314・4'9252・810691・211462.411265.810252・7

90011860.112898・8・12331.0 .11513●613492◆614456・8

β

LDOUTSA}VPLE/NO2

C'FILE(NEεDS)DOUTSAHrPLE/NO20NPACK

100ZDATAOUτOPTIONS:FMT■(1i,DP)COLnlT〈)72コ ン トロール ⑳レコー ド

200GNP80Cq198301198504SUM1

30061699.762714・466349.873939・764778・166036・0

40069355.977948.767761.669250・872664・381006・7

500CP80Cq198301198504SUHl

60036220・536917・038165.642478・437447・838019◆3

70039164・543492・938424.239060・540252・544705.8

80010P80「Cq198301198504SUM1

90010314・49252・810691.211462・411265・810252●7

100011860●112898.812331.011513・613492.614456●8

4

LDOUτSA}{PLε/NO3

拶FILE(NEEDS)DOUTSALIPLE/NO30NPACK

100GNP80i98301198504SUMB工LL工ONYEN=メ ン トcq

2003GROSSNAT】 二〇NAL£XPENDITURE(80Y)

30061699・762714.466349・8

40069355.977948.767761・6

500CP80CQ!98301

600:PR工VATEFINALCO!'SVMPTION

70036220・536917.038165・6

80039164・543492.938424●2

90010P80CQ198301

1000:GROSSDOMEST工C

110010314.49252●810691・2

120011860.112898.812331.0

"

73939.7

69250.8

198504SVM

EXPENDITURE(80Y)
42478.4

39060.5

198504SUM

11462.4

11513.6

64778.166036・0

72664・381006・7

B工LLIONYEN

37447.838019・3

40252・544705.8

BILL工ONYEN

F工XEDCAPITALFORMATlON-?R工VATE-MACH工N三RY&EqUIPY£NT(80

11265・810252・7

13492・614456・8
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例2.

commTD?SOS:S=DA工LY
-

SOURCEISDAILY

COHMAND?DOUT:D86:10JPTDMOOTODOUTSAMPLE!NO4

DOUTSA}iPLE/NO4CREATED・

NAデ ータの場 合,以 下 のよ うに右詰 めでfNA"と 表示 され ます。ただ し,使 用 した

変数 は為替 ・金利 日次 デ ータ(DAILY)のJPTDMOO(対 ドル円 レー ト,東 京中値)で す。

LDOUTS巴PLE/NO4

誰FILE(NEEDS)DOUTSAY.DLE/NO40NPACK

100JPr7DMOOD1986100119861031AVG

200154・30153・95154.101NA

300154.00154.10154.35NA

400154・50154●00154.00154●20

500NA154●36154・73155.20

600NANA161.50159.25

700161●50

拶

2

NA

NA

154.30

156.00

159.50

154.25

NA・

NA

158.90

159.95

DATALIST日 次 デ ー タ の 出 力 例(対 ド ル 円 レ ー ト

CO}!MeLND?DL:(FORM=H)D,86三7TO86:10,JPTD}:OO

・銀行間取 引)

w3305629(【sl

DAILY

JPTDMOO

D1986:

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

3

3

WORKAREA)

7

0

0

0

5

:

0

5

5

5

5

一

一
5

0

0

5

0

=

0

0

0

0

0

:

0

0

0

0

R
》
9

「
ザ
∩
7

.

●

■

●

う
↑
3

(乙

∩
∨

6

6

1◎

6

1

1

1

1

0

7

9

(」

6

◆

.

■

●

●

ハソ

0

9

0

9

～
一
己
U

5

ノ◎

⊂
'

1

1

1

1

1

8

9

2

7

2

・

●

■

●

●

1

0
〆
8

【
U

7

6

5

～
一
5

ζ
」

1

1

1

1

1

～
一
一)

7

8

7

●

●

●

●

■

～
'
～
一
～
一
6

6

5

～
'
5

～
7
5

1

1

1

1

1

9

6

0

3

◆

・

.

●

7

～
'
6

4

5

に」

く
♂

文」

1

1

1

1

1986:8.

154.00

i53.20

1S4.25

155.15

153.70

153.95

153.60

153.70

154.50

153.65

153.35

154.00

154.15

152.90

153.20

153.00

153.90

153.75

155.10

154.85

156.10

1986:9

153.65

154.10

154.60

155.00

154.85

155.50

156.25

155.40

155.05

156.35

155.80

156.05

154.30

153.65

153.80

154.15

154.10

154.55

153.60

153.60

1986:10

154.30

153.95

154.10

154.25

i54.00

154.10

154.35

154.50

154.00

154.00

154.20

154.30

154.36

154.73

i55.20

156.00

1S8.90

161.50
't59
.25

159.50

159.95

i61.50
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COMMANI)?DOUＴ:(FMT=(12DP))M75TO88[DI]TOFUJI/DI88

FUJI/DI88CREATED.

COMMAND?DN

#EOT】7:55:56SYSTEM=35(*)

‡‡ET=10:01.9PT=1.710==7 .9

GFUJI/DI88

#S"ORKFILEFUJI/DI88:

L

100DIDXL

20023.1

30076.9

40084.6

5〔〕088、5

60069.2

70015.4

80057.7

90076.9

10006].5

1ユ0061.5

120046.2

130015.4

140030.8

150053.8

1600、38.5

170057.7

180076.9

19007S.9

200069.2

210050。0

220053.8

230030.8

240046.2

250023.1

260076.9

2700100,0

280076.9

290030.8

3000DIDXC

31004.5

320063.6

330081,8

340072.7

350072.7

360018.2

370072.7

380090.9

390063.6

400090.9

4H)072.7

420013,6

430027.3

440072.7

450036.4

46r〕 【〕27.3

470072.7

480050.0

490095.5

500090.9

5]OO63.6

520050.〔 〕

530027.3

540〔 〕27.3

550059,1

560010〔 〕,0

5700】00,〔 〕

580068,2

SEQ,174RECORDS,SAV田 ⊃

1

1

0

0

・

－b

5

7
・

7
・

Q
)

9

3

2

8

0

8

2

5

1

2

3

9

8

4

3

8

5

6

3

4

5

1

0

8

0

8

4

5

3

8

2

0

9

1

4

8

0

0

4

4

0

7

4

8

2

3

7

9

0

8

1

8

2

0

2

8

8

9

9

.

.

.

…

.

・

.

・

.

・

.

.

'

・

.

.

.

・

.

.

`

.

.

.

・

.

.

・

.

.

・

.

・

・

・

・

…

.

.

◆

・

.

.

.

.

.

.

.

■

・

.

.
2

9

0

0

3

9

1

3

6

2

6

0

5

2

0

8

4

2

5

8

M

O

1

0

1

6

4

7

1

8

0

0

9

6

1

0

0

6

6

0

2

6

1

8

7

2

0

0

1

M

O

9

0

6

0

3

6

6

4

6

3

5

6

6

2

4

9

7

3

1

4

3

3

8

9

6

3

8

0

8

3

5

7

8

6

0

9

3

8

5

3

8

0

7

3

3

1

2

7

9

0

8

3

6

0

4

3

5

7

7

・

1

1

1

1

1

2

2

1

1

0

2

2

0

2

9

6

8

5

2

9

5

3

2

5

8

3

3

5

2

8

2

7

9

2

4

8

9

9

3

9

8

1

2

3

1

5

2

9

0

2

5

4

2

2

5

0

9

3

8

8

8

6

8

8

2

2

8

.

・

…

'

・

.

…

.

.
,

.

.

・

.

.

・

・

8

・

・

.

.

・

.

.

・

σ

δ

.

・

.

'

・

.

・

.

.

.

.

・

・

.

.

・

.

・

98

3

α

4

α

0

9

9

3

印

46

46

0

46

76

34

53

61

69

76

38

42

46

38

53

92

92

引

46

19

18

72

90

68

36

81

90

90

77

90

81

9

18

77

9

54

68

90

00

68

54

36

18

68

95

00

90

77

1

5

8

8

3

3

6

6

5

1

1

8

8

3

4

0

9

1

8

9

G

9

3

8

8

5

5

2

9

2

0

ユ

9

4

0

5

7

2

9

9

2

8

8

2

5

6

2

5

2

9

9

7

2

3

1

8

3

9

6

0

1

8

9

6

4

4

8

9

2

◆

・

.

・

・

…

.

.

・

.

・

・

.

・

.

.

…

.

・

念

.

,

・

.

.

・
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整 したデータのダウンロー ド事例 を紹介 してお く。

表5季 節調整処理 とダ ウンロー ドの事例

COMMAND?理OC:(MODE=K _)_CP@CP80@YPH

(A)WO901010([SコWORKAREA)

(B)CENT

CP@

CP80@

YDH

(B)支 出 名 季 民 間 最 終 消 費 支 出(季 調 値)

十 億 円

国 民 経 済 計 算 年 報

CQ1955:2TO1988:3(1988:2)

AGC=AVGDP=1更 新 日:88/12/06

(B)支 出 実 季 民 間 最 終 消 費 支 出(実 質 ・ 季 調)

十 億 円.

国 民 経 済 計 算 年 報

CQ1955:2TO1988:3(1988:2)

AGC=AVGDP=1更 新 日:88/12/06

(B)家 計 家 計 可 処 分 所 得

十 億 円

国 民 経 済 計 算 年 報

CQ1955:1TO1988:1

AGC=SUMDP=1更 新 日:88/12/22
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COMMAND?T・

YDH@

YDH@S

COMMAND?'

CENT

(3)

(5)

■

CQ,1955:1TO1988:1(SWA)

CQ,1955:1TO1989:1(SWA)

=V.=

季調済み系列
季節指数

～ 可処分所得にっいてセ

ンサス局法で季調変動

調整を施す。

**

WO901010([S]WORKAREA)

CP@/CP80@*100

YDH@S*100民 間 最 終 消 費 支 出

CQ

1955

1955

1955

1955

1956:

1956:

1956:

1956:

1957:

1957:

1957:

1957:

1958:

1958:

1958:

1958:

1959:

1959:

1959:

1959:

1960:

1960

1960

1960

1961:

1961:

1961:

1961:

1962:

1962:

1962:

1962:

1963:

1963:

1963:層

1963:

1964

1964

1964

1964:

1

2

3

4

1

2

3

4

1

2

3

4

1

2

3

4

1

2

3

4

1

2

3

4

1

2

3

4

1

2

3

4

1

2

3

4

1

2

3

4

－

CP@CP80@(3)

(名 目)(実 質)

5314.223836.722,

5527.024695◆522.

5693・325464.222.

5902.926323.822.

5990.826588.122.

6088・426958・622.

6228.327118.8.23.

6465・327964.223◆1

6710.928613◆123.

6872◆429046◆823.

7047.629911.623.

6986.129897.423.

7216.430623.623.

7331.230988.223.

7521.431376.124.

7758.032090.9

7979.432841.1

8454.234586.3

8365.633715.7

8954.836068.0

9124.336085.525.

9520.437242.225.

9883.738398.825.

10282.339473.326.

10703.240409◆426.5

11171.741104.427.2

11814.142236◆328-,

12159.1'42954.4

12425.943546.028.5

12686.843921・6

13238.445180.029.3

13793.045961.6

14496.047120.6

15161.248495.231.

15506.749405.731.

16042.851262.231.

16950.653013.132.

17313.053572.632.

17690.453883.732.

含
この出力段階で ダウ ンロー ドの指示 をす る。

家計可処分所得
－

YDH@(5)

(デ フ レ ー タ ー)(季 調 済 み)(季 節 指 数)

5536.682・3

35783.587.4

46363.697.9

46578.2132◆2

46528・782.5

56750.187.5

66746.398.0

07143.4131.8

7530.782.7

57482.087.6

77709.798.3

67714・2131・2

47834.282.6

68007.088.2

78198.498.5

08437.1130.4

24.28686.082.5

24.39132.588.7

24.49349.398.9

24.89701.7129.7

24.810061.782◆3

310545,689.2

610946.499.3

711279.2129.0

011983.082.2

12343.089.7

13061.599.5

013668.5128.5

28.314028.182.0

14435.990.4

28◆914932.299.5

15176.5127.8

30.015515.481.9

30.816821.291・3

317231.899◆3

418099◆0127.1

318741.282.1

019359.692.0

319888.299◆2

820542.3126.2
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1965:1

19652

19653

19654

18302.4

18877.0

19466.7

20149.7

54463.3

55132.4

56406.3

57779.9

6

9
一
'b

Q
》

◆

…

3

4

4

4

3

(」

3

3

21543.0

21825.6

22618.4

23089.1

82.5

92.6

98.8

125.7

1966

1966

1966

1966

1

9
－
q
U
4

21005.9

21736.0

22355.4

23267.4

59454.4

60649.1

61960.8

64055.7

35.3

35.8

36.1

36。3

23863.2

25243.9

26182.3

26318.9

83.0

92.9

98.3

125.7

1967

1967

1967

1967:

1

9
』
3

4

24107.2

24940.2

25792.5

26565.2

65490.9

67542.9

69169.8

69672.6

36.8

36.9

37.3

38.1

26874.6

28469.2

28826.7

30948.9

83.2

93.0

97.7

126.1

1968:

1968:

1968:

1968:

-

う
●
(◎

4

27287.7

28452.0

29359.2

30512.1

70551.9

72957.1

74604.3

76790.5

38.7

39.0

39.4

39.7

33268.2

33037.8

34574.6

35437.3

83.3

92.7

97.7

126.4

1969:

1969:

1969:

1969:

1

2

(
」

4

31355.1

32777.3

33808.3

34961.7

78622.1

80883.4

81838.5

84249.1

Q
●
F◎

(」

5

■

■

●

●

9

0

1

1

3

4

4
・
4

36161.1

38255.7

40177.6

42036.0

83.1

92.6

97.9

126.3

1970:

1970:

1970:

1970:

-

う
一
(d

4

36508.4

37458.4

39113.5

39981.8

85269.0

86305.7

89546.5

88992.9

42.8

43.4

43.7

44.9

42299.3

45175.9

46613.8

48364.5

83.0

92.7

98.4

125.8

1971:

1971:

1971:

1971:

-

う
』
3

4
.

41258.2

42554.2

43651.5

45143.2

90502.2

91926.3

93050.2

94636.3

45.6

46.3

46.9

47.7

51079.0

50896.7

52528.5

52839.1

83.1

92.7

98.8

125.4

1972:

1972:

1972:

1972:

-

う
●
n◎

4

46577.7

48906.3

50799.0

52758.9

97158.6

99906.1

102181.9

104983.6

47.9

49.0

49.7

50.3

55818.8

58746.1

60442.1

64040.2

82.9

93.0

98.9

125.4

1973:

1973:

1973:

1973:

1

9
●
3

4

55753.2

57953.6

61190.3

65504.7

108240.2

108484.5

110814.7

114114.3

51.5

53.4

55.2

57.4

67449.2

70530.3

76597.9

81669.9
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4

1

4

う
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Q
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8

9

9

う
一
1

1974:

1974:

1974:

1974:

1

9
↑
q
】

4

66353.2

70865.5

75153.0

78282.6

107274.2

110033.6

112172.5

111131.5

9

4

0

4

1

4

7

0

6

6

6

7

80981.6

92785.6

97669.2

100087.4

6

4

9

0

●

■

■

●

1

4

8

5

8

9

9

21

1975:

1975:

1975:

1975:

1

9
一
3

4
^

81186.7

83463.2

85571.7

88224.2

113626.5

114657.3

115261.4

116361.1

71.5

72.8

74.2

75.8

102623.7

106293.9

110398.0

113571.4

81.4

95.2

98.6

124.4

1976:

1976:

1976:

1976:

1

9
一
⇔0

4

90718.9

94002.6

97452.9

100233.0

116754.1

117985.9

120028.4

121160●4

77.7

79.7

81.2

82.7

118592●6

121710.6

124013.7

128207.O

81.5

96.2

97.9

124.1

1977:

1977:

1977:

1977:

1

2

3

4

103445.3

106387.0

108337.3

109793.8

122289.2

123872.9

124653.9

125551.3

84.6

85.9

86.9

87.4

130568.3

132873.4

136666.3

139601・3

81.6

97.0

97.3

123.8

1978:

1978:

1978:

1978:

1

2

3

4

113457.0

115691.6

119271◆8

122635◆7

127634.5

128984.7

131397.5

134788.2

88.9

89.7

90.8

91.0

145010.0

145577.0

146323.8

150909.6

5

0

7

6

.

・

◆

■

1

8

6

3

8

9

9

9
一
1
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1979

1979

1979

1979

1

2

3

4

125402.5

129133.3

131566.3

133639・3

137336・1

139322.7

140023.5

140190・6

91.3

92.7

94.0

95.3

152727◆1

155091.4

158479.7

160681.8

81.1

99.1

96.5

123.2

1980

1980

1980

1980

1

2

3

4

137612.5

140427.6

142631・1

144350.3

141109.8

141272.0

141385.2

141388.8

97.5

99.4

100.9

102.1

163222.7

169307.9

171728.7

173766・5

8

1

2

7

●

■

●
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O

O

6

2

8

0

(り

9
一

1

1

1981:

1981:

1981:

1981:

1

2

3

4

146033.8

147854.4

150148.1

153131.8

141515.0

142547.7

143264.6

144808.5

2

7

8

7

3

3

4

5

0

0

0

0

1
ふ
ー

¶
↓
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177205.7

179925.2

180016.1

183535.1

80.7

100.8

96.2

122.1

1982:

1982:

1982:

1982:

1

2
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4

155667.5

158419.8

160721◆1

163229.9

146388.4

148503.2

149292.8

151393.0

106.3

106.7

107.7

107.8

186406.8

186434.4

189186◆4

192527.2

80.7

101.2

96.3

121.5

1983

1983

1983

1983:

1

2

3

4

165250.5

166291.6

168497.9

170905.7

152165・0

153020.8

154161◆1

155624.6

108.6

108.7

109.3

109.8

194056.8

197707.6

199536・2

199887.3

80.8

101.6

96.4

120.9

1984:

1984:

1984:

1984:

1

2
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4

172999・7

174762.8

176723.5

179140.6

156745.2

157609.9

158196.2

159310.3

110.4

110.9

111.7
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202647.5

204759.9

208213.3

210499.1
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120.3
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1985:

-

う
一
3

4

181593.0

183592.8

185194.4

188264◆0

160417.0

161714.2

162408.1

164502.O

113.2
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189235.6
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193347.9

192511.3

164765・6

166448.9

169003.1

168712.4

114.9
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114.4
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225608.3

226579.4
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228758・4

229032.2

232550.5

236095.6

81.9

102.2

96.4

119.5

1988:
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1988:
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1
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206032.7

207388●2

211697.0
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182010.8
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113.9
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V皿.ダ ウ ン ロ ー ド と ス プ レ ッ ド シ ー ト

16ビ ッ トパ ソコン ・ワープロの普及 とモデムの低価格化,通 信 ソフ トの使 いやす さによ

って,個 人ユ ーザが データベースにアクセス し必要な情報 を引 き出す ことがで きるよ うに

な った。 しか し,電 話料金 ・デー タベース使用料金等 の問題があ りほ とん どが企業の利用

で あ り,個 人ユーザ は一部の人 が利用 して いるにす ぎない。国民経済計算 ・国勢調査 ・工

業統計 ・IFS等 の官庁統計に類す るもの は企業が 日経NEEDS-TSを 利用 してお り,

個人ユーザはそれ ほど多 くない と思われる。個人ユーザが利用 している数値統計 は株価情

報 ・企業情報である。最近のハ ンディワープロにはモデム組み込みの もの もあ り,こ れ ら

とパ ソコンを含めた普及台数は数百万台に達 している と思 うが,通 常の生活では数値情報

を必要 としないため個人ユ ーザが少ない理 由である。 これ に反 してPC-VAN・NIF

TY-Serve・ アスキーネ ッ ト等のユ ーザは増加 して いる。 これ らのパ ソコン通信ネ

ッ トワー クが商用 デー タベ ースにゲー トウェイサービスを してい ることと,一 部の マニ ヤ

で始ま ったBBSが 通信 ソフ トの使いやす さとホス ト局が誰で もアクセスで きるよ うに と

い う考え方で メニュー方式を採用 しているため初心者で も比較的容易 にアクセスで きるよ

うにな ったか らであ る。 この研究委員会で も議論 され たが初心 者にはメニ ュー方式,馴 れ

た人に コマ ン ド方式 とい うよ うに,ユ ーザが切替えて利用で きる システムを開発 しなけれ

ばな らない。

別の委員会でモデル開発のため1970年 第1四 半期か ら88年 第2四 半期,約250系 列の時

系列データを集 める必要か らデータベースにア クセスす ることがあ り,そ の中の一部を ア

クセス しダウ ンロー ドしたので その結果を述べてみたい。

1.ア ク セ ス し た 数 値 統 計 デ ー タ ベ ー ス ・セ ン タ ー の 概 要

アクセス したセ ンターは,官 庁が公表 している主要経済デー タ(表1参 照)を 保有す る

企業向けのセ ンターで ある。

このセ ンターにア クセスすると,① データ検索 ・加工,② 回帰分析(式 の推定),③ マ

クロ経済モデルの利用,④ ユーザ ・モデルの作成 と運用,⑤ グラフ作成がで き,メ ニ ュー

方式で実行する ことがで きる。 また,検 索 して得たデータや加工 したデー タ等を このセ ン

ターの コン ピュータに保存 してお くこと もで きる。
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表1デ ータベース収録統計一覧

国民経済

1.国 民経済計算年報

2.民 間傘業粗資本 ス トック

財政 ・金融

3..財 政金融統計月報

4.経 済統計月報

5.東 証統計月報

産業活動

6.通 産統計

7.建 設統計月報

8.工 業統計表

9、機械受注実績調査統計表

10.エ ネルギー生産 ・需給月報

11.企 業短期経済観測調査

12.景 気動向指数

13.法 人企業動向調査報告

14.法 人企業統計季報

統

貿易 ・国際収支

15.外 国貿易概況

16.国 際収支統計月報

17.国 際連合統計月報

物 価

18.物 価 指数月報

19.物 価統計 月報

消 費

20.家 計調査報告

21.商 業動態統計月報

労働 ・人 口

22.毎 月勤労統計調査報告

23.労 働統計年報

24.労 働力調査報告(年 報)

25.職 業安定業務月報

その他

26.農 林水産省統計表

27.SurveyofCurrentBusiness

デー タには全てのデー タに コー ドが付 いてお り,① データ検索 ・加工の次の五つの機能

の中か ら選択 し,デ ータ系列 コー ドを入力 して必要なデー タを引 き出す ことがで きる。

1)デ ータ収録状況の閲覧。

収録 されて いるデータの内容,単 位,期 種,収 録開始 ・終了期,デ ー タ特性 の出力。

2)収 録デー タの出力。

収録 されているデー タの全期 間の 出力。
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3)検 索 および加工。

検索デー タの指示 された期種,期 間のデー タの出力,加 減乗除 ・関数 による加 工。

4)検 索 ・加工 とコー ド変換。

検索 ・加工 され たデータをユ ーザ独 自の コー ドに変換す る。

5)グ ラフ表示。

検索或いは加工 したデー タを グラフで表示す る。

2.デ ー タの ダ ウ ン ロー ド

セ ンタ ーに ア クセ ス し,IDと パ ス ワ ー ドを入 力す る と, 次のよ うに表示 され る。

入力欄

1.デ ー タ検索 ・加 工

2.方 程 式 の推 定

3.モ デ ルの利 用

4.ユ ー ザ モデ ル の作成 ・変 更

5.ユ ー ザ モデ ル の利用

6.グ ラフ ィ ックデ ー タの 入 力

7.グ ラフ ィ ックデ ー タの 出力

X.終 了

_部 に,こ れか ら用 いる機能の番号を入力 し,〔 実行〕

キーを押 して ください。

上の画面で1を 入力す ると,次 のよ うに表示が変わ る。

一番上 の機能の種類
_部 に利用す る機能の番号を入力 し,プ リンタ出力_部 は1～6を

選択 した場合,プ リンタ出力を同時 に行 うので必要なければブラ ンクにす るか0を 入力す

る。
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保存

データ収録状況 す る す る:フ ァイル番号

収録 デー タ出力 しない:し ない:0

検索 ・加工

検索 ・加工 とコー ド変換

検索 ・加工 とコー ド変換(一 括処理方式)

グラフ表示

ユーザフ ァイルの参照 ユーザフ ァイル番号 二=〉

フ ァイルの転送

終了

セ ンターデ 一 夕フ ァイ ル

ユ ーザ デ 一 夕フ ァイ ル

上 の両 フ ァイル(セ ンタ ー フ ァイ ル優 先)

上 の両 フ ァイル(ユ ー ザ フ ァイ ル優 先)

)

3～5の いずれか選択す ると検索 ・加工 され たデータはユ ーザ ファイルに保存す る こと

がで きる。従 って,保 存の _部 に番号を入力する。 ブランクか0の 場合 は保存 しない と認

識す る。

利用デー タの_部 には画面表示 の下の1～4か らフ ァイルを選択 し番号を入力す る。 ブ

ランクの場 合は1の セ ンターフ ァイルを選択 した と認識す る。

ユーザ ファイルは,セ ンターの大型 コンピュー タをフ ァイル単位で借 りて利用す る場合

に入れ る番号で1～5ま でのフ ァイル数で ある。

そ こで,わ れわれが必要 としたデー タを引出すために機能の種類3,プ リンタ出力0,
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一
保存0を 入力す る。

画面表示 は次のよ うに変わ る。

期種

開始

終了

デー タコー ド

〉===

〉===

〉==ニ

〉=ニ=

年

年

期(月)

期(月)

デ ー タ コー ド欄 に は以 下 の 書 式で 必要 な デ ー タ コー ドを指 定 して くだ さい。

・ 出 力 した いデ ー タが1つ の場 合

===〉 デ ー タ コー ド

・ 出 力 した い デ ー タが2つ 以上 の場 合

===〉 ,デ ー タ コー ド:デ ー タ コー ド・:デー タ コー ド

検索終了===>NO

期種 は,月 次 ・半年 ・半年度r歴 年 ・年度の6種 類があ り次のよ うな記号で必要 な19i種

を入力す る。

月 次:MM四 半期:QQ半 年:CH

半年度1:FH歴 年:FY年 度:FY

開始 ・終了年 は,必 要 とす るデータの西暦年の下2桁 を入力す る。

開始 ・終了期 は,必 要 とす るデー タの月 ・期,歴 年 ・年度 の場合 はOlを 入力す る。

データコー ドは,デ ータ系列 ごとに決め られた コー ドを入 力す る。複数の場合は,:で

区切 り,10個 まで入力する ことがで きる。

検索終了は,常 にNOが 表示 されているので終了す る場 合は,YESに 変えて リター ン

キーを押す。

以上の ことがわか った ところで必要 とす るデータの期種 ・期 間 ・データコー ドを入力 し

ダ ウンロー ドした結果が表2で あ る(5系 列ダウ ンロー ドしたが全部 を掲げ るには真数が
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増え るだけであるか ら2系 列 に とどめ る)。 この データベ ースは,プ リン トアウ トだけの

場合は4系 列の表示であ るが,ダ ウンロー ドした時は2系 列ず つ読み込まれ る。

表2 ダゥ ンロー ドの結果
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E

E
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N
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QQ83NEN3

QQ83NEN4

QQ84NENl

QQ84NEN2

QQ84NEN3

QQ84NEN4

QQ85NENl

QQ85NEN2

QQ85NEN3

QQ85NEN4

QQ86NENl

QQ86NEN2

QQ86NEN3

QQ86NEN4

QQ87NENl

QQ87NEN2

QQ87NEN3

QQ87NEN4

QQ88NENl

QQ88NEN2

**EDPPRINTEND

9435.060

10410.990

10330.520

10458.340

11052.420

11037.180

10837.330

10773.000

10560.730

10675.500

10371.600

11162.500

11200.900

11318.900

11017.200

11613.800

12441.800

13027.700

13434.400

13942.100

**

66349.790

73939.740

64695.720

66042.050

69424.220

77977.960

67954.620

69393.380

72858.330

81600.600

70051.300

70872.300

74661.800

83256.000

72889.700

73030:700

77887.400

87833.600

77836.900

76908.800

5系 列 の ダウ ン ロー ドに要 した 時 間 は,電 話 を掛 け セ ンター に接 続 され て か らID,パ

ス ワー ドを入 力 し,メ ニ ュー を選 択 しデ ー タ コー ドを入 力 して ダ ウ ンロー ドが終 わ る まで

約4～5分 位 で あ った と思 う。

この セ ンター は,企 業 向 けの デ ー タセ ンタ ーで あ るか ら企業 に よ って契 約 基 本料 金 が 毎

月10万 円か ら15万 円 と違 って い る。 また,デ ー タ利 用 料 金 は従 量 制 でCPUタ イ ム1秒 当

り800円 で あ る。5系 列 の ダ ウ ンロ ー ドで約2秒 を要 して い るの で1,600円 とい うこ とに

な り,1系 列 約300円 で非 常 に高 い と思 う。 この セ ン ター は2,400bpsで 送 信 して い るが,

デ ー タ系 列 を多 くダウ ンロー ドす る と相 当の 金額 にな る。 ま た,デ ー タ フ ァイルが 違 う系
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列,例 えば,国 民所得 ・貿易統計の輸 出入 とい うようにフ ァイルが違 うデー タを引出す場

合はデー タを検索す る時間 もカウ ン トされ利用料金 と して請求 され るか ら更に高い料金 と

な る。従 って,こ のセ ンターのデータを利用する時 は,同 一 ファイルで系列数を少 な くし

て時間をで きるだけ短 くし,何 回 もア クセスす る方が同 じ数の系列を1回 のア クセ スでダ

ウンロー ドす るよ りも料金が安 くな るということである。

デー タベースの利用料金は,契 約料金 ・ファイル接続料金 ・出力料金等が細か く決め ら

れているが,デ ー タ量 によっては個人ユーザのほとんどが所有 して いる1,200bpsの モデ ム

では電話料金 ・デー タベ ース利用料金が嵩み利用す ることが難 しくなる。将来 モデ ムの ス

ピー ドが高速化 されれ ば若干料金 は下が ると思 うが,こ のよ うな料金体系では数値統計デ

ー タの高度利用 と普及 は非常に難 しいと思 う。

料金体系 について従量制がよいか,固 定制がよいかは一概にどち らとも言え ないが,官

庁統計の データベースセ ンターが開設 された時の利用料金 はで きるだけ低価格の料金体系

に しなければな らない。

3.ス プ レ ッ ド シ ー ト に つ い て

ダ ウ ン ロー ドした統 計 デ ー タを 加工 計 算 した り,グ ラ フを作 成 した り,或 い は,経 済 モ

デ ルで 予 測 す るた めの デ ー タバ ンクを作 成 す る に はLOTUSl-2-3,Multiplan等 の スプ レ

ッ ドシー トと称 され る表 計 算 ソフ トが 必 要 で あ る。 ダ ウ ンロー ドした デ ー タはMSLDOSの 標

準 テ キ ス トフ ァイ ルで あ るか らこれが 読 み込 め る もので な くて は な らな い。-

8ビ ッ トコ ンピ ュー タの 時代 は,加 工 計算 や グ ラ フを描 くた め に 自分 で プ ログ ラ ム した

もの で あ るが,16ビ ッ トコ ン ピュー タが 普及 す る に したが って色 々な ア プ リケ ー シ ョ ンソ

フ トが 発 売 され たが,初 期 の もの は使 い に くい ものが あ った。 しか し,バ ー ジ ョ ンア ップ

を重ね,最 近 の ソフ トは非常に使い勝手が良 くな って きた。特 に,Multiplanは 使いに く
{'

い印 象 が 強 く残 って お り,現 在 のVer.3.1は 使 い やす くな った と はい え,Lotusl-2-3に

比 べ て 馴 染 み に くい。 これ はユ ーザの 好 み の問 題 が あ るか ら一 概 に どの ソ フ トが 良 い とは

言 え な いが,使 いや す い ソ フ トを ユ ーザ が選 び使 い こなせ るよ うに な らな けれ ば な らな い。

代 表 的 な表 計 算 ソフ トと して,Lotus1-2-3,Multiplan,SUPERCALC.3,VPplanner,

EXCEL等 が あ る。 以 上 五 つ の ソフ トは,す べて ア メ リカで 開発 され た もの を 日本 語 対 応 に

した もの で あ るが,日 本 で 開 発 され 現 在 テ ス ト中 の ビ ジネ ス用 統 合型 表 計 算 ソフ トSuccess

が あ る。
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表計算 ソフ トは,セ ル単位でデー タや計算式を入力す るためデータが入 ってい るセルが

幾つ もあると移動や複写をす る ときに範囲指定 を しな ければ な らない。Lotus1-2-3,

VPplanner',SUPERCALC.3は 行が数字,列 がアルフ ァベ ッ トであるか ら比較的楽に範 囲指

定がで きるが,Multiplanは 行 ・列共 に数字であるか ら行 と列を指定 しなければな らない。

表計算 ソフ トで必要な機能 は算術関数 ・統計関数等の数 とグラフ作成機能,使 いやす くす

るためのマクロプログラムの作 りやす さであ る。 これ ら表計算 ソフ トの関数の数を比較 し

てみよ う(表3参 照)。Successに っ いて は,株 式会社サ ムシンググ ッ ドよ り特別に開発

途中の製品を提供 して もらい動 か してみたので製品版 と異な るか もしれないが,EXCELに

似たよ うなマ ウスで動かす ソフ トで ワー クシー トの大 きさを 自由に変え られ,同 一画面上

に幾つ もの シー トを作 りそれぞれの表 を参照 した りす ることがで きる。また,範 囲指定 の

入力 は,Lotus1-2-3とMultliplan両 方 の方式が使 えるな ど優れた内容にな ってい る6

表3関 数比較一覧表

Lotus1-2-3 Multiplan SUPERCALC.3 VPplanner sUccess

算術関数 1† 16 9 19 28

統計関数 14 5 12 9苛 17

特殊関数 9 一 7 一 9

論理関数 9 13 4 5 8

文字列関数 24
'16 一 一 11

財務関数 14 8 5 5 8

日付関数 16 12 8 7 19

データベース関 数 7 一 一 9 一

その他関数 一 10 3 5 一

グラフ機能 有 無 有 有 有

これ らの表計算 ソフ トを利用す るにっ いて,デ ー タを入力 したが計算式 のいれ方がわか
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らないとか,テ キス トフ ァイルが読み込 めないとか,セ ル幅の変更がで きない とか,印 刷

がで きないとかの初歩的な ことがわか らない人が多 い。

この よ うな ことが無 いように高校や大学 で コンピュータを教 える際に,分 科系ではハ ー

ドやプ ログラ ミングを教え るよ り先 にアプ リケーシ ョンソフ トの使 い方 を教え るべ きであ

る。色 々なアプ リケー ションソフ トが使 え るようになると自然 にハ ー ドや プ ログラムやO

Sの こと もわか って くる ものである。 これか らは誰で もコ ンピュータが使 えるよ うにな ら

なけれ ばな らない時代が来 ることは間違 い無 いことであ るか ら,数 値統計 データベースの

利用 と同時 に教 えなければな らない。そ うす ることによ って社会 に出てか らす ぐに役立つ

ことになる。
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